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　浅い眠りから醒さめてまず最初に知覚したのは、窓をうつ雨音だった。

「ぼたぼたうっせーよ……」

　体の方はまだ睡眠を欲ほっしていたが、きょうは天下の月曜日だ。

　社会的動物である我々ホモ・サピエンスは「あーくそ月曜日マジ死ねよ、むしろ俺の方から殺しに行ってやろうか？」と湧きでる殺意を抑えこみ、社会的な務めを果たさねばならない。

　俺はのっそりと体からだを起こし、寝ぼけ眼のままスマホの画面を点つけた。

「うげっ」

　９時30分。寝る前に設定したアラームは、寝ぼけた俺の手によって消されていた。これで通算27回目の遅刻か……あー、萎える……

　どたどたと階段を下りてリビングに辿たどりつくも、俺の寝坊を叱責する家族の姿はない。両親はとっくに出社したんだろう。ちなみに兄は数年前に失踪した。

　ふと食卓の上を見ると、一万円札が置かれていた。月初旬の登校日にわたされる小遣い兼メシ代だ。これが俺の、６月から７月にかけての生命線だった。

「あざます」

　冷えきった関係でも礼は言う。俺は万札を寝間着のポッケへとしまった。

　それから、ゆっくりと身だしなみを整えた。どうせ遅刻は確定してるんだ。今さら急ぐ意味もないでしょうよ。

　ちんたらと登校準備を終えた俺は、玄関で学校指定の革靴を履いた。ビニール傘を持てば準備は万端。そのまま、築６年の碧あお木き家を出ようとする──

　直前で停止した。なんだか、両足が重い。体が行きたくないって抵抗してるんだ。

「…………」

　俺は憂鬱な気持ちを撥はね退のけようと、勢いよくタックルでもするようにして玄関のとびらをブチ開けた。そのまま一気に、我が家の外まで駆けぬける！

　びゅぅぅうううっ！

　風に乗った雨粒が、顔面にびしゃびしゃ当たった。ちべたい（つめたい）。

　……ざァけんな。ただでさえ死ぬほどダルいんだから、もっと登校しやすい天気にしとけよコラ。ふざけんな月曜日。




　　　　※　　　※　　　※




　４時間目も終了のチャイムが鳴って、古文のおばさん教師が号令をうながした。

　起立・礼・ありがとうございました。俺たちは機械的に、学級委員の言葉に従う。

　こうして訪れた昼休みによって、クラスというまとまりを持った集団は、個人単位へとバラけていく。購買へ向かう者・学食に向かう者・他教室へ向かう者と様々だ。

　それでもうちのクラスは、自分の教室で飯を食う派閥が圧倒的に多かった。

　やつらは仲間内で机をくっつけて小さなシマを作る。だから、教室内の勢力図なんかは、このへんを俯ふ瞰かんして見りゃほぼ一発で分かるんだ。

　誰と誰が繫つながってるのか。どんな奴やつが孤立してるのか。

　普段は机とにらめっこしている俺だが、まあ、たまには現状把握に努めてみるのも悪くない。俺はこっそり首と眼球を動かして、教室内の様子を観察してみた。

　そんな密ひそかな調査の結果、クラスで孤立してるのは、現在俺だけだった。

「は？　うそでしょ？」

　つい独り言も漏れた。自分の置かれてる現状を認識したら、謎の悪お寒かんすらしてきた。俺以外の誰も彼もが、教室内にシマを形成している。

　ま、待て……落ちつけよ俺……碧あお木き照てるはクラスで唯一のぼっちじゃない。そうだ、おひとり様仲間がいるだろうが！

　ついこないだまでは、吉よし澤ざわのやつも孤立してたはずだ。あいつは？　あいつはいったいどうなったんだ？

　俺は吉澤の長ったらしい前髪を確認すべく、もういちど教室内を見回してみる──

　あ、居た。教室の後方。吉澤はオタクグループの面々と共に机を囲っていた。

「まず今期アニメさあ、妹キャラたまらん作品多くてほんとすこじゃない？」

「そうだね。ぼくが思うに、今期の妹モノ作品は品質が非常に高い。たとえば『俺は妹の腋わきで握られた腐りかけおにぎりが食べたい』なんかはまず作監の神かん埼ざき氏の丁寧な仕事っぷりが頭ひとつ飛び抜けているよね。第４話の、ゾンビと化した妹が無い腋でおにぎりを握ろうとするシーンは涙なしでは語れないよ。あのリアルと虚構の入り混じった日常芝居は素晴らしいね。あそこを担当した新人原画マンの井いの上うえ氏は要注目と言える」

「ちょ！　吉澤くん詳しすぎて草ァ！」

　俺の口はぽかんと開いていた。

　まじかよ吉澤……あの辺のグループに溶けこむ速度が早すぎるだろ。なんなら、ちょっと尊敬されてるっぽいじゃん。何言ってんのか１ミリも分かんないけど。

　今まではたまたまボタンが掛けちがってただけで、きっと吉澤は、きっかけさえあればオタ集団にも馴な染じめるやつだったんだ。まあ、うん、よかったな。元気でやれよ。俺は親近感を湧かせてた孤立仲間に、内心で別れを告げた。

「ねー見てよこれ。この動画のちゃちいダンス、うちらでも踊れそおじゃね？」

「あ〜これ。最近流行はやってる曲だよね。知ってるぅ。え〜、てゆか、こんな雑な出来で20万再生も行ってンの？　ぶっちゃけ顔面ヘンサチもあんまじゃね」

　どこのグループにも所属できない俺は無心でサンドイッチに齧かぶりついた。

「ねェ。これで20万行けンならー、うちらがやれば１００万再生ヨユーっしょ」

「きゃっはあ！　言えてるぅ〜」

　近くの席に座ってる、歳としのわりに厚い化粧の女たちの喋しゃべりが耳に入ってくる。うるせえな、ずっと何の話してんだよ。

　居心地が悪い。とんでもなく悪い。俺は自分の鞄かばんを漁あさって、安物の密閉型ヘッドフォンを取りだした。耳に着けて、すぐスマホから曲を流す。

　作詞作曲ベートーヴェン、交響曲第９番第４章『歓喜の歌』──普通に生きてりゃ、ＣＭなんかで耳にしたことがあるだろう、有名な曲。

　俺はこの曲の、いろんな楽器やらソプラノやらが、サビでみんなで盛りあがる感じが好きだった。まあ詳しくは知らないけどさ。クラシック音楽なんてそんなもんでしょう。大事なのは雰囲気だよ、雰囲気。

　しかし耳馴染みのいい歌声が流れてくると、心も落ちついてくるもんだ。ふぅー、ようやく落ちついて昼飯が食えるなぁ。

　とかって安心していた矢先……俺の上腕が、とんとん、と弱い力で叩たたかれた。

「あ？」

　警戒の意を込めてゆっくり振りかえる。そこには学級委員の草くさ野の麻ま里り佳かが立っていた。

　若干傾いた角度の首。感じのいい微ほほ笑えみ。肩のあたりで切きり揃そろえられた茶髪が、右手を振るのにあわせて揺れている。そしてなによりも、眼がん窩かに位置する収まりのいい泣きぼくろが、今日もあざとく目立ってた。

「────」

　草野麻里佳がパクパクと口を開いてる。しかし俺の耳元で行われてる第９の大合唱のせいで、何も聞こえない（さながらサイレント映画風味だった）。

　いったい何の用だろう。流石さすがに、クラスでも一位二位の人気を争う女子の語りかけを無視する訳にはいかない。俺は慌ててヘッドフォンを外した──

『Und wer's nie gekonnt, der stehle Weinend sich aus diesem Bund!』

　──楽しそうな大合唱が流れていった。ふ、ふざけんな。近所迷惑だろうが、テメーらもうちょっと静かに歌えや！

「わわっ、とぉ。びっくりしたー。あはは……ええっと、音楽鑑賞中にごめんね？」

　草野は申し訳なさそうに苦笑いしていた。周囲のやつらも爆音に引かれてこっちを見てる。これは、その、アレだ。ごめんなさい。俺は刺さる非難の視線たちに内心で頭をべっとり垂れつつ、外国人たちの歌をすぐにミュートした。

「なんすか」

　そして何事もなかったかのように用件を訊きいた（気にしてない風が重要だ）。

「あっ、うん。えとね、碧木くんきょう遅刻してきたでしょ？　けさ提出のプリント、貰もらっておこうと思って」

「は？　なんだそれ──」

　なんで草野に渡さなきゃいけないの。たかが学級委員が出しゃばりすぎじゃね。

　という返しを発する前にのみこんだ。血の気が多すぎるって。何い時つからか染しみついてた悪い習性だ。

　しかし訝いぶかしげに思う気持ちは、すでに声音に混ざってたんだろう。草野はひらひら手を振って困ったように笑った。

「あ、ごめんね？　違うの。私のお節介とかじゃなくて、先生に頼まれちゃいまして。碧木くんって、大事なプリントでも平気で出さなかったりするでしょ？　だめだよー」

　今度はやんわり人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべる草野。一方の俺はというと、表情筋が凝りまくってるせいで真顔を貫くしかなかった。

「ええと。なんかね？　碧木くんって叱っても反省の素振りがないから、今度から同級生の私が取りたて役に任命されたんだってー。あはは、学級委員も楽じゃないね」

「あそう」

　俺は生返事をしながら、件くだんのプリントを取りだして草野に渡した。親から判子を貰う機会がなくて、期限になっても提出できなかったんだ。

「ありがと！　んーと、じゃあ今度からは期日内の提出でよろしくね？」

「ん……」

「た、たまになら遅れてもいいけどね。……えと、それじゃあ、私行くねー？」

　まともに返事もしなかったら、草野は友人らの待つシマへ戻ってった。「怖くなかった？」「だいじょぶー？」といった慰めの言葉が、俺の耳にまで届いてくる。

　草野は「そんなことないよー」とか明るい声で言ってたけど、実際どう思ってんのかは知らない。とくに知りたいとも思わなかった。

　俺は再度ヘッドフォンを装着して、鬱陶しい雑音を覆い隠した。けれど今度は、誰かの様子見の視線が気になって仕方ない。見んなよ。碧木君は見世物じゃないんだよ。

「…………」

　俺はしばし逡しゅん巡じゅんしてから、席を立った。ゆったりとした歩調で教室から出る。

　もう教室で飯食うのやめよ。ていうかもう、教室に夢を抱くのもやめよ。

　ひそかに仲間意識を抱いてた吉澤の脱ぼっち化は、想像以上にキツいものがある。はいはい、どうせ俺は、どこの集団にも馴染めない不良モドキですよ。

　はああ。どこかに落ちついて飯にありつける場所はないもんかなあ。

　人通りの少ない廊下を歩きながら、校舎内の様々な場所を思いおこしていく。様々な場所を思いうかべていき──

「あ」

　ばちん、と頭に良いいアイディアが浮かんだ。そうだ。屋上前はどうだろう。

　屋上へと続く東校舎の三階の階段付近には、理科室とその準備室しかない。つまり人通りが少ない。昼休みにあそこへ行こうとする生徒なんて、滅多に居ないはずだ。

　だれにも見られず不快な思いをする事もないまま、長閑のどかな昼飯を食えるに違いない。

　目指せ屋上前。俺は長い階段を（一年の教室は一階の西側にある）るんるん気分で上っていった。




　　　　※　　　※　　　※




「びーっびーっ……屋上には入れませんよー」

「ッ!?」

　びくっと肩が跳ねた。

　意識外からの平へい坦たんな声。突然の警告にビビるあまり、あやうく俺は、階段の最上段から転げ落ちるところだった。

　いや……だって、そうだろ？　こっちは昼休みの屋上前に先客が居る可能性なんざ、微み塵じんも考えちゃいなかったんだ。

　階下からは死角になっていた、中継の踊り場よりもちょっと狭い足場のうえ。

　警告音のその主が、屋上に続くとびらの隣に、ちょこん、と座りこんでいた。

「屋上に出ようとしていたなら残念でしたね。ええ、解説してあげましょう。わが校の屋上は数年前、地面めがけてモッシュダイブした生徒が誕生して以来ずうっと閉鎖してるそうです。臭いものと危険なものにはとりあえず蓋しとけの精神ですね。飛び降り防止。安心安全。管理が行きとどいてて立派ですね？」

[image: ]

「…………。え。あー、そうなんじゃない？」

　饒じょう舌ぜつな解説に、俺はなんとか相あい槌づちをうった（うてたと言うべきかもしれない）。

　さながら門番でも務めてるかのように、少女はとびら横に座りこんでる。幼い系の、整いすぎてる顔立ちだった。うちの制服を着てるけど、コスプレ中学生を自称されてもフツーに納得できる感じ。

　頭の後ろ側から生えたなっがいポニテは、本物のウマの尻尾みたく床すれすれまで垂れている。んで、羽織ったパーカーの上からも分かる、背丈に似合わぬ胸の稜りょう線せん。

　……それで？　なんでこんな薄暗い場所に、見てくれのいい女子が居るんだよ。

　俺は少女が手に持った袋を注視する。砂糖のまぶされた簡単スナック菓子、揚げた食パンの耳が入ってた。あんまり見ない昼食のチョイスだ。

「ひょーひょーおまひを」

　あらたに頰張ったパン耳をすぐ吞のみこんだ少女は、水筒でごくごくと喉を潤し、一呼吸ついてから、動く気配のない俺に対し、こう言い放った。

「あなた。巷ちまたで流行はやりのランチメイト症候群ですか？」

「……は？」

　いま、なんつった？　なんか冗談みたいな聞き慣れない病名だった。

「なんだ……いきなり何すか、それ」

「はい。もしも教室や職場で、独りでの昼食を取ることに恐怖を覚えたのなら、あなたはランチメイト症候群です。おめでとうございません。詳しくは天下のウィキペディア様でも参照してくださいませ」

「いや説明は助かるけど……え、いきなりひとをショーコーグン認定してんじゃねーよ。あんたいつから俺の主治医だよ」

　つうか、ニヒルに作り笑いしてんじゃねえよ。異性への耐性を中学時代に付け損なった俺はふいっと目を逸そらした。

「出会い頭から距離感よく分かんねーんだけど、どうして俺がその……なに、なんだっけ？　ランチョンマット症候群だと思ったんだよ」

「ランチメイト症候群ですね。お皿の下に敷く物がなくて恐怖する人はいませんね」

　俺の間違いを指摘しながら、少女は袋から取りだしたパン耳をいっぽん口に咥くわえた。それは名探偵がパイプ煙草たばこをくゆらす様にも似ていた（実態は２０００倍くらい安い嗜し好こう品だけども）。

「いかにも不良的な見た目の方が、昼休みにひとりで屋上前へ来るなんておかしいですからね。しかも片手には、食べかけのサンドイッチ。いっしょにご飯を食べるダチ公的な存在は居ないのだろうと推測できます。そして何よりその、追いつめられた人間特有の表情──ぼっちに耐えかねて、教室から逃げてきたのは明白です」

「は、はあ？　いや違ちげェし。初対面でマジ失礼だなおい。俺は逃げてない、戦いの場をここに移しただけで……あークソ、まっすぐな眼めで見んな、うっせえな図星だよ！」

　俺は追いつめられた犯人のような反応をしてしまった。そりゃさあ、ちょっと頭が回ンなら分かるのかもだけどさぁ。本人の前で推理なんか披露すんなって……

　狼狽うろたえたせいか、意味もなく右腕を摑つかんじゃう俺。依然として興味なさげに見てくる少女は、最後のパン耳に手を伸ばしながら言った。

「ま、そう恥ずかしがる事はないですよ？　あなたみたいなひと、イマドキ珍しくもなんともないですからね」

「えマジで。そうなんすか」

「はい。ＳＮＳのめざましい発展の陰で、大衆の視線に敏感になりすぎた私たち世代なら普通ですよ。ひとりで居る自分を見られるのが怖い──なんてことはね？」

　視線に敏感。たしかに、ここ何年かの俺は常にそうだ。思いあたる節がいくつもある。現にいまも、俺は少女の眼球の向かう先を気にしてる。

「じゃあさ。こんなトコで飯食ってるあんたもその、視線怖い怖い病なのかよ」

「ランチメイト症候群ですってば。それに私は違います。私のような飛び抜けた美貌の持ち主は、他者から視線を向けられることに慣れきっているからです」

　マジで訊きかなきゃよかった。俺は渋面のままナルシスト女に舌打ちをかましたが、そいつはとくに物もの怖おじする様子もなかった。

　カァ、カァ。近くでカラスが鳴いている。飛び降り防止のフェンスにでも止まってるのかもしれない。校内と屋上を隔てるとびらからは、雨上がりの冷えた外気が漏れていて、すこし肌寒かった。俺を見上げる少女は手のひらを床に差し向けて言った。

「ま、そう立っていては落ち着かないでしょう。死にそうな表情のあなたも、どうぞ座ってくださいな」

「おー、そうな。足も疲れてきたし。じゃあちょっくら失礼して──」

「と言いたいところですが、はい、そろそろどうぞお引きとりくださいませー」

　そいつの手のひらは翻ひるがえされて階段下へと向けられた。

　どこか親しげな口調とは裏腹に、一転して突き放すような態度だった。

「え、エエッ……？　いやおまえさ、俺のなんとなくの境遇まで言い当てたんだから、流れ的に受けいれてくれてもよくね？」

「お生あい憎にくさま、ココは私だけの領地ですので……びびーっ、びびーっ。あーほらっ、どこかで屋上前の満員ブザーが鳴ってますよ」

「テメエがテメエで鳴らしてんだろ」

「うるさいですねお客様。さっさとお帰りくださいよお客様」

　お客様に対する態度じゃねえよソレ。そんな店は潰れてくれよ。

「いやまあ、屋上前から出ていくのはいいんだけど。そんじゃあさ、そのランチなんちゃら症候群の俺は、今後どこで飯を食えばいいんだよ。どこ行きゃいンだよ」

　藁わらにもすがる思いで俺は訊いた。実のところ、もう色々とドン詰まってんだ。そんな事情を知らない少女は唇に人差し指をあてて、考えるフリを２秒だけした。

「んー。そうですね。じゃあ化粧室とかどうですか？」

「オーなるほど化粧室ねェー。情報提供あざっしたー。…………あン？　それって聞こえが良いだけで、思いっきし便所飯じゃね？」

　そいつは悪びれない様子でかりかりと頰を搔かいた。

「そうですけど？」

「そうですけど？　じゃねーよ、テメエなに薦めてくれちゃってンだ。危うく鵜う吞のみにしてトイレ駆けこむところだったじゃねーか！」

「あ〜ストップ、タイムです。怒るの禁止。怖いのも禁止。甘やかし推奨ですっ☆」

「うぜえ……」

　雑なおどけ方を俺は三文字で払った。意図的に媚こびたような表情を作ったポニテ女は、効果がないと判断したのか、すぐにデフォの無表情へと戻った。

「あのねぇ。私だってからかってるんじゃないですよ。誤解しないでくださいね？」

「ア？　いまのところ誤解の余地しかないだろ」

「いえいえ、ランチメイトの居ない人間にとって、化粧室飯は善き選択なんですよ。落ちついた個室で食事にありつけるのなんて、校内だと便器の上ぐらいなものでしょう？　非常にゆったりまったりとした食事を楽しむ事ができます！」

「えー、ほんとかよ……」

　気分のサガってる俺とは対照的に、少女は饒舌に語りはじめた。

　はきはきと喋しゃべることで、便所飯に綺き麗れいな印象を植えつけようとしている。どこで喋りのエンジン噴かしてんだ、この見た目中学生。

「しかししかし、いつだって強すぎる力には代償が付きもの──もちろん化粧室飯にもデメリットは存在します。そう！　隣の個室から襲いくる排はい泄せつ音と悪臭ですね。けどまあ、個室による快適さの前では、こんなの些さ細さいな問題でしょう」

「むしろ最大の問題じゃねソレ。快と不快が釣りあってないだろ」

「はー…………」

　招かれざる客が化粧室へ直行しないと見た少女は、あからさまにタメ息をついてきやがった。え、やめろよ、これ見よがしにサガってんじゃねーよ。便所飯しないやつが悪みたいな空気がなんかしらの軋あつ轢れきを生むんだよ。たぶん。

「とにかくぅ、いいですか？　この行きどまりは私だけのモノです。よそ者に間借りさせる土地なんかありませんよ。もう出ていってください、ぶぶーっ！」

　屋上前の門番さんは両腕をクロスさせて大きなばってん印を作ってきた。分かりやすい停止のアイコン。どうやらこの階段から先は、二重の意味で行きどまりらしい。

「や。まあ、べつに……それならそれでいいけどさァ」

　俺はその忠告を受けて、すぐに移動を開始した。

　そして階段の中腹部をベンチ代わりに腰かけた。ひんやりとした硬い感触が、制服のズボン越しに伝わってくる。

「じゃあ俺はこの階段でメシ食わせてもらうんで」

「むっ……あなた、この周辺からは意地でも出ていかない気ですか？」

「だってここ以外に行ける場所っつーたら、便所くらいしか無いンでしょう。そんなん無理だし。俺の存在が気に障さわるなら、お互いに不干渉で行けば解決じゃん」

　不干渉。それが正解の選択なんだと思った。わざわざ『関係』を持とうとするからダメになる。最初から居ない者として扱ってくれればよかったんだ。

　そんな俺の提案に対して、少女からの返答はなかった。その無言の意味は肯定とも否定とも捉えられる。どっちでもいいやと思った。

　がぶり。俺はそうしたい気分だったので、飢えた犬のようにサンドイッチへと齧かぶりついた。乾燥したレタスの味が、どこか遠くに感じられる。薄暗い空間に、シャキシャキという健康的な咀そ嚼しゃく音だけが鳴っていた。

　ちょっとだけ、耳周りが寂しいかもしれない。

　俺は首元に避難させてたヘッドフォンへと手を伸ばし、自分だけの世界に閉じこもろうとした──
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　バケモノの鳴き声みたいな空腹音が頭上から聞こえてきた。

「…………」

「…………」

「あっ、あの……違いますよ。違うから。ほんとに違くてね」

　しばし静寂を経てから、姿の見えない少女は言い訳をはじめた。

「い、いまのは噓うそですよ〜？　そう、いまの合成音声だから！　じゃなくて、えーっと、これお腹なか痛いときに鳴る大腸の非常ベルですからね？」

「いやいや、言い訳に無理があんでしょうよ……」

　これは、流石さすがに無視できそうにない。いつの間にか会話を再開する流れになっていた。

　だから俺は、また屋上前の足場へと上がった。座り込む少女はとびらの横から踊り場の隅へと移動して、羞恥の色を浮かべている。

「はン。あのさあ、さっきの馬鹿でかいぎゅるぎゅる音が腹痛から来るモンなら、アンタの方が化粧室に駆けこむべき轟ごう音おんでしたけどォ？」

　俺はさっきの意趣返しとばかりに言いはなった。

「ご、ごごご、轟音じゃないから！　ぴぴーっ、デリカシーを学んでください！」

「ええ？　食事中に便所の話してた女がデリカシーとかよく言えたな」

「連続で痛いとこ突かないでください。ええそうですよ、空腹音ですよばーかっ」

　ささっと顔を隠してガードしてるものの、恥ずかしがってるのは明白だ。

　さっきの空腹音。手作り弁当でもコンビニ商品でもなく、パン屋なんかで廃棄されてる耳部分だけを食べてる少女。家庭が裕福ではないのかもしれないと思った。

　経済的な格差を苦にして、昼飯時だけ教室から離れてるとか……そんなカンジだろうか。どの年代でも観測可能な、よくある筋書きを、俺は勝手に思い浮かべた。

　ポニテ少女は（おそらく）努めて真顔の表情を作り、俺を指差してこう言った。

「あーもう！　ずっと何なんですかあなた。いったいぜんたい何年生ですか？　高校という名の縦社会では、年功序列の制度が採用されています。そろそろキッチリかっちり上下関係付けさせてもらいましょうか!?」

「え。いや、何年生っておまえ、それは……」

「それは〜？」

「まあ……一年生だけど」

　俺はもごもごと口籠りながら答えた。引き分けか敗北しかありえないんだから、そりゃ歯切れも悪くなるだろ。

「ぃようし、勝った！　勝ちましたイェース！　っしゃ、うっし！　っしゃあ！」

　力強いガッツポーズだった。そこまで嬉うれしがる事じゃねえだろと思った。

「嗚あ呼あ、生まれるのが１年ほど早くて助かりました。早期の種付けありがとうパピー。私は後輩に年齢マウントが取れて幸せです。お父さま大好き！」

「おい普通に種付けとか言うなよ。どこの部分で親に感謝してんだ。そろそろツッコミ疲れてくんだけど」

「もっと敬って」

「は？」

「もっと私を先輩扱いするように。まずツッコミと称してタメ語で痛いところ突いてくるの禁止です。年功序列を徹底遵守してくださいね。私が上、あなたは下です」

「えー……」

「以後、私のことは『アマモリ先輩』と呼ぶように徹底しましょう。雨に森でアマモリです。いいですかーオラついたお客さま。ちなみに様付けでも可能ですよ？」

　唇の端を吊つりあげたドヤ顔のような表情を見て、俺は素直に「先輩扱いしたくねえなァ」と思った。

　先輩だの後輩だの、そういった『関係』は３年前から飽き飽きしている。

　べつに呼び捨てでいいだろ、こんな自信満々な、無表情なのか表情豊かなのかもよく分かんねえ変な女──

　──いや。でもなぁ。

　最後の望みだった教室に見切りをつけた今、この屋上前が、居場所を作れる最後のチャンスなのかもなぁ。頭のどこかには、そう考えてる自分も存在した。

　ちっ、仕方ない。郷に入りては郷に従えだ。

「はいはい……マジオッケー、了解っすよ雨あま森もり先輩。いまから全力で敬いまくり。ウルトラスーパーリスペクト。もうマジで。バリバリで慕いまくりっすけど」

「む？　言葉の節々に私への敬意が感じられないのは気のせいでしょうか」

「マジ気のせいに決まってるだろ。ですよ。雨森パイセン」

「ですか。ならいいでしょう。しばらくの間、昼休みだけ、屋上前への〝来訪〟を許可します。あなたが下の立場だという事実は忘れずに。後輩力、磨いてくださいね？」

　とびらの前に立った門番が、ほっそりとした指先を銃口のように俺へ向けた。

　無駄に悪役じみた表情だ。美少女然とした顔面のせいでキマっちゃいなかったけど、パイセン（笑）の名誉のために黙っておく。

　立ててやろうじゃん、先輩の顔ってやつ。俺こういうの得意なんだよ。つい２年前までは、先輩の顔を立てる仕事についてたからなァ。時給０円・年中無休で。

「ではとりあえずコンビニで焼きそばパンを買ってきなさい後輩。ダッシュで」

　雑に差しだされたちっさいてのひらには１００円硬貨が二枚乗っかっていた。

「あ、お釣りはちゃんと返してくださいね？」

「せこッ……いや後輩なのは認めるけど、パシリとかは行かねえよ」

「ですか。ふん、ならいいです用無しです。今日はもう話しかけないでくださいね」

　金をつっかえされた雨森は俺への興味を失ったらしい。そいつは飾りっ気のない旧世代機のスマホを弄いじり始めていた。先輩という立場だからこそ許される、やりたい放題な態度だ。

　それは嫌いなはずのノリなのに、俺の気分はどこか明るかった。

　このまま誰にも認められず、真に孤立しつづけて、もういちど学校からドロップアウトしていたら──二度と這はいあがれる気はしなかったから。
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　体育館を走り込みさせられている。限界はとうに超えていた。しかし、喉から血が噴きでそうな不快感といった、肉体的な実感はなかった。

　だから、これは……過去を再現した夢だ。よく見る夢。俺はすぐに気がついた。

「もっとキビキビ走れって。顧問のジジイがいつ来るか分かんね〜ンだぞ？」

「部活やってる感は常に出しとけよー！　オレらの楽園こと部室さまは死守しろ〜」

　ガラの悪い連中が遠方で漫画を読みながら、俺たち新入生に檄げきを飛ばす。どうしてこんなコトになったんだっけ？　いつもそう思ってた。

　まず、うちの中学のバスケ部は、伝統的にグレてる奴やつが多いってうわさだった。

　それを看板にしたい小卒の悪ガキどもは、こぞってバスケ部に入部するんだ。そうすると箔はくがつく。クラスで恐れられて、やりたい放題できる。そんな理由で。

　俺のように事情を知らないまま入った奴も、徐々に悪い方向に染められていった。

　未成年での喫煙を声高に自慢する先輩たちは、愛のある指導とやらで、後輩をパシりつづける。そこは完全な縦社会──年功序列の世界だ。

　いずれは自分もこうなりたい、上の立ち場で偉そうにしたいコキ使いたい。そんな野望と仲間意識だけを支えにして、俺たち一年はどんな無茶にも耐えつづけた。

　そんな辛つらい日々を続けていたら、いつしか俺は二年生になっていた。自動的に後輩ができた。念願叶かなって、ついに上の立ち場になったんだ。

　なのに、なんでだろうな。俺は周りの奴らみたく、突然できた後輩をパシるとかできなかった。きっと新入生たちに、去年までの自分を投影してしまったからだと思う。

　晴らす機会のない鬱憤が、心のどっかでゴミ山のごとく聳そびえ立ってた。

　そんなある日のこと。６月の昼下がり。竹たけ内うち先輩が言ったんだ。

「うーし、おまえら次あれすンぞォ。ドベとケツ２が罰ゲーム！　喧けん嘩かごっこ！」

　それは、大富豪に飽きが来た頃だった──授業をサボって遊ぶのに疲れてきた頃かもしれない──その場にたむろする全員が、どこかで刺激を求めてた。

　罰ゲームは良きスパイスになった。白熱する大富豪。結果は俺が最下位だった。

　俺の対戦相手は、気の弱そうなウドの大たい木ぼく。一年生だった。非行をステータスと考える先輩の指示で、授業をフケさせられた可哀想かわいそうなやつ。

　オドオドしたそいつは背丈の高さから、誰かにバスケ部を勧められたのかもしれない。どこか俺の境遇と重なった。

「おまえら言っとくけどォ。これ、ごっこだから。ガキんちょのおままごとと同じ。ごっこ遊びだからな？　ヘへッ。まァ、そんぐれーは分かってるかあ？」

　観戦者ぶった周りの奴らは、サルみたいに手を叩たたいて俺たちの闘争心を煽あおった。

　相手の一年坊は足腰が震えた立ち姿だ。経験値が少なすぎる。先輩に無理やり連れられての乱闘にも参加してないんだ。

　てかさ、ちょっと前まで小学生だった奴に、こんなんやらせるのは酷でしょう。

　こうして鬱憤が爆発した。歪ゆがんだ縦社会とかブッ壊れろと思った。

　衝動のおもむくまま、俺は観衆のひとりだった竹内先輩の肩を思いっきり殴った。

「はッ……？　ハァッ?!」

　バランスを崩しロッカーに背中を打った竹内先輩は状況が理解できてなかった。

「クソァ、っ痛いてェな……おい、おいおい碧木ちゃん。どういうつもりだ……自分が何したか分かってンの？　相手は俺じゃねえだろうがよォ！」

「そすね。もう喧嘩ごっこじゃなくて、フツーにやんないスか。あんたら、ずっと終わってんだよ。バスケ部とかいう糞くその楽園つぶしてやるから。来いよ」

　突然の行動に、周囲の奴らはなにが起きたかまだ把握できてないみたいだった。だから俺は、近くで呆ぼう然ぜんとしてた皆みな越こし先輩の胸ぐらを摑つかんでやった。

　乱心の後輩一名による下げ剋こく上じょうの合図だった。

「は？　離せよキメェ……ジュース奢おごってやった恩も忘れたのか碧木ぃ……！」

「忘れてないっすけどね。飲みモンの奢りぐらいじゃ、割に合ってねえんだって」

　そこから先は乱闘騒ぎだ。敵も味方もわからない。誰かが教師を呼びに行くまで、流血上等の殴り合いは続いた。

　結果。ほとんどの部員が停学処分・そして強制退部処分になった。

　俺の狙い通り、バスケ部は廃部になったんだ。

　その後の俺は不登校と化した。バスケ部にしか人間関係がなかった俺は、もはや学校に行く意味を見いだせなかった（サボりすぎで勉強も付いていけなかったしな）。

　バスケ部の先輩たちが報復に来るかもしれない。そしたら家族に迷惑がかかる。だから俺は家にこもらず、遅くまで街中を彷徨さまよう日々を過ごした。

　もちろん、俺の不登校と日中徘はい徊かいは、我が家では問題になった。両親は、家出した兄と同じくグレた次男に失望したらしい。いまでは挨拶もできない冷えた関係だ。

　武勇伝にもならない最悪の出来事だった。




　　　　※　　　※　　　※




　気がついたら、４時間目の生物基礎が終わっていた。

　背中と首がぎしりと痛む。またしょうもない夢だった。ダサい内うち輪わ揉もめの再上映。

「…………」

　眼球がこちらを窺うかがってくる。昼休みになってから起きた俺に、控えめな視線をぶつけてくる周囲の生徒たち。見んなよ。ていうか起こせよ。

　ああ、居心地が今日も悪い。さっさと屋上前へ行こう。俺は鞄かばんを持って離席した。そのまま教室を出ようとする──

　途中で、学級委員の草くさ野の麻ま里り佳かと目があった。

　にこり。なにかを勘違いしてしまいそうな程によく出来た微ほほ笑えみ。俺は気づかないフリして目を逸そらした。

　草野麻里佳は様々な女子グループと交流があり、その日その日で飯を食べてる相手が違う。つまりクラスの女子大半と仲がいいらしい。

　というのは同時に、明確に仲のいい相手が居ないってことでもある。それを感じさせないのは、あいつの人徳が為なせる業わざなんだろうなぁ。

　まあ草野なんて、教室から逃げると決めた今の俺にはもう関係ないんだけど。

　廊下に出た俺は、食堂を目指す生徒たちを尻目に、ずっと階段を上っていく。

　三階に着いて廊下を端から端まで歩き（校舎東側の階段は今日もひとけが無い）、理科室に誰も居ないのをなんとなく確認して、また階段を上った。

「また来ましたか……ログボもないのに、よく飽きもせず来られますねぇ」

　そして、あッからさま〜に嫌そうな声が、顔を見る前から聞こえてきた。

　そいつの名前は雨あま森もり。下の名前は知らない。先週から成り行きで俺のランチメイトになった先輩さんだ。そんで現状、俺の唯一の話し相手。

　足場に着いた俺は腰を折り曲げて、とびら横に座る先輩へとお辞儀をかました。

「雨森パイセンお疲れ様しゃ〜っす。本日も昼食同席のほど、よろしくお願いしまああああす。こんにチワワ！」

　両手を影絵でいうワンちゃんのスタイルにして、こんにちはだワンと共にご挨拶。

　後輩らしいお茶目なユーモアはもちろん忘れない俺。ふっ、これは決まったなァ。

「はあああああ……さよなライオンに喰くい殺された後、もう来ないでくだサイが突き殺してくれればいいのに……」

　決まっちゃいなかった。雨森は溜ため息いき＋俺の手をジトーっと睨にらみつけてきた。しかも俺は、先輩の願望のなかで二度も猛獣に殺されていた。かわいそうな俺。

「なに、ずいぶんなご挨拶だなぁ雨森先輩。あんたが１週間前に『後輩力を磨いとけ』って言ったんじゃねーの？」

「ええ、たしかに言いましたけどー……それだと磨きすぎですよ。強すぎる後輩力は時として身を滅ぼす。そう教わらなかったですか？」

「うちの中学じゃぜんぜん習わなかったな」

　俺は屋上前の足場から一段だけ下りた箇所に腰を下ろした。そして鞄から、コンビニおにぎり（梅味）をふたつ取りだす。

　きょうでこの踊り場に通い詰めてから１週間ほどになる。こうして誰かと継続的な関係を持つってのは久しぶりで、俺は昼休みの交流を、唯一の楽しみにしていた。

　というわけで今日もランチメイトやっていこう！

　んじゃあ、そうだな。まずはなにか話題、話題がー……毎度のことながら思いつかない。錆さびついた対人能力が悲しい。

「ん？」

　どう喋しゃべりかけたもんかなあと困ってたら、雨森のメシの様子がいつもと違うことに気づいた。よし、昼飯にぴったりの話題。これに決まりだ。

「おー、パイセンあれだ。今日は〝耳〟、食べてないんスね？」

　きょうの雨森は、緑色のメロンパンをはむはむ食べていた。その傍かたわらには、栄養ドリンクがいっぽん立てられている。へーと思った。

　先週までの雨森はずっとパンの耳しか食べてなかったから、昼食のメニューはそれで固定されてるもんだと思ってたんだ。そういう節約術、ってワケでもないのか？

「むぅ。碧木君、私が日頃から人肉を嗜し食しょくする耳大好き女みたいな言い方はＮＧです」

「いや意図してねえよ」

「ですか。ええ……まあ、私だって、食パンの耳以外も食べますよ。むしろ食べないと栄養失調で倒れます」

「あーうん。確かに、普通に考えればそうだよな」

　雨森家の経済状況がよくない。なんてのは、俺の勝手な推理でしかない。その実態は不明だ。実際のところ、貧乏ではないのかもしれない。

　けれど、雨森の瘦せぎすな身体からだは嫌でも眼めについてしまう。スカートから伸びる脚は病的なまでに細い。ちゃんと朝飯とか食べてんのかなあ、このひと。

「……ちょっと。なに許可も出してないのに私のことジロジロ見てるんですか碧木君。いきなり視し姦かん魔まですか？　金属バットで５億回お尻殴りますよ」

「あっ。いや、すんません」

　俺は謝りながらも目を逸らした（手遅れ）。やつの言葉が実行された場合、おそらくだが肛こう門もんが完全に破壊されるだろう。実行されないだろうけど。

「まったく……やれやれですよ。油断も隙もないですね？　いくら私の美貌に見み惚とれてしまうからって、ありえないです。地中海よりも深く反省してください」

「す、すんませんって……いやでもさ、そんな過剰に反応しなくてよくないスか。べつに無理やりパンツとか見ようとした訳じゃないんだし」

「あ、当たり前ですが。碧木君が私のパンツを見ようとしてるなら、握り拳で記憶が飛ぶまで往復ビンタですよ！」

　きゅっと握った手を振る雨森だった。それはもうビンタじゃなくて乱打って言うんだよ。俺はこの女が冗談言ってる可能性（推定35％くらい）を信じた。

　しかしまあ、雨森の機嫌を損ねるのは非常によろしくない。俺はここで飯を食うのを許可されている身分だった。

　ただでさえ微妙な地盤の上に成りたってる関係性、それが徐々に悪化してる気がする。

　ここは文字通りの意味で最後の砦とりでだ。できれば仲良くしたいっつーのが偽らざる本音。

　しゃーないなァ、久々にアレでもやっとくか。俺は口内でベロ回りの調子を確かめた。

「あのなぁ。パンツ無理やり見るとか、常識的に考えてやんないって。犯罪じゃねえかよ。そもそも体勢的と位置的に見えないしな。あ、でも……」

「でも？　逆接？　なんですか」

「視線が吸い寄せられるってかさ、パイセンのことは気付いたら見ちゃうんすよねぇ」

「え」

　雨森は手にしていたメロンパンをぽとりと袋へリリース。そしてしばしフリーズした。

「なにゆえですか」

「だってほらアレじゃん、雨森先輩ってアイドル顔じゃん？　眼福を撒まきちらかすバリバリの美少女じゃん」

「え……えええっ!?　なん……なに、いきなり!?」

　想定以上の反応だったが、俺は無視して続けた（こういうのは勢いが大事だ）。

「ほら、顔はありえんくらい小ちっちゃいし、目鼻立ちもシュッとしてるでしょ。んで、低身長の割には脚とかけっこー長いじゃん。しかも喋りもいけるときたら──待て、アンタほんとに子役とかアイドル経験者だったりすんの？」

「そそそんな経歴はありませんがっ」

「あ、そう？　そんくらいオーラ出てるけどなァ。何かしらのオーラが隠せてねーよ。マイナスイオンとか無自覚に放出してんだろアンタ。今度しかるべき研究所で調べといたほうがいいって。いやあ、雨森先輩を見てッと疲労もみるみる消えるよなあ」

　秘技・誉ほめ殺し。俺は昔とった杵きね柄づかである後輩力を最大限に活いかし、身振り手振りを添えてまくしたてた。あの不良のたまり場だった中学バスケ部において、奴やつらからも気に入られた一芸だ。

　ま、そこまで大した効果は望めないんだけどな。雨森くらいツラのいい奴だったら、容姿なんて誉められ慣れてるに決まってる。

　本人も自信たっぷりな奴だし、さらっと流されンでしょうよ。「そんなの昔から言われ慣れてますが」ってさ。

　と、俺は踏んでたんだけど──

「う、うにゅ……ども、です」

　なぜか消えいりそうな返事をして、雨森は顔を隠すようにうつむいた。

「…………」

　途中ヘンな嚙かみ方をしてた気がするけど、一旦それはいい。それよりもさ──え、この人めちゃくちゃ照れてない？

　見れば、あの鬼のようにでかい空腹音を聞いた時よりも、雨森の頰が紅潮してる。

　えっ、いや、芸じゃなくストレートに誉め言葉として受けられたら、こっちとしても照れるっていうか、さっきの誉め殺しはナシにして欲しいっていうか……えーと……

「パイセン、いま嚙んだ？」

　俺はイジリという名の照れかくしに走った。

「は、はあ!?　容姿どころか滑舌さえもパーフェクトと誉れ高い、演劇部からもしつこく勧誘されたことのあるこの私が？　ええはい、もちりょん嚙んでませんが」

　やつは誤魔化し笑いが出かけた口元をパッと手でおさえて、そっぽを向いた。

「や、アンタ絶対『うん』を『うにゅ』って言ってたよ。なんすかそれ。奇跡的にあざとい嚙み方だなオイ」

「嚙んでないですってば！　ち、ちなみに『うにゅ』というのは右う乳にゅうのことですし、先程の発言は『いま私の右胸が、成長期を迎えているなあ』という感嘆の表れですが、なにか文句がお有りですか碧木君！」

　雨森は赤ら顔のまま、やや主張の激しい右胸をぺしぺしと叩たたいていた。どんな誤魔化し方だよ。そんなら左胸も成長期迎えさせとけよ。

「フッ。あーすんません、文句ないわ。それでいい。いいっす」

　想定外の返しについ笑ってしまった。そしたらジトォっと恨めしげに睨まれた。

「碧木君……そんな余裕ぶったナンパ師みたいな真ま似ねするなら、もう二度とお喋りしてあげませんよ」

「……ハ、誰がナンパ師だ」

「あなたですが！」

　失礼な呼ばれ方をされていた。急な言いがかりにも程があんだろ。

　だいたい俺は、仲良くない異性の容姿を大おお袈げ裟さに誉めちぎって、ナナメになってたご機嫌を取ろうとしたに過ぎない──

　──あれ、そう呼ばれてもしゃーない気がしてきたな？　ざァけんな数分前の俺。

　どう弁解したもんかと迷っていたら、雨森がわざとらしくごほんと咳せき払ばらいする。

「イニシアティブを取ろうとしないでください。私が今あなたと喋ってるのは、ただの気まぐれ……あるいは暇つぶしの余興です。たまたま領地に迷いこんだ手負いの犬を、戯たわむれで構ってるにすぎません。碧木君が、あまりに死にそうな顔をしてたから、一時的な滞在を許可しているのですよ。怪け我がが治ったならばさっさとよそへお行きなさい」

　胸元に指先を当て、ハキハキと喋る雨森は、どこか中世貴族のような気品あるオーラさえ放っていた（演劇部にスカウトされたってのも頷うなずける佇たたずまいだ）。

　そいつの主張は一貫してる。要するに「ここらは自分の縄張りだから、よそ者はとっとと出てけ」って話だ。

　実際こいつの言うとおり、俺と喋ってるのはただの気まぐれにすぎないんだろう。雨森の放つ、過剰なまでの自信のオーラは、きっと精神的強者ゆえの余裕なんだ。

「ふぅーう。きょうは興が削そがれましたね……あ、いえ、これは初歩的なギャグではなく。もう碧木君とのお喋りは結構です。それではまた明日。さようなら」

　言いながら雨森は、パーカーのポケットから古めかしいゲーム機を取りだした。

　昔の機械にありがちなごてっとした形態。ふたつ折りの立方体から、軽い起動音がながれて消えた。

「あ、あー……それなァ。そのゲーム、むかし親戚ン家ちで見たことあるわ。なんでレトロゲームなんか持ってきてんすか」

　じろっ。興味なさげに一いち瞥べつされて、会話を引き延ばす為ための問いかけは無視された。

　門もん扉ぴを閉めきったような拒絶の仕方。

　その後は一転して、静かな食事が続いた。




　　　　※　　　※　　　※




　時刻は現在22時35分。

　俺は公園のベンチに腰掛けて、背の高い電でん燈とうをぼけっと眺めていた。

　眼に悪そうな橙だいだい色いろの光。その先に、陽ひの落ちた６月の夜空が広がってる。

　さっきまで俺は、街角のバーガー屋でコーヒー一杯をちびちび啜すすって粘ってた。その前はと言うと、ゲーセンの古い筐きょう体たいで遊ぶおっさんのクソうまプレイを見学したり、買わない服をぶらぶら見たり。金はなるべく使わずに、上手うまく時間だけを潰してた。

　なぜ放課後に寄り道をしまくってるのか？　答えは簡単、まっすぐ家に帰ると、親と顔合わせちゃって気まずいからだ。思春期にありがちなレア度の低い理由。

　親が寝静まる時間帯まで、俺は帰宅をしない。中学時代のせいでそういう習慣ができてる。もう２年は家族と口を利きいてなかった。置き手紙での筆談がせいぜいだった。

　どうやら壊れた『関係』ってやつは、修繕するのがひどく困難らしい。

　だからまあ、あの屋上前に居座る門番さんとの『関係』くらいは、壊れる前にどうにかしたいんだけど。

　雨森との交流は、最初の日以外うまくいってない。奴は食べおわるとすぐに「話し掛けないように」とだけ告げて、スマホの長方形の画面に集中しきる。

　しかも雨森は飢餓状態のリスかってくらい、パン耳をすばやく頰にしまい込むんだ。平均的な会話時間は10分にも満たなかった。

　いちおう食事中の会話には応じてくれる雨森だけど……他人との昼休みの交流なんて、まったく求めてないのかもしれないなァ。

　それでも話しかけようとするのは、俺の最後の悪あがき──

　どたあーんっ！　硬いなにかを叩きつける音。俺の意識は地上へと引きもどされた。

　中央広場の噴水近く、さっきからスケボーを乗りこなす若者集団が騒いでる。どうやらテクニックの披露会でも始まったらしい。

　走行するドレッドヘアの兄ちゃんが、ボードを宙で一回転……しようとして失敗した。舗装された地面のうえをゴロゴロ転がる長身の男。

　仲間たちの無遠慮な笑声が、湿し気けった夜の公園内に響いた。

「はぁー……」

　そりゃあ、ノリを共有できない一般人からすればタメ息ぐらい出るって。

　内輪で広がる哄こう笑しょうと、地面に擦こすれる車輪の音。そのどちらもが騒音じみている。

　しかしまあ、スケボーか……ふうん。俺もあの移動できる板を買ったら、案外すぐ仲間に入れてもらえたり？　最近流行はやってるって聞くしなあ。

　そんな甘っちょろい考えが浮かんで、すぐに頭の中から消した。ねーよ。ないでしょう。どうせ、あの集団の中でも馴な染じめない。

　連鎖的に再生されるのはトラウマじみた記憶。

　あれは２年前の夏、中学校の外側に居場所を求めはじめた時期のことだ。夜間の駅前公園でラッパー集団に出くわしたことがある。

　数はそう、たしか５人くらいだったっけ？　フードの下にキャップを被かぶる端整な顔立ちの男が印象的だった。

　小型スピーカーを囲む奴らは、アップテンポな音楽に、耳みみ触ざわりの良い日本語を順に乗せていた（この儀式のような言葉のリレーを〝サイファー〟と呼ぶらしい）。

　当時の俺はその光景を見て、チャンスだと思ったんだ。共通言語としてのフリースタイル・ラップ。習得できれば、その輪の中に入れてもらえるかもってさ。

　その日から俺は、本屋でラップの入門書を立ち読みし、昼間の河川敷でひとり練習に励んだ。気分はまさに、摑つかもうヒップホップ・ドリーム。

　次に奴らに会った時は、磨いたスキルを名刺代わりに見せる気満々でいたっけ。

　その後。例のラッパー集団とは狙いどおり、駅前公園で再会を果たすんだけど──

　──中学生だった俺は、自分より何個も上の青年たちの、試すような眼まな差ざしに怯おびえてしまったんだ。

　ビートに乗れず、舌は嚙み嚙みで、言葉がまともに出てこない。けっきょく俺は、尻尾を巻いて逃げた。背後から聞こえた嘲笑は未いまだに忘れられない。

　こんなような失敗と敗走を、不登校時代に何度も何度も経験している。

　たとえば、清掃ボランティア団体に所属しようと企たくらんだこともあった。

　アレは俺にしちゃ真面目にやってたほうだ。温厚そうな顔ぶれからは浮いてたけど、いつかは馴染めると思って、必死にポイ捨てされた空き缶や煙草たばこの吸い殻を拾った。

　まあ、恰かっ幅ぷくのいいおばはん職員に不登校がバレて「学校にはちゃんと行っときなさいよ」って数十分説教されて以来、気まずくて行くのやめたんだけど。

　他の試みもだいたい同じだ。どこの集団にも馴染めずに、敗走のくりかえし。

　俺は無様な失敗だけ重ねたせいで、臆病になってしまった。何もかもから逃げ続ける日々。あと残ってる場所は、あの薄暗い屋上前だけ。

　振り返ってみると、なんで人生こうなっちゃったかな〜以外の感想ねえな。つーか腹減った。もう家帰りたい。てか、赤ちゃんだった頃に帰りたい。退行したい。

　首をあげて公園設備の丸時計を見てみれば、時刻は現在23時。少なくともあと１時間は帰れそうになかった。あーダルいダルい。




　　　　※　　　※　　　※




　あー眠い眠い。

　水曜日の登校時間。あくびを嚙かみ殺ころしつつ、騒がしい昇降口で上靴に履きかえた。

　当たり前の話だけど、眠って起きたら朝が来る。そして、居心地の悪い教室へ行く。ようやく訪れる放課後は、暇をつぶすだけの作業時間だ。

　繰り返されるくだらない日常。先の見えないトンネルに出口はあるのか──

　そんなん知らねえよ。やべぇ、頭が回んない。ぜったい寝不足のせいだ。寝付き悪いって知ってンだから、もっと深く入眠しとけよ、ふざけんな脳。

　ゾンビにでもなった気分で、俺は教室へと入っていく。すると、楽しげに話していた女子生徒──名前はたしか川かわ橋はしだ──が、俺の姿を見てなぜか声を潜めた。

「…………」

　考えたくなかった。自席に鞄かばんとケツを下ろし、すぐに寝る体勢に入る。

　木製の背もたれに体重を預けて、ラーメン屋の店主みたく腕を組む。そのまま目ま蓋ぶたのカーテンをおろせば眠る準備は完了だ。

　しばらくすると、周りの歓談の声は、徐々に徐々に遠のいてくる。

　意識が……だんだん、ぼやけていく。楽な方へと落ちていく。

　んじゃー、おやすみ…………




「──きくん、もしもーし、碧木くん？　そろそろ起きたほうがよさげだよー？」

　ゆらり。ゆらり。誰かに身体からだを揺すられていた。

「……あ？」

　寝起き特有の不快感がおそってきて胃が気持ちわるい。短時間の睡眠のはずなのに、首と背中が痛む。そんで、周りが……やけに静かだ……

「あ、起きた。やっ、おはよー。遅めのお目覚めだから、おそようかも？」

「ああ。ん……」

　まだ、意識が……覚醒しきってない。とりあえず、その明るい声に生返事だけ返した。

　目蓋をあけてみる。教室内の蛍光灯が一本たりとも灯ともってない。そんでもって、俺とソイツの他に誰もいなかった。

　……はあ？　誰もいない？

「あ、誕生日パーティーか……」

　なんかのサプライズだよな、これ……

「えっ、碧木くんきょう誕生日だったの？　うそ、私プレゼントとか持ってないよ」

「いや、俺のじゃなくてさ……誰かの」

「誰かのって……なにそれ。あはは。もう、焦あせらせないでよ。心臓ちょい跳ねたー」

「俺の誕生日ごときで跳ねさすなよ……ホラー映画とか観みたらおまえ、宇宙の果てまで心臓カッ飛ぶんじゃね……」

　……寝ぼけすぎてる。上腕の皮膚に爪を食いこませて、痛みで眠気を飛ばした。

　しっかりとした眼めで横を見る。ジャージ姿の草野麻里佳が、雨滴まみれの窓を背にして立っていた。後ろ手を組んでにっこり。背景にミスマッチな笑顔を送られる。

「えーそんな事ないよ。私けっこうホラー映画の耐性あるよ？　うん、得意です」

「はあ……そうなん」

「そうなんそうなん。殺人鬼も人ひと喰くいザメも、観賞してる側には直接手出しできないって思ったら、そんなに怖くないよね？　でも突然──わっ！」

　草野は両手にわしと力を入れて立ちあがった熊みたいなポーズを取った。

「って脅かされたら、さすがにビビっちゃうけどね？」

「お……おー。マジでそれなァ……」

　おい。静けさのなかで急に大声とか出すなよ。ホラーとか苦手な子が、この教室に居るかもしれねェだろ。俺とか俺とか俺とか。配慮しとけよ草野。

「てか、ホラーはどうでもいいわ。それより委員長、その格好なんだよ」

　話題を変えるべくぶっきらぼうに質問を投げた。そいつは枯れ草色ジャージの胸元を引っぱって、くいっと伸ばした。

「見てのとおり体育だよ？　きょうは体育館でバレー、ここのところ雨多いしねぇ」

「ってことはもう２時間目始まってんじゃん。我ながら寝すぎ……それよりもアレだ、今まで誰も起こしてくれなかったのかよ」

　そこはかとなくブルーな気持ちになった。

「えっ。そんなことないよ？　１時間目の先生はちゃんと起こそうとしてたよ」

　小首を傾かしげながら否定する草野だった。

「マジで。なんだよ、いちおう気にかけてくれてたンじゃん」

「そうだけど……ていうか碧木くん、ほんとに覚えてないんだね？」

「なにが」
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「だって碧木くん、注意したヨシ子こちゃんのこと怖い雰囲気でひと睨にらみして『起こしてんじゃねえよバカ』って呟つぶやいて、またすぐ二度寝してたじゃない？」

「な、なんだそれは……記憶にございませんだろ。なに、その常識のない糞くそ生徒……」

　俺は新任の国語教師に対し寝ぼけながら暴言を吐いてたらしい。自己管理のできてないバカはどっちだよ。俺は原色ぐらいブルーな気持ちになった。

　対照的に、草野はくすくすと両てのひらで口元を隠しながら笑った。よく笑う学級委員さまだこと。人気の秘ひ訣けつはその笑顔なんだろうなぁ。

「あとさ、草野にもう一個だけ訊ききたいんだけど」

「えー、なになに？　なんでも訊いて？」

「おまえ、授業どうしたの」

　時計を見れば、まだ２時間目は折りかえしってところだ。こんな静かな教室で、学級委員に自ら立候補した優等生ちゃんが、俺と雑談してる状況は……その、ヘンだろ。

　俺の質問に対し、草野は悪戯いたずらがバレたような、照れたような表情を浮かべた。

「あー、はは……お腹なか痛いフリして抜けてきちゃった。だって、周りの同情とか心配を気にせず碧木くんとふたりで喋しゃべれるチャンスだし？　これを逃す手はないよね」

「ふーん」

　衝撃的な発言だったけど俺はなんとか涼しい顔を維持した。

「碧木くんとふたりきりで喋れるチャンスだから、おまえは授業サボってここに居るんだ」

　しかし草野の狙いを繰りかえしたら、こんなに胡う散さんくさい話はなかった。

　街頭で逆ナン掛けてきたおねえさんが無価値な壺つぼを売りたいだけだったように、この八方美人からの接触だって、ロクでもない裏があるに違いない。しち面倒くさい話だ。

「やー、はは。まあそうなんだけど。復唱されるとやば、やっばいねー、あはは」

「そんで実際のところ、おまえ何が目的なんだよ」

「え、目的？」

「仲間うちでの罰ゲームとか……そういうのかよ」

　冴さえない異性に夢見させてこいって？　そういうの、バスケ部で流行はやってたから知ってんだ。ツラのいい先輩が、罰ゲームで、図書委員の地味ぃ〜な娘こを口説いて即捨てようとしたりな。

　思えばあの頃から、バスケ部に対しての鬱憤は加速していったのかもしれない。まあ、俺がその地味な娘に「騙だまされてるぞ」って忠告したのが先輩にバレて、しばらく寒い後輩扱いされてたのもあるけど。できれば忘れたい負の出来事、俺は記憶の底に押し込んだ。

「え、ええと……罰ゲームじゃないよ？　重くとらえないでほしいかな〜。とりあえず雑談したいなぁってだけだよ。ほら、千里の道も一歩からって言うでしょ？　クラスで話しかけにくいランキング堂々一位の碧木くんと仲良くなるには、こういう例外的な一歩目が必要だと思うのです。うんうん、歩み寄りの姿勢はとくに重要だよね」

　草野は早口でペラつくと、腕組みをしてうんうん頷うなずいた。高一にしてはデカい方だと目される胸部の双丘がしっかりと強調される。

　なんか、所作のひとつひとつが胡散くせえな。この学級委員にはどんな裏があるんだろうと考える半面、そんな事はとくに知りたくなかった。

「あそう。じゃあ充分喋ったし、もう満足したっすかね。俺そろそろ行くけど」

「え？　ど、どこ行くの、碧木くん」

「午前はサボる。優等生さんはもう戻りなよ。便所がゲロ長い女だと思われんぞ」

「え、ま、待って！　ええとね、お話はまだまだこれから続いていく的な──」

　制止しようとする草野をまる無視して、俺は教室から早足で逃げた。

　今更そんな甘い罠わな、これみよがしに転がしてくるなよ。不登校時に思い描いた「受験勉強して高校生活にすべてを賭ける！」なんて夢は、ついこないだ捨てたんだ。

　俺はもう教室から逃げたんだって。

　足取りは自然と、屋上前を目的地にしていた。階段をとばし、俺は悠然と歩みを進める。

　まだ授業中ではあるけど「遅刻なう」ってツラして歩いてりゃ、教室内の上級生から怪け訝げんな目は向けられなかった。

　しかし、三階の理科室前では、そのメソッドも通用しなかった。運の悪いことに、どこかのクラスが科学の実験をしている。

　発見されればオオゴト……とまでは行かずとも、面倒くさい事にはなるだろうな。

　俺はいっぱしの忍者みたく、身を低めた。抜き足・差し足・忍び足。音と気配は最小限に留とどめたまま体は前傾姿勢になって、すばやく階段を上り、屋上前へと到達──

「あっ」

「ア？」

　声に反応して顔をあげると、スカートの中にパンツが確認できた。

　んー、寝不足で理解が追いつかねェな。パンツ？

　そうかパンツか。性的なものや肛こう門もん的なものを隠すのに使われる、布的な三角形のやつか。それがいま俺の視線の先にあった。片膝立ちの隙間から、見えてはいけない水玉模様がこんにちはしている。

「……はい」

　可か愛わいらしい水玉を股ぐらでご挨拶させてる雨森は、静かにゲーム機を置いた。

「まあ、パンツぐらい見られても、ええ、ぜんぜん恥ずかしくないですけどね。これぐらい、強きょう靭じんな精神の持ち主であるところの、私なら、余裕なんですけど、ね」

　雨森は俊敏な動作で立ちあがると、スカートについた埃ほこりをぱんぱん払った。

　そして、無表情かつ赤ら顔のまま、至極ダルそ〜に肩を回してこう言った。

「しかしプライドが赦ゆるしません。古典的な方法ではありますが、宣言どおり碧木君の前頭部をグーでビンタしつづけることにより短期記憶から下着情報を抹消します」

「ま、待てッ……！　故意じゃない！　これはマジでただの事故……ッ！」

　俺の気持ちはぐにゃ〜ってなった。大気もざわざわ騒ざわめいてた気がする。

「ふん。どうせ故意でしょう。美しい私が片膝立ちになったのを陰で確認し、魅惑のパンツを至近距離で直視するため、ひそかに近付いてきたんでしょう？」

「ち、ちげぇよ、そんな度胸あるタイプの変態みたいな真ま似ねしねーよふざけんな！」

　マジで冤えん罪ざいだし、それに今回の事故は俺だけの責任じゃないと思う。

「オーそんじゃあこっちも言わせてもらうけどよ。パイセンもさァ、なに正面向いて膝立ててんすか。おまえが露出狂かよ。あァ？　せめてこっち側にもたれかかれよ」

　俺は側面の壁をノックする。こんこんという音が、外のどしゃ降りに混じって消えた。

「シャラップ。どんな体勢で座ってようと屋上前の支配者である私の勝手でしょう」

「し、支配者ぁ……？」

　冗談っぽいワードだけど、そうじゃない。たぶん雨森はマジで言っていた。

　無表情でも普段は微かすかに感じられた、温かみのようなものが霧散している。

「普段は、階段を上ってくる音に対して気を配ってますから、来訪者には対応できます。今回はどこぞの変態が雨音に紛れて移動してきたので対処できませんでした」

「マジ待てよ。違うんだって」

「なにを違うことがありましょうか」

「しゃーねえじゃん。いま授業中だぞ。理科室のやつらにバレないように、気配殺して急いで上ってきたの。そしたら水玉を御開帳してるパイセンが居たんだって」

　俺はしっかりと経緯を説明した。すると、雨森は小さく口を開けて「あー……」と声を漏らす。しかし、やっと浮かんだ納得の表情はすぐにまた冷たい真顔へと戻った。

「なら、授業サボってラッキースケベ起こしてんじゃないですよ。不良ナンパ師の駄犬後輩。学生の本分を果たしてください」

「いたっ」

　注意と報復のチョップが脛すねに入れられる。言うほど痛くなかったけど、どっかしらがヘコんだ。俺は叱られた後の小坊みたく不ふ貞て腐くされた。

「……それ言ったらさあ、アンタだってなうサボってんじゃん。おまえ、しかもゲームボー○アドバ○スやってんじゃんか。優雅にゲームボってんじゃねえよ」

「いえ、私は成績優秀なので。完璧に理解してる授業はサボってもよいのですよ。それにいまは碧木君の話をしてます。おわかりですか」

　偉ぶったポニーテールの女はあっさり自分を棚に上げた。

　整いすぎてる澄まし顔、はっきり言ってムカついてきた。こっちの立ち場まで降りてこいよ。ずっと上から目線してんじゃねえよ！

「…………」

　俺はすぐ冷静になった。また先輩と対立してどうすんだよ。いま、明らかに血の気が多い。育てられた攻撃性はなかなか鳴りを潜めてくれない。

「あのですね。これは再三言いますが……この屋上前は私だけの領地です。あなたには、一時的に間借りさせている状態に過ぎません。入り浸られては困ります。なるたけ早く、別の場所に移住してくださいね」

　雨森のやつはもう俺に目もくれず、レトロゲームでの遊びを再開してた。

「…………」

　どうでもよくなってきたな。

　失敗からくる慣れ親しんだ無力感が、ここからも逃げろと囁ささやいてる。

「わかった。消える、さよならァつって……でもさ、最後に俺の事情とか聞いてかね？」

　このまま逃げるのもどこか癪しゃくだった。なにか、置き土産でも残してから消えたかった。

「はあ。事情、ですか？　それよりも碧木君、尊敬すべき先輩に対してのタメ口は、不敬極まりない行為であり──」

「あーもういいじゃん。学校における先輩後輩の関係ってさあ、けっきょくアンタの言ってたとおり種付けの時期によるだろ」

「不敬すぎる下ネタに尊敬すべき先輩は驚きょう愕がくしてますよ」

「はン、どうせ明日からは他人だろ？　最後ぐらいテキトーに喋ってもいいでしょうよ。それより聞くの、聞かないの」

　雨森はほっぺに手を当てて悩む素振りを見せたが、すぐに答えを出した。

「いいでしょう。事情って聞くだけタダですしね。無む料りょうより安いものは存在しません。タダ最高。タダ万歳。見回りの先生が来る前に、手短にお願いします」

「ハッ。そりゃどーも。そう長いこと時間は取ンないから、その辺はまあダイジョーブ。んじゃ、まずはどこから話せばいいのかな──」

　俺はその場に座りこんで、一方的に過去を語った。

　中学校を停学になったこと。その後の不登校時代の失敗のせいで、期待していた高校でもうまく立ちまわれないこと──

　──教室で浮いていること。家族との関係も最悪なこと。それらを搔かい摘つまんで、語り散らかした。

　向かいあう雨森は、相あい槌づちを打つでもなく黙りこくってた。微動だにせず、じいっと大きな瞳を向けている。

「──とまあ、そんなカンジ。以上。ご清聴あざっした」

　結局雨森は、語りが終わるまで一度も口を開かなかった。

　路地裏で野の良ら犬いぬにでも語りかけてるみたいだった。それでよかった。ホントのところ、俺はだれかに話を聞いてほしかったんだと思う。

「だからその、なんだ。屋上前であんたと喋しゃべるのは……楽しかったよ。もう雨森先輩の縄張りには金輪際近づかないから、安心してくれ、そんじゃあな」

　明日からまた、学校から逃げて居場所を探して……街を無闇に徘はい徊かいする日々が再開される。

　その事実を知ってるやつがひとりでも居てくれるなら、それでいいと思えた。

「待ちなさいおばか」

「痛っ!?　えっ、はあ？　今度はなんの暴力だよ？」

　俺が立ちあがるよりも早く、雨森は起立して縦のチョップを入れてきた。なんだよ、後ろ髪引いてくんなよ。

「てめえコラ。別わかれ際ぎわに暴力たぁとんだ餞せん別べつだなこのアマ。後輩の脳細胞は大切にしろやってええええ……!?　なんで泣きそうになってんだ!?」

「……ぶぶーっ。不正解です。やだな。超絶クールビューティで知られてる私が、涙もろいみたいじゃないですか」

　雨森はなぜか涙目になっていた。潤んだ目のふちから雫しずくをこぼれおとさないよう、眉間にはシワが入っている。剝むきだしになった感情に、俺は戸惑った。

「碧木君……どうして、そういう複雑な事情を、最初から言ってくれないんですか」

「え。いや、こんな暗い話、初対面のヤツ相手にはあんま言えないだろ」

「それでも言うべきでした……ばか。おばか後輩。警戒心を張るむだな労力を返しなさいよ。ばかばかばーか。あなたが本当にランチメイト症候群かなんて、いくら聡そう明めいな私でも実際は分からないじゃないですか。軽薄な不良が、死にそうな顔の独り者を装よそおって、私の領地を侵略しに来た可能性だってあるじゃないですか。ばかばかおばか」

　てんてんてんと、小気味よいリズムで縦チョップが入れられる。あはい、不良モドキですいません。もうそろ勘弁してください。脳細胞がなうで逝いってる。

　痛くはなかったけど、さすがに俺は身をよじって、攻撃を躱かわそうとした──

「もう、いいです。とりあえず、元気を出してください、碧木君」

　──そしたら頭を撫なでられた。優しい感触が、一定のリズムで、頭皮を往復する。

「こ、今度はなんだ？　飴あめとムチにも程があンだろ、そういうお店の女王様か？」

「そう強がらなくていいんです。そうやって、日に日に暗い感情を溜ためこんでいたら、いつかパチンと破裂してしまいますから……この程度の施しは、素直に享受しておきなさい。元気を出しましょう。元気は大事です、健康と同じぐらい大事なものですから」

「え、えええ……？」

　とくに抵抗もできなかったのは、普段偉ぶってたソイツの声が、本格的に泣きだしそうだからだと思う。

　一瞬、電気の灯ともらない屋上前が光った。遅れて、体の底まで響くような雷鳴が轟とどろく。

　外気と隣りあわせの雨の日の屋上前は、肌寒くてうるさくて、居心地が全然よくない。サボりスポットとしちゃ最悪の部類だ。

　それでも。俺はまだ、この屋上前に居たいと思った。

　本音はここから逃げたくなかった。自信満々で、無表情がデフォなのに意外と表情豊かで、急に悲しそうな顔をした雨森のことを──もっと知りたいと思ったんだ。

　歩み寄りの姿勢が重要なんだって、さっきどこかの泣きぼくろ女も言ってた気がする。

「碧木君はこれからどうするつもりですか」

　ついに離れた雨森は、立ちあがって腰に手を当てると、偉そうに俺を見下ろした。ジワついてた涙が引っ込んでるあたり、平常心を取りもどしたんだろう。

「クラスで浮いてて、上手うまくいってないんですよね？」

「……まあ、そうだけど。もう学校来んのやめよっかなァとか思ってたワケだけど」

　上手くいかなければ逃げるしかない。だから、とくにどうしたいという案も浮かばなかった。黙ってたら、雨森は人差し指をぴっと立ててこう言った。

「事情を聞いてしまった以上、本格的に追いつめられてるらしい碧木君を無下にはできません……そ・こ・で！　慈愛に溢あふれた高潔な精神の所持者であるこの私が、『師匠』として、あなたをこの行きどまりから出ていけるよう導いてあげましょうとも。これぞ一種のノブレス・オブリージュですね。どうしますか碧木君。私の施し、受けますか」

「…………」

　クソ上から目線の物言いだけど、雨森が俺に手を差し伸べてるのは分かったんだ。物理的にも、精神的にも。

　他に選択肢は無さそうだし、今さら守りたい意地もプライドもない……んだよな。

「ああ、わかった……それでいい。受けるよ。意味はよくわかんねーけど、受けます。あんたへの『弟子』入りを志願する」

　俺は雨森の救いの手を取り、のそっと立ちあがった。せっかくだし、もうすこしだけ、この屋上前で足あ搔がいてみても良いかもしれない。

「ええ、よろしいです。期待してくださいね。稀き代だいの師匠と呼ばれし私の《試練》をこなしていけば、あっという間にクラスに馴な染じんで、その後は学校イチの人気者。ゆくゆくは、えーと……なんか、すごいひとになれます」

「将来的なビジョンの見えなさがすげえなァ。え、ほんとに師事して大丈夫なのか」

「うるさいですね弟子。破門にしますよ弟子」

「破門ちらつかせんの早はえェよ」

　つうか師匠と弟子ってのが妙にしっくり来ないな。いち学生の身分じゃ、あんまし現実味のない『関係』だった。先輩と後輩のままの方がマシだろ。

　などと思うところはあるけれど……とりあえずは雨森の方針に従っておこう。

　まあ、現状はここしか、俺を受け入れてくれてる場所はないんだし？　どうせクラスに馴染める気配もないしなァ。

　そうだ。俺が目指すなら現状維持だ。だらだらと現状を維持して、このまま屋上前に居座ってやる。

「それでは碧木君、本日の放課後17時より重大な《試練》を与えます。私にも準備があるため、昼休みは屋上前に訪れないように！」

「あーわかった。また、放課後な」

　普通に了承してしまったが、《試練》ってなんだろう。

　知らないけど、なんだか嫌な予感しかしなかった。
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　俺は廊下の壁にもたれかかり、教室内部を観察していた。

　回転ボウキの軍列はナメクジもかくやという速度で行進中。掃除当番どもは口ばかりを動かしている。傍はた目めに見ていても、掃除はあまり進んでない。

「牧まき瀬せぇー、ちょお遅おっせぇんだけど。はやく終わらしてくンないかなあ」

　女子が引き戸に手を掛けて廊下側から文句を投げた。

　対する牧瀬は「わりぃわりぃ」と対応、喜劇役者のごとく適当に箒ほうきを動かした。

　どっと笑い。そんな青春のいちページ。俺は無感情でそれを眺めた。

　教室をたまり場にせんとする生徒たちが、廊下のあちこちに散らばって、掃除が終わるのを待っている。俺もその内のひとりだった。

　あーまあ、もっとも？　俺にはコイツらみたく、机で菓子袋おっぴろげて歓談する仲間なんか、もちろん居ないけど。

　進まない掃除を観察できちゃうぐらいヒマなんだ。

　雨あま森もりから《試練》を出されるらしい17時前まで、俺は校舎から出られない。いつもは街中でも徘徊してりゃ、時間は潰せンだけどなあ。

　にしてもだ。あの門番さん、昼休み以外は屋上前に来るなッつってたのに、一体どういう心変わりだろう──

　──ふと気づいた。探るような複数の視線が、俺の側頭部にぶつけられてる。

　首を動かせば、同級の男子たちと目があった。「やべっ……」という呟つぶやきが微かすかに聞こえる。『なぜ俺が廊下で待ってるか』を題にして、推理ゲームでもしてたのかもしれない。はんっ、なるほどねェ。探偵の多い時代っすねェ（俺も含めてさ）。

　まあ……いいや。俺は教室前から去ることにきめた。珍獣でも観察する態度をとられちゃ、馴染めるモンも馴染めないだろ。

　やっぱり、教室に居場所なんて作れないんだ。どんな小さな試みも無意味なんだ。きょうのところは普段行かない図書室にでも行ってみよう。

　足取りは自然と速まった。前をゆく女子トリオを追い越して、俺は進む。

「あっ。碧あお木きくん」

「……あ？」

　珍しい呼びかけの声。振りかえったら、学級委員長がそこに居た。

　草くさ野の麻ま里り佳かだ。体育の時間のサボりに加えて、本日二度目の接触。

「……なに。まだ用あんすか」

「あ、ごめんね？　とくに用は無いんだけどね、つい声が漏れちゃった。あはは」

　草野は困り笑いを浮かべつつ後頭部に右手をそえた。親しみを混ぜこんだ、わざとらしい反応。連れの女子のひとり（たしか山やま寺でらだ）が、一瞬だけ怪け訝げんな顔を見せた。

「ふーん。麻里佳って、碧木……さんとも親交あったんだ」

「あ。えぇと、まあ、ちょっとだけね。ちょっとだけ、色々あったんだよね？」

　親しみミックスの笑顔を継続しつつ、同意をもとめてくる草野。べつに何もないけど、必死に否定するのもなんか違う。めんどくさい。俺は黙っておいた。

「そ、そうなんだー……へ、へぇー……」

　草野の連れの片割れが呟いた。たしか、名前は川かわ橋はしだ。今朝、俺のツラを見ておしゃべりの声量を絞った女子。そいつは一歩引いた位置から俺の顔色を窺うかがっていた。

　獰どう猛もうな獣を前にした小動物みてぇな怯おびえ方。そういう反応、わりと傷つくんだ。

「ハー……あのさあ、名前なんつったっけアンタ。川橋で合ってるよなァ？」

「えっ、ええっ!?　あ、ああ、その！　は、はいぃ、川橋でございますが……」

　川橋は、旅亭の女将おかみさんのように畏かしこまって、深々と頭をさげた。

「あーそう。川橋さん。あんたさ、そういう風にあからさまビビんのやめてもらえます？　ガラスのハートがばりィっと割れそうなンだけどォ」

「へっ!?　あはい、やめますもうやめましたごめんなさい！　ごめんなさい!!」

　川橋はヘドバンくらい大おお袈げ裟さに頭を振った。いや、それ全然やめてなくない？

　すると、もう片方の仲間（山寺のほう）の咎とがめるような視線が飛んできた。え、俺が本格的に悪者みたくなってんだけど。ざァけんな川橋。

「いや、おまえさァ──」

　言いかけた俺は、そこで、自分の存在が通行人たちの邪魔になってる事に気がついた。

　廊下の中央で立ちどまるしかない集団は、メーワクな障害物と化してる。俺のせいで。

「ダル……も、いいわ。なんでもないっす」

　あきらめて、俺はその場から逃げることにした──

「わ、待って待って！　ねえ碧木くん。そのー、これからちょっとだけ時間あるかな？」

「……あァ？」

　──が、うっかり「なんだろう」と思ってしまい、うっかり脇に逸それて立ち止まった。

「あっ、ごめんね。ブレーキありがとう。えーと、それでなんだけど。あのね？　私たち、その、いまからファミレス行くんだけどね？　よかったら、ご一緒どうかなぁって」

　草野がしなっとした立ち姿勢、プラス上目遣いで、こちらの返答を窺っていた。

　そんな空気の読めてない──あるいは読む気がない──発言を聞いて、ついに隣の山寺は、隠す気もなく眉を顰ひそめた。

「はぁ？　麻里佳まじで。え、碧木……さんも誘う気なの。それ本気で言ってる？」

　その苛いら立だった反応には「ありえない」というニュアンスが強く混ざってる。

　俺だって、不審に思った。仲間から顰ひん蹙しゅくを買ってまで、碧木くんと関わろうとする意図はなんだ？　初心者みたいな距離の詰め方。気味が悪かった。

「本気だよ。ねっ、丁度いい機会だと思うんだー。碧木くんは意外と話しやすくて良い人なんだって、川橋ちゃん達にも知ってもらえるんじゃないかな？」

「そ……そうなん？　いいひと……なんですか……？」

「いや……」

　俺は答えに窮した。

　自ら明るいイメージを吹ふい聴ちょうできるなら、とっくにクラスにも馴染めてンでしょうよ。

「知らね。ていうか俺、暇じゃないし。これから先輩となんやかんやする予定あるし」

　手首のスナップを利きかせてブンブンとお断る。詳細不明の行きたくない《試練》は、より気の乗らない誘いを断る口実となった。サンキュー師匠！

「……へっ。先輩って、だれ？」

「誰って。そう訊きかれても説明困るけど、なんか、変なやつ。自信満々のナルシスト女」

「お、女のひとなんだ？」

「まあ、そうな。そいつとの約束ブッチしたらどうなるか分かンねえし、ファミレスの誘いは辞退しとくわ。そんじゃ」

「あ、その！　碧木くんが最近クラスの外でお昼食べてるのって、その人が契機だったりするのかな？」

　俺は背後からのやわらかい質問を無視した。答える必要性は感じなかった。怖いもん。ナニ目的の情報収集だよ、それ。

　どうして草野が距離を詰めてくるのか、見当もつかない。きっかけが無いんだ。

　たとえば、過去に知りあいだった……とか？　それで今さら思いだして、俺なんかに近付いてきた──

　いや、その線は無いよなァ。あんぐらい感じのいい娘こが知り合いにいたら、絶対に覚えてる。名前も覚えやすいしなあ草野。

「…………」

　激しくどうでもいい。クラスメイトのことなんて、これからは考えなくていいんだ。

　俺はただ──屋上前での〝これから〟についてのみ集中しよう。




　　　　※　　　※　　　※




　時刻は現在16時48分。俺はファーブルという虫好きの伝記に没頭し、大幅な時間つぶしに成功した。

　静閑に包まれた図書室から出て、屋上前へと移動を開始。校舎東階段で二階から三階へ、踊り場を経由してそのまま屋上前へ。向かってみたらすぐに着いた。

　お目当ての人物は、いつもどおりそこに居る。朝の頭なでなでが脳裏をよぎり、僅かばかりの緊張を覚えるが、俺はなんでもないように声をかけた。

「よーっすパイセン朝ぶりィ……って、アンタまたゲームやってんの？　こんな暗い場所でやってたら目ぇ悪くするっスよ」

　夕刻の屋上前は昼よりも光量が少ない。とびらの向こうの雨足は、勢いこそピーク時より落ちてるものの、まだまだ止まりそうになかった。アルミ製ドアの窓から、傾いた夕焼けはデリバリーされてない。

　雨森の持つレトロなゲーム機だけが、人工的な色味の明かりをぼんやりと発していた。細く聞こえるはカントリー調のゲームミュージック。校内において、やや異質な光景だ。

「はあ。ご忠告どうも。すでに視力は低下の一途をたどってますので、ご安心をば」

　やつは俺を一いち瞥べつすると、すぐに四角い画面へ視線をもどした。

「いや安心できねえけど……え、そんな視力を犠牲にしてやり込むほど面白いんスかそのゲーム。ソフト何やってんの？」

「ド○キーコ○グ３の移植版ですけど」

「へえ。知らねー。おもろいっスか」

「お、興味あります？　ええ、古典的名作だけあって面白いですよ、もーやりこみまくりですとも。私はねー、ド○キー３だとＡｎｙ％ＲＴＡをよく走ってるんですけどね？　新発見されたわざを本走で成功させるのは大変だし、１／60秒のズレに泣かされるし。きのうも徹夜で練習を──なんて事はどうでもいいんですよ碧木君っ!!」

「うぉあッ!?　お、驚かせてくんなよ。オイ、しっかり驚いちゃうだろうがテメェ！」

　心臓に悪いことばかり起こる一日だった（俺がビビリなだけという説もあった）。

「まったくもう……そうやって関係のない雑談へ持ってこうとするのは、碧木君の良くない特徴ですね」

「いきなし訳わからんこと喋しゃべりだしたのそっちっすよねェ」

「正論ぶつけないでください弟子。まったく、本題に入りますよ弟子。《試練》にむけての作戦を説明します弟子。これを読むように弟子」

「はあ……」

　すぐに己を棚にあげるし、語尾もヘンになってる師匠だった。作戦の前にまず《試練》について説明しろよ。まあ……この適当なノリにも慣れてきたし、もういいけどさ……

　俺は折りたたまれた紙片をぶっきらぼうに受けとる。しかし中身を確認しようにも、この閉鎖的な暗がりでは、とてもじゃないけど解読不可能だ。俺はスマホを取りだして、皺しわまみれのルーズリーフに光を当てる。そこにはまるっとした字体でこう書かれていた。




『　〜☆　アオキくん、キャラチェンジだいさくせん　☆〜




　その１…まずアオキくんが、ゆるかわキャラのごとき無害さを見せつけます（自分のことを「うちねー」って呼ぶ・猫を模した嬌きょう声せいを発する・悲しくなったとき真珠のような涙を流す・たまに語尾に「ぽよ」って付ける・マシュマロ好きをアピる・男子全員をおにいちゃん、女子全員をおねえちゃんって呼ぶ・など）

　その２…クラスの皆さんから「ギャップがあってかわゆい〜」と言われます。言われたならば、勝利は目前！　その調子です。

　その３…ゆるかわキャラを継続してく内、クラスのマスコット・アオキくんが爆誕します。これによりクラスに馴な染じめます。目標達成です。Ｙｅａｈ！　Ｆｏｏｏｏ！




　※　なお、以下の行為は減点対象となります。留意してください。

［怖い顔をする・メンチを切る・汚い言葉遣いをする・声音を低くする・敬愛すべき先輩に対し、不意打ちなどの狼ろう藉ぜきをはたらく］




　※　以上の点を意識したうえで、本日の《試練》では、敵キャラとの戦闘を行っていただきます☆』




　なんだこの怪文書は……（啞あ然ぜん）

「あの、パイセン。なんすかこれ、９割ぐらい悪ふざけで構成されてんだけど」

　ツッコミどころが多すぎて、具体的に触れたくなかった。

「また失礼を言う後輩ですねぇ……10割ぜんぶ、偉大な先輩からの無償の愛ですよ？　昼休みを返上してまじめに考えましたとも」

　そいつは無表情のまま、両手の人差し指と中指で器用にハートマークを作った。

　昼休みの準備って、これ考えてただけかよ。流石さすがにバカバカしい。俺は手刀を縦に入れて、先輩の愛とやらを真っ二つに叩たたき割わった。そしたら渋い顔された。

「むう、反抗的。ではズバリ言いますけどね。推定身長１８０越えのコワモテによる威圧的態度を前にして、初対面の小市民は、どう反応すると思われますか？」

「あァ？　どうって……どうなんすか」

「避けますよ。お互いを知るまえに壁を建てます。日常的に壁、建てられてますよね？　私だって、初見で碧木君が死にそうな表情してなかったら、すぐ建築してましたし」

　雨森はパントマイムの要領で見えない壁を作りだした。こんこんと無音のノック。

「…………」

　まあ……そうだな。思い当たる節は幾つもある。なんなら、ついさっき怯おびえすぎてる川橋とのやり取りで実感したところだ。

「だからこそですよ。第一印象で決まってしまいがちな人間社会だからこそ！　これくらい思いきったキャラ改革が必要なのですよ我が弟子！」

「いやァ……でもさあ、俺がゆるかわキャラ路線は、確実にムリあるって……」

　雨森はポジティブオーラを垂れ流してたけど、俺はネガティブ全開で断った。方向転換の思いきりが凄すげェもん。ハンドル切りすぎ。１００パー事故るわ。

「てーか何、この『真珠のような涙を流す』って。あんたの想像するアオキくんはマーメイドでしたァ？　下半身が魚類の女でもなきゃ、こんなの通用しねえだろ。ああ？」

「うぐっ。た、たしかに『その１』の項目は、多少筆が乗りすぎてしまいましたが……」

「バリくそ自覚あるじゃん」

「いえ、でも大丈夫。方針としてはこれで問題ありません。ゆるっと行きましょう！」

「えぇー……ほんとにウケ狙いとかじゃないんすかこれ。ふざけてねーの？」

「もちですよ。怖めな見た目とのギャップ効果を狙っていきましょう。絶対にそれがいいです。ギャップが出て絶対かわゆいです。私の感性を信じてゴーゴー、ゴーゴー」

　マジメ腐った顔で頷うなずかれた。俺は手元の紙切れに、もういちどだけ目を通してみる。しかし何べん読もうとも怪文書は怪文書のままだった。噓うそこけよ。

「つうかさァ。この、最後の『敵キャラとの戦闘』ってのは何？　これはマジでどゆこと。ゆるかわキャラになりながら殴り合いでもさせられんの俺。糞くそきしょいファイトクラブでも開催する気か？」

　雨森の作戦とやらは全体的にふざけた温度の文章だったが、ラスト一行だけ浮いていた。

　敵キャラ・戦闘──どちらもゲーム的だけど、日常遣いには適さない物騒な語句。闘争のかおり。中学時代のトラウマが若干ちらついた。

「いえ、そんな、拳と拳をまじえる時代錯誤な展開にはなりませんよ。私ってば平和主義すぎて、将来的なノーベル平和賞候補ですからね？」

「あー、そう」

　俺の心配は完全に杞き憂ゆうだったらしい。だろうな。このひと悪人ではないもんな。

「で、戦闘って何すか」

「ええ。戦闘についても解説いたしましょう！　まず碧木君は、ゆるかわキャラに転職して間もないです。当然、レベルもリセットされて１からになってますよね？」

「え、転職を前提にすんなよ。してないよ。今後ハロワに駆けこむ予定もねえよ」

「そ・こ・で。本日の《試練》では、もうすぐ訪れる敵キャラとゆるかわキャラで対たい峙じして、対人能力の経験値を稼ぎましょう、ということですっ」

　無視するな。あとゲーム感覚で無茶ぶりしてくんな。

「いや話聞けって。まず敵キャラって誰なんすか。弟子の頭にハテナマーク浮かびまくりだっつの。だいたい、初対面のやつ相手にキモいキャラかましたら──」

　文句を言い切る前に、だれかが階段を上ってくる気配。俺は口を閉ざして耳をすませた。

　たんたんたん、跳ねるようなリズムで、軽い足音が迫る。件くだんの敵キャラ……とやらが来たんだろうか。俺の心にはなぞの緊張感が湧いてきた。

　おもわず背後を見てみたら、施せ錠じょうされっぱの他人行儀なとびら。ああ、そうか。この行きどまりにはもう、これ以上の逃げ場がないんだ。

　徐々に高まりゆく緊張感。やがて眼下の踊り場に、ひとりの女が降り立った。

　俯ふ瞰かんで見てもわかる平均よりも高い背格好。短いスカートに眠そうな表情は、うちのガッコの女子生徒によく見られるそれだった。

「あいーっす……『生徒会代行』のモンが参りましたあ。雨あめせんぱい、御用あらためですよーってあれぇ？」

　階段をのぼりながら上向いたそいつは、驚き顔で俺と視線をぶつかりあわせた。気け怠だるげだったふたつの双そう眸ぼうがおおきく開かれる。

　そのモデルじみた美形は、見下ろす俺と雨森のツラを見比べた。そして、粉薬を舌上に載せてしまった子どものような、苦々しい表情を作る。

「うわー、雨せんぱいがついに知らないオトコ連れこんでんじゃん。屋上前が逢あい引びきの場になっちゃってんなー……あのあの、夕方から不純異性交遊はよくないっすよ？」

「ち、ちちちがっ、違います！　不純でも交遊でもありませんよ鳩はと田だちゃん！」

「んぇー。でも、こんな暗い場所で男女ふたりきりって、そゆことじゃないすかね」

「じゃない！　あなたの脳みそがピンクに染まりきってるんですっ」

「あっはマジだ。やー、でも？　雨せんぱいが、カイチョー以外の男性と喋ってるとこ初めて見たしねぇ。からかいたくもなっちゃうよなーん」

　鳩田と呼ばれた女は下卑た笑いを見せつつ階段を上る。

　こいつが、雨森の言ってた《試練》の対戦相手──敵キャラってやつなんだろうか？　実際に雨森は、敵意全開のじとっとした眼めを向けている。

「とりあえず雨せんぱい、没収の時間っすよぉ。心苦しいけどー、こっちも上から頼まれた仕事ですんで。いつものやつ、出してちょーだい？」

「……はいはい、持ってけドロボウですよ」

　雨森は慣れた手つきでゲーム機を取りだし、鳩田に差し出した。常習犯のようなふてぶてしい態度だ。まるで観念したという素振りではない。

「あいあーい、どうもでーす」

　取り締まる側の鳩田からも、手柄を打ち立てたってカンジはしない。どこかライン工めいた手渡しの流れ作業。

　そういやこいつ、さっき『生徒会代行』って名乗ってたな。一体どういう関係性なんだろう。

[image: ]

「お仕事かんりょ〜。んー、そいで？　雨せんぱい、こちらのヤンキー漫画に出てきそうな風貌の殿方はどちら様〜？」

　無感動のままゲーム機をしまった鳩田が、黙りこくる俺をてのひらで差した。雨森が手を叩き、ぱん、と綺き麗れいな音を鳴らした（瞳もきらんと輝いた）。

「よくぞ訊きいてくれましたね！　それが本日の狙いなのでした。ええ、ええ、鳩田ちゃんに紹介しましょう。こちら、一年生の碧木照てるちゃんです」

「碧木照ちゃんさん。ほへー、同い年っすねえ。はじめまして、鳩田未み来らいで〜す」

「…………」

　軽いノリで挨拶されたので、俺も公園の鳩みたいに顎を出して会え釈しゃくした。そしたら雨森に肘打ちを入れられた。体罰反対体罰反対。

「あー、その、いまは初対面の方への緊張で、やや態度わるいんですけどね？　この子、怖めな見た目と裏腹に……中身はなんと、まさかのゆるかわキャラなんですよっ」

「そうなんだ。え、ウソ、ぜんぜん見えねー。雨せんぱいそれマジんこですか〜？」

「大マジんこ通り越して巨大マジんこです。まさかのギャップにきゅぅんとしちゃってくださいね。さあさアオキくんっ、どうぞご挨拶をば☆」

　ばちり、師匠が両目ごと閉じちゃってる下手糞ウィンクを飛ばしてきた。

『決めろ。一皮むけろ！』雨森の奴やつはそう言いたいンだろうけど、ムリ。いくら場を整えてもらおうがムリなもんはムリ。

　さっさとギブアップ宣言しておこう。俺はその幼い顔立ちに対し、人差し指をくいくいとやった。もうちょい顔近づけて、のジェスチャーだ。

　その意図に気づいたのかどうか、雨森は不服そうな表情で耳を近づけてきた。傍そばに立つ鳩田には内容を聞き取られたくない。俺は腰を曲げ、ブレスを多めで耳打ちした。

「……もう帰っていいか……」

「ひぃっ!?」

　ちいさな体たい軀くがびょい〜んと仰のけ反ぞった。

「そ、そういうのだめっ……そういう不意打ちは反則ですってば！　減点５億点ですよ、ばか、ばか弟子！　反省案件っ！」

　身を引いた雨森は下唇を嚙かみながら、片耳をぽふぽふと手のひらで覆い隠してる。

　眉根を寄せた微妙な表情。一気に上気する頰と、裏切り者でも見るような目つき。

「……は？」

　不意打ちしたつもりとかサラサラねえよ。ドデカ糞マジんこで。

「おー。雨せんぱいって、お耳が性感帯なひとなんだ〜。うへー、じゃあ今のソフトな性行為？　彼氏さん彼氏さん、イチャつくなら愛ホテルでよろです〜」

　生徒会代行とやらが笑った声音で注意してきた。ああ……なるほど。この先輩、耳が弱かったのか。それならさっきの反応にも合点がいくなァ。すいませんでした。

「ち、違います！　非性感帯ですし、彼氏でもないですって！　あーホラもう、碧木君も黙ってないで例の自己紹介してくださいねっ」

　諸もろ々もろを否定したそいつは、俺の背中をぐぐっと押して鳩田未来に向かいあわせた。

　殺気立ったその瞳には『テメエここまで拗こじれたんだから絶対ゆるかわキャラで行けよころすぞ』という過激なメッセージが含まれている。と思う。

　アンタ、どんだけ『アオキくんゆるかわ大作戦』に自信あるんだよ……鳩田も俺に対し、どこか期待するようなオーラだ。もはやこの屋上前に逃げ場はない。

　……わァったよ。ゆるかわキャラになればいいんでしょ、なれば。

　こちとら、先輩から振られる無茶ぶりには慣れっこだっつうの。こうなりゃヤケだ。後は野となれ山となれだ。おっしゃ……行くぞオルァッ！

「……う」

「んぇー？」

「う……うちねー、アオキっていうぽよ〜。好物はふわふわのマシュマロなの〜。お、おねえちゃん、これから仲良くしてほしいな〜！　ごろにゃんにゃーんっ！」

　お見事。俺はゆるかわキャラへの転職に成功した。

　そしたら冗談抜きで辛つらくなって、真珠のような涙を流しかけたけどガンバって堪こらえた。

　鳩田はぽかんと口を開け固まっている（そりゃそうだわ）。師匠のポニテ女だけは、「想像よりも可か愛わいい……！」と感激していた（ふざけんな）。ちなみに空気はけっこう死んだ（ご愁傷さまです）。俺は「まあ、こうなるわなァ」と思いつつ、にゃんにゃんポーズ取っていた（取るな）。あー。あー。ストレスが半はん端ぱない。このまま猫になって人間やめたいにゃんねえ。にゃんにゃーん。にゃーん。にゃんなんだよなァ。

「……ぷっは！」

　空気を破裂させる声。

「あっはは！　雨せんぱい、このひと想定してた別ベクトルでやべーっす！　いますぐ黄色い救急車呼んだ方がいいかもっすよー！」

　お腹なかを抱えて笑う鳩田。その無遠慮な笑いにより、俺はたちまち冷静さを取りもどした。

「……待て。いまの噓うそ、ジョーク。猫かぶりのウケ狙いだから。二度とやんねえ没ネタだから記憶から消して」

　俺は猫の手をポッケへ突っ込み、表情筋をキリッとさせた。あ、危ねーな……あやうく自我が砕け散って学校と人間をやめるとこだったぞ……！

「……え止やめるの？　なして？　えええどうしてですか、可愛かったのに……！」

　雨森は冗談でなく困惑したトーンで言った。いや可愛くねえって、あんたの感性ズレてるよ。もっとキ○ィちゃんとか見て勉強したほうがいいよ。

「まー可愛さは無だったけどー、ふくくっ、いま思い出しても笑える。あたし、フリ効かせたネタ出来るひとは嫌いじゃない系〜！」

「ちげーよ。発案者は俺じゃない系。賛辞の言葉ならパイセン宛に贈っといてください」

「私ウケ狙いなんかしてませんけど？　本気でギャップ萌もえを狙ったんですけど」

「なーんだ、雨せんぱいの発案かあ。そんなら合点いくよねぇ。ふふっ、それ実行できる側もやばいんだけど。あーウケた、ウケる！」

　鳩田未来がその高い背を折り曲げてけらけら笑う。

　どこかの泣きぼくろ女みたいな、愛あい想そよく魅せるための計算された笑顔じゃない。そいつは雨森と俺のことを心底面白がってるみたいだ。

「ふん……鳩田ちゃん、仕事が終わったのなら、会長への報告でも行けばいいですよ。私は次なる《試練》を考えますので居座られてはジャマです」

「んぇー？　雨せんぱーい、試練ってなにんこー？」

「こっちの話ですんこ。私と碧木君以外には極秘事項です。はい、さようなら」

「[image: う゛]ぇぇぇえ、仲間外れじゃーん。雨せんぱい今日も冷たぁーい……ジェラるなあ」

　鳩田が嫉妬を含んでるらしい眼まな差ざしを向けてくる。ふっ、と視線を逸らしてガードした。

「まーでもあたしの立ち場的に仕方ないかー……あいあい。それじゃあ雨せんぱい、またね〜です！　照ちゃんもまた近い内にね〜！」

「ちゃん付けやめて、出来たてほやほやのトラウマに効きまくるから。つうか、俺と会う事なんかほぼ無いでしょうよ」

「そうかな〜？　ふふーん」

　意図の読めない含み笑いを残して、鳩田は階段を下りていった。静けさが訪れると共に、どっっっと疲れが溜たまる。

　……せめて、こう、労ねぎらいの言葉が欲しいんだけど？

　俺は感性のズレている師匠の方を見た。かちゃかちゃとしたボタンの沈む音。やつはゲーム機を取りあげられたはずなのに、もう同じゲームで遊びはじめていた。

「え、パイセン何それ。あんたまさか、予備のゲーム機も持ってんの？」

「もちろんですが。没収されたとき用に隠し持ってたに決まってるでしょう」

「決まってはねえよ」

　俺は、鳩田の没収が手慣れてた理由の一端にたぶん触れた。

「それよりもー、です。何をボケっとしてんですか碧木君。せっかく考えた《試練》は初日から大失敗です。キャラチェンは貫いてこそ成立するものなんですよ？　はーぁ、師匠はとっても落胆中ですが……」

「エ？　あーはい、すんません」

　本気で落ち込んでるっぽいので、とりあえず頭は下げといた。あんな戯たわけた作戦、キホン誰がやっても失敗するだろ。こいつぐらい容姿が良いいなら、まぁ別かもだけど。

「いきなり実践は酷でしたかね。ええ、次からの《試練》は座学のような形式にします。今回はもう終了です。帰ってくださいダメ弟子。ぶぶー、ぴぴーっ、うごごごごっ！」

「もはや何の擬音だよそれ」

　ふざけた《試練》の為ためじゃなくて、ぐだぐだと喋しゃべってたい気持ちはあった。しかし俺は帰れと言われて抵抗できる身分じゃない。今日はもう、街へと時間潰しの旅に出よう。

「まあ分かった。帰るよ。そんじゃ、また明日な。昼休みに来るんで」

「それは……ええ、はい。お待ちしてますよ。碧木君」

　意外とやさしい声音の返事だった。俺はそれを聞き届けて、階段を下っていく。

　動く気配のないあの門番さんは、何い時つになったら帰るんだろう。とか思いながら。




　　　　※　　　※　　　※




　大雨から一夜明け。ウザったい灰色の雲が天に蓋してる木曜日の昼休み。

「やほー照ちゃん！　メシ行こうよメシ。あたし胃袋ぺこりんちょ、餓死るー」

　鳩田未来が弁当袋を片手に持って教室までやってきた。

「……は？」

　なんで俺のとこ来てんだおまえ。俺は屋上前へ移動する準備の手を止めた。

　珍客である高身長の美形は教室中の視線をあつめて悪目立ちしている。話しかけられただけの俺にも、トーゼン視線が刺さりまくる。

　クラスのあちこちから好奇の眼めを向けられた。きっと、関係性を探られてるんだ。

　各所でひそひそ交わされるデタラメな推理合戦。みんな、日常の中で非日常を求めてる。俺は余計な推理材料を提供しないよう、黙って出口へと向かった。

「んおー？　その無言退出は、俺に付いてこいってメッセージ？　ははは、背中で語る男らしさは古臭いけどキラいじゃないね〜」

　都合のいい解釈してんじゃねえよ。振りかえって長身女を睨にらみつけたかったけど、後回しだ。優先すべきは脱出だ。もうこんな、探る視線まみれの空間には──居たくない。

「ぁ、えっと。碧木くん。そのー、鳩田さんと、どっか行くんだね？」

　しかし、俺の行く手をはばむ積極的な探偵さんが現れた。

　またしても草野麻里佳だ。出入り口付近でシマを作ってたそいつが、なぜか俺の進路を立ち塞いでいる。ふにゃっとした微笑がおずおずと俺を見上げていた。

「……どいて」

　俺は一言だけ告げた。しゃしゃれば共に悪目立ちするって事ぐらい、立ち回り上手な草野なら理解できるはずだ。なのに、どうして邪魔してきた？

　分かるはずもない。最近の草野の動向が、俺には理解できなかった。

「ご、ごめんね？　けど、だって碧木くん、今までそういう素振り、なかったし……」

「ん〜？　あーこれそういうカンジ。あはっ、こっちはこっちで面白そうじゃん」

　鳩田の声がどこか遠い。後方から突き刺さる視線の矢印が強烈なものになってきた。精神的な負荷の増してくる感覚。耳鳴りに加えて、ふんわりとした眩暈めまい。

「そ、それで、あの。あのね。鳩田さんと碧木くんって、どういう関係なのかな？」

「んぇー、どういうのだろうねぇ。でもウチらって相性は良さげっぽいよね〜？」

「知らねえよ……」

　へらへらした鳩田が肩に手を置いてきたから、拒絶の意を込めつつ雑に払った。悪目立ちの原因に対する苛いら々いらは、どうしても行動に表れる。

　すると、観衆のだれかが、「酷ひどくね？」という低い声を漏らした。それはクラスでも人気者な男子、テニス部中なか西にしのものだった。

「…………」

　すぐにでも屋上前へ避難したい。ここは、教室は──とっくのとうに手遅れなんだ。

　俺は、草野とドアのすき間を押しとおって騒がしい教室を後にした。

　すれ違いざまに、草野が小声で「今度話せないかなっ」とか持ちかけてきたけど、完全にスルーした。いまそんな余裕ねェから。

　早足で教室から離れる。視線たちの暴力から解放されると、心に落ちつきが戻ってきた。溜まっていた二酸化炭素をぶおっと吐きだし、深く呼吸を整える。気持ちが悪かった。

「やー、照ちゃんもすみにおけないね〜。雨せんぱいという先輩がありながら、あんな娘こにまで粉掛けてるなんて〜」

　……この能天気な長身女が追ってこなければ、もっとラクになれんだけどなあ。

「粉もチーズもマヨネーズも掛けてねえよ。鳩田おまえ、なんで誘いに来た」

「んぇー？　雨せんぱいと同レベで面白そうな新顔だったから〜？　きのう下げ駄た箱ばこでクラス確認しといたし、鐘鳴ってからちょっぱやで来てみたぁ！」

　来てみたぁじゃねえよ。大した理由もなしに俺の平穏を搔かき乱みだしてくんな。

「これ以上クラスに変なうわさ流れたら、おまえ、どうしてくれんだよ……」

「変なうわさぁ？」

　尻上がりの疑問形。ついに俺は足をとめて、背後の鳩田へ体を向けた。仕方なく、俺の苛立ちについての説明を──

「あッれ鳩田ちゃんじゃん」

　──しようとしたら、食堂へ向かう人混みから、声のデカい金髪野郎が現れた。なんだ、この「長靴で空き缶が釣れた」的な最悪の連鎖反応。

「おひさ〜。５月にうちの部に遊び来てぶりじゃない？」

「おー三み村むらせんぱい、久々のこんちはでーす！　これからメシっすかー？」

　鳩田が金髪男の背後のほうを見み遣やった。俺もつられて視線をやる。これまた髪色の明るい男女混成集団が、輪から抜けでた三村とやらを待っていた。

「そうよメシよ？　よかったら鳩田ちゃんも参加しない？　たしかさ、前に人脈広げたいとか言ってたっしょ。ゲスト枠っつう事で、俺らと相席、ひとつどう、か、な……」

　そこで金髪は、不動のデカブツ（要は俺）が鳩田の連れだとでも思ったらしい。「こいつも付いてくるのかよ」っていう引き気味の顔。いや連れじゃねーし、金積まれても行かねえよ。失礼だな。睨みを利きかせたら、金髪男のテンションがどこか萎しおれた。

「あ〜……ごーめ。今日あれだわー、面メン子ツの都合が悪かったかも。またでいい？」

「あらざんねん。なら、今度の機会っすねー。あたしも、ゆるかわ照ちゃん紹介しようと思ったのになー」

「おい……」

　ゆるかわ照ちゃんは昨日の放課後に憤死したんだから二度と触れんなよテメエという意を込めて鳩田を睨んだけど通じなかった。むしろ笑われながら背中をばしっと叩たたかれた。要らないボディータッチ。金髪男はというと引いたような苦笑い。

「は、はは……人脈を広げるのもいいけどさ。その、広げる範囲は程々にしときなよ」

　苦笑いのまま、男は元の輪へと戻った。仲間にからかわれつつも和わ気き藹あい々あいと去っていく。

「なにあの失礼な先輩……おまえ、どういう関係なの」

　気になって訊きいた。教室の探偵共と俺との違いなんて、多分そんなになかった。

「んー、たしか入学したての頃に、面白いひと探しで出会った筈はずだけどー……ノリが微妙に合わないんだよねーん。悪い人ではないんだけどさ〜」

「はあ。ノリ合わないッつっておまえ、いま付いて行く気満々じゃなかったか？」

「やや、新顔紹介してくれんなら〜、照ちゃん連れて行くよ。もしかしたら、また雨せんぱいぐらい面白い人と知り合えるかもだしネ！」

「……なるほど」

　俺の中で鳩田未来という人物の像が明確になってきた。

　こいつは自分の好きなように、交流の輪を広げていけるやつなんだ。

　俺なんかと違って、他クラスの異性へ会いに行く事で発生するしょぼいウワサなんかは気にしないんだろう。その自由な在り方は、純粋に羨ましかった。

「じゃあじゃあ、今度はあたしから質問タイム！　照ちゃんはさ〜、あの難攻不落の雨せんぱいと、どうやって仲良くなったん？」

「いや、仲良くなってねえよ……むしろ邪魔者扱いだわ」

「え〜、うっそだぁ。誤魔化そうとしてもムイミだよ、あたしの目に狂いは無いはず！　はずなんだけどー……あれ？　たったひとつの真実と書いてホントっすか？」

　首肯した。

　他に行く当てもないから、厄介者扱いされながら通ってるだけなんだ。

「つうかソレ本人に質問しろよ、どうすれば仲良くしてくれますかァって」

「じょ、冗談きついな照ちゃん。あたし、雨せんぱいに嫌われてるし、無理ゲーだよ〜」

「はあ。嫌われてんの？　昨日はそうは見えなかったけどなァ」

「あたしが何回遊びに誘っても、来てくれそうなカンジ皆無だし？　キホン塩対応だし、機嫌悪かったらたまに無視されるし〜？　……ま、初対面から『うるさいです』のひと言で全無視してくる難易度高い人ではあるけどね〜」

「ふうん……」

　俺では知れない、他人から見た雨森の印象。

「あーでも、通う内に口数増えて、せんぱいの面白さに気づけたのは僥ぎょう倖こうだったな。ていうかねあたしね、次期生徒会への推薦条件として〜、生徒カイチョーからせんぱいのゲーム没収頼まれてんのね？　それで繫つながれた縁なのに、そのせいで、雨せんぱいからの好感度は日々下がりちゅーてわけなの！　これまじ泣けるくね？　全米がよよよー……」

　雑に語り散らしてから、水平方向の両手を目ま蓋ぶたにあてて泣なき真ま似ねする鳩田──は無視するとしてだ。その発言の一部に、俺はある引っかかりを覚えた。

　うちの生徒会長が、雨森のゲーム機を没収するよう依頼してる？　どういう事だろう。

　そういった類の校則違反は、経験上、生活指導の教員が取り締まるはずだった。

　そういえば昨日も、生徒会長の名は出てた。入学式をサボった俺は姿を見てないけど、やり手・秀才・顔が良いいといった評判ぐらいは耳にしてる（当然盗み聞き）。

　情報に疎うとい俺でも知ってる、校内の有名人。そんな男が、いち下級生のためにゲーム機の没収依頼を……？

「Ｈｅｙ照ちゃーん、ちなこれドコ向かってんの？　食堂なら反対側だケド〜」

　疑問符を浮かべてたら、泣き真似をやめた鳩田もまた、俺の制服袖を引っぱりながら首をかしげてた。まあ、生徒会長はどうでもいいか。どうせ会う事もないだろうしなァ。

「どこって……そりゃあ屋上前だけど。先に雨森先輩との先約あったし」

「な、仲良くなる方法聞こうとしてた相手の本丸に向かってたの!?　言ってよ照ちゃん、ぶっつけ本番じゃん！」

「や、言う暇なかったし……でどうすんの。パイセンに嫌われてるらしいけど、おまえ、付いてくんの」

「ど、どうしよ。そういえば昼休みには訪ねた事ないかも？　時間ズラせば好印象取れるか？　取れるかも、ワンチャンあるかも。んん〜、物は試しで行ってみる！」

　意を決したらしい。鳩田は両のこぶしを握った。嫌われた相手の元へも行けるなんて、度胸と勇気があるやつ。苦手なタイプの女子だけどちょい見直しはした。

　同時に「あの先輩、ちゃんと人望あるんだなぁ」とも思った。




　　　　※　　　※　　　※




　きょうもやってきた昼休みの屋上前。

「……遅い。遅いですよ碧木君」

　雨森は珍しく、階段の最上段から二番目ぐらいの位置へと腰かけている。便器に座する悪魔のように、至極不機嫌そうに頰ほお杖づえをついていた。

「鳩田ちゃんも一緒に来てるし……昨日の敵は今日の友ですか。スポーツアニメの主人公ですか……」

　すでにパン耳を食べ終えそうな雨森は、俺たちを見下ろして低い声を出した。表情は相変わらず薄いけど、怒ってるのは伝わる。ここって遅刻システムとかあるんだなァ。

「遅れてすんませんっした。あと、激闘のはてに友情が芽生えたとかじゃないっす。こいつ他人、なう無友情。なんか付いてきただけ」

「どうもー！　他人ですウェーイ、雨せんぱい昨日ぶりウェ〜イ！」

「……こんにちは鳩田ちゃん。歓迎しませんので帰りなさい」

「流れるような帰宅命うぇい!?」

　屋上前の支配者の態度は、きのうの放課後よりも明確に素っ気ない。そんな機微を感じとったのだろう、鳩田も一転して、困り笑いを見せる。

「たははー。まあ、歓迎されないのは予測できてたけどねえ。やっぱ雨せんぱい的には、あたしとご飯とかありえない系？」

「……いえ、それは……厳密に言うと、ありえなくはない、ですけど……」

　口籠る雨森。没収を任されてる後輩と昼ひる餉げを共にするのは、プライド高そうなコイツ的に思う所があるんだろうか。

「と、とにかくっ。コホン。ここはもうキャパオーバーです。諸事情がある碧木君のみ、寛大な心をもって、存在を許可してあげているのです。鳩田ちゃんの枠はありません」

「そうなんだー……」

　屋上前の支配者の御お言こと葉ばに、鳩田はサガッた相あい槌づちをうった。ジェラってる眼めで俺を一いち瞥べつしたのち、目線を落として思案顔。

　微妙な空気が漂い始めている。俺は口を挟めなかった。関係ないのにゲロ気まずい。

　やがて鳩田は、ふーっと細い息を吐いて、ことさらに明るい声を出した。

「あいあい、オケです。涙をのんで退散しときますよぅ。それに雨せんぱいの邪魔しちゃあ、いま以上に角立ちまくりだしね〜」

「あの……鳩田ちゃん。〝そういう意味〟で言ってるなら、違うって言いましたよね？」

「あマジトーンだ、めんごです！　ごめんなさい。好きな子にちょっかい出しちゃう理論でやりすぎちゃいました。えー、ではでは雨せんぱい。また見回り当番の日に〜！」

「屋上前には立ち寄らないでください。結構ですので」

「やー、頼まれごとだし行きますよ〜。あたし割りかし真面目ちゃんなんで〜、つって、へへへ……ではまた〜！」

　好意を受け取られなかった鳩田は、笑顔のまま立ち去った。押しかけるパワーは強い癖に、引ひき際ぎわは妙にさっぱりしているやつだった。

「パイセンさあ。鳩田のこと、あそこまで邪険にしなくても……」

　見かねて提言してしまったのは、どこかで鳩田と俺が重なったからだと思う。

「うるさいですね。口出し厳禁」

　ぴしゃり。

「碧木君。さっきの話聞いてました？　この場所はもうキャパオーバーなんです。これ以上、他人に入りびたられても困るんですよ。それに、私のゲーム機を没収しにかかってくる時点で、鳩田ちゃんは敵キャラでしかありえません。おわかりですか？」

「まあ、言いたいことは分かるけど……」

　鳩田が敵キャラ。構造としてはそうなのかもしれない。けど、どこか腑ふに落ちない。

　めんどくせえ。俺は首筋を搔かきながら、ひとまず落ち着こうと階段を上っていった。

「む……待ってください碧木君、心内状況の複雑さ的にいまは近づかれたくないです」

「あ？　心内なに？」

　ボーっとしてて聞き取れなかった俺が、その歩みを止めるよりも早く。雨森はイス代わりにしていた階段中央部から慌てて立ちあがった。

「わっ、とと」

　それで体幹を崩したのかもしれない。バランスを失った体が、ぐらりと揺れる──

「あ」

　伸ばされた雨森の手のひらは、うっかりと、手て摺すりをつかみ損ねた。

　すぐそこに居た人間が落ちてくる。体感──世界がスロウになる。頭が危険だと思考するよりも前に、俺の手足は動いていた。

　その浮いた体を抱きかかえられるように、全力で右腕を伸ばす。もう片方の腕では、ぎっしりと手摺を摑つかんで衝撃に備えた。すぐに衝撃。骨ばった女子の体が胸元にのしかかってくる。くっ、耐えられない──程じゃない！

「……ッ！」

　夜ごとの徘はい徊かいで鍛えた足腰をふんばり、俺は事故の発生をなんとか防いだ。

　と、とっさに反応できてよかった……バスケなんか久しくまともにやってないけど、あの頃の瞬発力が活いきたかもしれない。

「おい、パイセン大丈夫か！　どっか怪け我がしてないスか、足首とか捻ひねってないよな!?」

「け……怪我は、してません。こわ、こわかったぁ……」

　腕のなかで雨森が震えていた。事故りかけた実感が今になって湧いてきたんだろう。

　一歩まちがえれば、日常のなかで大事故だった。その可能性を考えただけで、冷たい汗が背筋を伝う。

「っと、あー……すんません、マジで……これ、俺が無遠慮に近づいたからっスよね」

「ち、違います！　これはその、私が過剰に反応しすぎたせいというか……碧木君が悪いんじゃなくて……ごめんなさい。離れます」

　俺という防護壁から離れた雨森は、屋上のとびら前までゆらゆらと移動。背中を預けて体育座りになった。

　ただでさえ色素の薄い顔が、長時間プールに浸つかった後みたく蒼あお白じろい。雨森は荒い呼気で、区切りながら息を吐いていた。胸に手を当て、自らの動どう悸きを確認している。

「具合、悪いの。怪我じゃなくて心の方っスか」

「いえ、その、大丈夫ですから……碧木君、きょうは、もう……考えた《試練》とか、そういうのは……今ちょっと、だめです……」

　余裕が感じられない。自信を携えた無表情も、有無を言わさぬ支配者としての貫かん禄ろくも、どこか遠くへと隠れてしまった。その弱々しい姿に、俺は当惑した。

「キツい感じなら保健室行きましょって。付き添うぐらいなら余裕で行けるんで」

「大丈夫ですっ。大丈夫だから……また、あした、です。それまでには、メンタルを整えておくので、きょうは、もう…………」

　どこかへ行ってください。そんな命令すらマトモに下せてなかった。

「…………。分かった。また明日な」

　俺は、屋上前から立ち去ることに決めた。先輩の意志を尊重することにしたんだ。

　だから、これは一時的な撤退だ。いつもみたいな逃げじゃない。

　雨森の頭がこくりとゆっくり動いたのを確認し、俺は階段を下っていく。

　その日の昼食は抜きにした。残りの休み時間は、意味もなく校内を巡回した。

　いつものパターンだ。居場所なんて──安息の地なんて、いくら探しても見つからない。

　なにもかも上手うまくいかなかった。
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　金曜の朝。

　気分はどん底だ。きのうの事故未遂のこともあるけど、金曜ってのは単純に、気分がアガらない。すぐ傍そばに休日が控えてるからだ。

　休みの日に街へ出たって、独りぼっちの貧乏学生に居場所はない。かと言って、自室に籠って没頭できるインドアな趣味もない。つまり暇。毎まいんち暇。

　相対的に見りゃあ平日って楽なんだ。中身のある授業で昼間が潰せるからな。

　しかし、そんなダル曜日の前夜に限って、不眠気味の体はすんなり寝つける。早起きは一文の徳にもならないってのにご苦労さんなコトだ。

　俺は、登校者のすくない教室でスマホを弄いじってた。通信制限中だから音楽は聴けない。このまえ適当に入れた辞書アプリでも眺めて過ごそう。

「お、おはよー！」

　蟷螂かまきり……へえ、カマキリってこういう漢字なんだ。画数多めでカッケーじゃん。たかがカマキリのくせに生意気じゃねェ？（俺は昆虫を見下している節があった）

　と思ったけど、そういやアイツら、虫のくせに鎌持ってンだっけ。やべーな、武器持ちじゃん。そりゃあ画数も増えんでしょうよ。虫けらなのに武器持ってんだもんなァ。

「お……おはよー？」

　武器持ってる昆虫つったら、大抵ヤバイもんな。たとえばスズメバチ。あいつとかマジ糞くそヤバでしょう。二回刺されたらほぼ即死とか、あいつら体に包丁くくりつけて飛んでる小人みたいなモンじゃん。警察は見かけ次第すぐに逮捕しとけよな──

「あ、朝から無視されるとぬひゃ〜ってなるんだけどね、どうかな碧あお木きくん！」

「うぇッ」

　肩を弱く揺らされ、俺の意識は教室へと引き戻された。振り返るとまた草野麻ま里り佳かだ。ここ最近よく声を掛けてくる怪しき委員長。

　そいつは緊張した面持ちで──つまり、普段浮かべてる柔和な笑みじゃなく、真顔で──俺の横側に突っ立っていた。

「え、もしかして今までの挨拶、俺に向かって言ってたのかよ」

「そうなるよね？　いま教室に碧木くんしか居ないし、必然的にそうなるよね？　そうならなかったら私、虚こ空くうに向かって挨拶するイタい娘こだもんね？」

　気づけば教室には、俺らの他にだれも居なくなっていた。なんかデジャビュな光景。

　さっきまでは他に何人か、騒がしい女子がいた気ぃするンだけど……友情を確かめにでも行ったのかもな。別名・連れションベン。

「草野は付いていかなかったのかよ、あの辺の女子に」

「あーはは……まあ、碧木くんとゆっくり喋しゃべれるチャンス、逃したくなかったからね」

　もじもじと両手の指を絡からませたり、黒板の方に視線をやったりと、草野は落ちつかない様子だった。そこまでトイレ我慢してるなら素直に付いてきゃよかったのに。

「草野さぁー、今からでも、あいつらンこと追いかけたらどうよ」

　親切心を利きかせて言ってあげた。俺なんかと喋るより、優先すべき行いがあるはずだ。花摘みとか、ついでの化粧チェックとか。

「やだよ？」

　しかし草野は頰にてのひらを当ててあざとく否定してきた。てか便所って『嫌だ』という理由で我慢する事もあるんだ。新発見っすねェ。

「ああ、まあ……嫌なら嫌で、本人の自由だからいいけど……それで。何の用」

「あ、うん。そのー、ね。碧木くんって、今度の土日のどっちか、暇だったりするかな」

「土日？」

　いくら対人能力の錆さびついた俺でも、今回の草野の狙いは予想がついた。

　誘われる。たぶん何かに誘われる。暇という牢ろう獄ごくに閉じ込められる休日をまえにして、とびきり美味うまいエサがぶら下げられてた。

　いや……でもだろ。前触れもなく距離を詰めてくるのは怪しすぎるっての。

　なにかしらの罠わなの予感がしまくってる。そうやすやすと食いついてたまるか、雑ざ魚こには雑魚なりの矜きょう持じがあるんだわ、っつーワケで俺は強がる事に決めた。

「あァ。土日ねえ。悪いけど、ぜんぜん暇じゃないなァ。めっちゃくちゃ予定あるわ」

「あ、あるんだ」

「それはもう。ありまくり。スケジュール帳が黒くて読めない」

「その予定って……あの、鳩はと田ださんとだったりするのかな」

「あ？　なんで鳩田」

　どうしてあの生徒会代行の名前が。と思ったけど、そういえばあいつ、昨日クラスまで押しかけてきたんだった。やっぱり変に誤解されてるじゃん、ざァけんな鳩田。

　否定しようとしたら、草野はすぐに次の句を継いだ。

「それとも例の先輩さんと……や、相手が誰かはどうでもよくて！　その、えと、ちょっとだけ私にも時間作って欲しいなってことなんだけど。それでも厳しい、かなあ」

　草野はしゃがみこんで、座ってる俺をさらに低い位置からきゅるりんと見上げた。

　魅力的に映るのを熟知してそうな、計算高い上目遣い。俺はすぐに顔を逸そらした。

「む、無理だって。意味分かんねーし……ぶっちゃけ胡う散さん臭くさいし」

　ついに本音が出た。すると草野は視界の端で肩を落とし、落胆するような素振り。

「ん……そっか……」

「まあ、そうだけど……」

　その反応が演技だろうとマジだろうと、落ち込まれたら後味悪いんだけど……

　いいや。さっさと会話を切り上げよう。俺は教室出入り口をだらっと指差した。

「も、いいからさ、我慢してないでトイレ行ってきなよ。膀ぼう胱こう炎えんは罹かかってからじゃ取り返しがつかないらしいッすよ。その歳としで泌ひ尿にょう器き科通いはわりと目立つから──」

「そういえば私、碧木くんの秘密を握ってるんだった〜」

「は？」

　思いだしたかのように吐かれる、脅しめいた白々しいセリフ。

　俺は再度、しゃがみこむ草野に視線をやった。草野はその口元を、制服の袖にうずめ隠してる。表情が読めない。そのまま、こてん、とフクロウみたく首を傾かしげた。

「ふふっ。ドライな碧木くんも、この衝撃の事実は気になってるみたいだね？」

「…………」

「き、気になるでしょ碧木くん。ていうか気になってもらわなきゃ困るよ！」

　うんともすんとも言わなかったら、そいつは勝手に慌てはじめた。

「俺、秘密とか無ねェけど。まあ、気にはなるかも」

「だよね。気になるよね？　予想外の悪女襲来に、碧木くんは不安で不安で夜も寝れない筋書きだから」

　草野はうんうんと頷うなずいた。あー、こいつ多分アレだわ。そんなに腹芸とか得意じゃないタイプ。俺のなかの警戒心は割とほぐれた。

「秘密を握ってるって事は、あれかよ。草野ってむかしの俺と面識あったりすんのか。記憶にない昔むかし馴な染じみとかそういうのっスか」

「ふっふっふっ。昔馴染みなのか、はたまた生き別れの妹なのか……続きはこんどの土日に明かされる可能性が高いかもね？」

「かもねじゃねーけど。明かすかどうかはおまえの匙さじ加か減げんに拠よるンでしょうよ」

「それで碧木くん、こんどの土日は暇かな。ていうか暇だよね、暇って言って？」

「え。あーうん、まあ……土曜の昼とかなら、ダイジョブかもだけど」

　ついに俺は折れた。ここまで必死になられたら頷かざるを得なかった。それに、このところ頻繁に仕掛けられてる接触の真意も暴あばけるかもしれないしな。

「え？　ほんとにいいんだ。ええと、なんか無理やり押しきっちゃったみたいなんだけど……元からの用事のほうは、いいの？」

「うん」

　そもそも用事とかないし。強がり97％で断ってたし。

「ほんとに？　あはは、やった！　じゃあ土曜日のお昼に映画館とか、どうかな！」

　その嬉うれしそうな顔を見て、俺はなんで意地を張ってたのか、よく分からなくなっていた。




　　　　※　　　※　　　※




　昼休みが訪れた。っていうのに、俺はずっと今朝の出来事を思いかえしていた。

　映画館での待ち合わせの約束は、俗に言う、デート……の為ためなんだろうか。

　いやまだ確定はしてねーだろ。当日待ちあわせ場所へ行ったら、優しい雰囲気の中年共に囲まれて、怪しい宗教の会合に連れていかれる可能性も──

　いやでもデートだろこれ。そんな煩わしい疑念を、頭のどこかへ追いやった。いい。考えるな。一旦それは置いておこう。

　そんな事よりも、あの門番さんの体調は大丈夫だろうか。昨日の青ざめた表情はよっぽどのモンだった。昨日の昼休みの後も、ちょくちょく頭をよぎった程だ。

　心配だな。俺はせかせかと急ぎ足になって、屋上前へ続く階段を上っていった。

「ん……どうもです。今日は早めに来ましたね碧木君。はやめの到着は偉げですよ」

　よかった、いつも通りちゃんと居た。雨森がクールぶった無表情で俺を見あげた。

　顔色も昨日よりは悪くない。過剰に心配しすぎだったのかな。俺は、首をすこしだけ前に倒して挨拶した。

「ちわっすパイセン。あー、その、なんだァ？　わりと元気そうじゃないすか」

「ええ、ご迷惑をおかけしました。全校生徒の模範となりだれからも頼られる先輩として馴染み深い私にしては、恥ずかしい部分を多々お見せしましたね」

「馴染みじゃねえし、模範でもねえよ。おもっくそ授業サボってただろアンタ。ああまあ、元気ならいいわ。いいっす。オールオッケー」

　雨森はとびらに背中をくっつけた定位置でパンの耳を食べている。俺も普段座ってる階段の最上段に腰かけた。やはりこの静かな空間は、教室の何倍も落ちつく。

「むう碧木君、その投げやりな態度は減点です。実際私ほど頼りがいのある先輩はいませんよ？　地元では頼られの雨森と呼ばれていたほどです」

「はあ」

　好きっすねえ、テキトー言うの。そこまで言えるなら、俺がいま悩んでる草野の件について訊きいてみるのもいいかもしれない。

「じゃあ、さっそく頼ってみるけどさ。パイセンに相談したいことあンすよ」

「えー？　なんですかー。後輩の相談に乗ることでお馴染みじゃない雨森としては、実際に持ちかけられると『メンドくさー』という気持ちしかありませんが」

「言ってること真逆じゃん。ま、嫌ならいいけどォ。んな、相談したいコトでもないし」

　あんぱんの袋を乱暴に開けてむしゃりと食べた。安っぽいこし餡あんのあまさが口内に広がってく。味わっていたら、雨森が地面にぺたんと手をついて身を乗りだした。

「引っ込められると俄が然ぜん気になりますよ。まーまー、いちおう喋ってみてくださいな。深刻な悩みごとなら、手遅れになる前に聞いておきたいので」

「いいんすか？」

　気難しいけど、優しくはある先輩だ。こういう部分は素直に尊敬できる。

「ああ。じゃあ──」

　俺は仔し細さいに状況を説明しようとして、そこで一抹の不安がよぎった。

　草野の接触に対して、雨森が『クラスに馴染めそう』という判定をくだしたなら──立場の弱い俺は、すぐに屋上前から追いだされるんじゃねえのかな。

「む、言わないんですか？」

「ああ悪い。言う言う。まあ、これ、たとえばの話ね。仮に、これマジで仮の話なんだけど。それだけは念頭に置いとけよ先輩てめえコラって感じなんスけど」

「前置きが長いです。いいからはやく」

「ああうん。あのさ、もしも接点があんま無い、クラスいち可か愛わいい女子に映画館誘われたら、そういう時ってどうすればいいのかなァって」

「……ほんとに妄想の話ですか？　そういうのはチラシの裏に書いて発散するのがおすすめですが」

　一瞬で興味が失うせたのか、再度とびらに背を預ける雨森だった。

「あの……ああうん、妄想の話でいいンだけど。そういう仮定なんすけどね」

　俺が妄想を本気で相談するキツい後輩になっていた。

「仮定、ですか。碧木君が、映画館に可愛い女子と、ふたりっきりで……」

　雨森はアゴを摘つまんでさすさす揉もんでいる。往年の刑事さんがやるみたいな仕草だ。真顔のそいつはなにかを熟考したのち、パン耳の袋をがさりと仕舞いつつ喋りだした。

「以前にお聞きした現状からすれば、荒唐無稽な仮定ではあるのですが──ええ、ここはひとつ。本日の《試練》の内容を、碧木君の妄想に即したものに変更しましょうか」

「まじッすか。そんな柔軟に対応してくれるもんなの、その《試練》って」

「もちですよ。弟子がせっかく前向きなのですから、それに応えるのも師匠の務めです。彼女など、目標である『クラスに馴染む』の先の先の先の先の先の先ぐらいの段階ですが、本日は例外的に《特別試練》、雨森式ドキドキ映画館デートクイズを行いましょう！」

「すげー、二回目からもう《特別》がついちゃうんだ。テコ入れ早すぎンだろ」

　昼下がりのテレビでやっててもチャンネル変えそうな企画だった。

「本日は碧木君に、映画デートについて考えていただきます。ちなみにですが、本来は『ゆるかわ挨拶練習　〜おはよう編〜』を行う予定でした」

「なんだその最悪な企画。じゃあ『こんにちは編』と『こんばんは編』もあるだろそれ」

　三回にわたってやるような内容じゃねえよ。変更になってほんと良かった。

　雨森は俺の指摘をガン無視して咳せき払ばらいすると、大物の司会者みたく低い声を出した。

「それでは早速、簡単なところから第一問！　でーでん！　デート時の待ち合わせの際には、何分前に着いておくのが好ましいでしょうか」

「あ？　10分」

「ぶぶーっ、外れです」

「は？」

　クロスチョップの構えをとられた。ふざけんな、10分前行動は大事でしょうよ。小学生のとき岡おか崎ざき先生が口を酸すっぱくして言ってたけどなあ。

「正解は２時間前でした〜」

　なんかドヤ顔で言ってたけど、多分こいつの方が不正解だった。

「その心はなんだよ。んな速攻で待ち合わせ場所ついたら、やること無くね？」

「やれやれ……碧木君……そのような低い次元の話ではないのですよ！！！！！！！」

「きょう声デカいっすねパイセン」

「どちらが先に到着できるか。つまり相手に好印象を与えられるか──これはふたつにひとつの椅子取りゲームです。そこで、相手が１時間前に到着する予想で１時間半前に着いてくる相手を想定し、２時間前に待ち合わせ場所で待ち構えることで、確実にポイントを取りにいくのが正解でした」

「あ、頭こんがらがるっての。あんた誰と戦ってんだよ」

「どうしても相手より先に到着したい場合は、テントを張っての野宿もありですね！」

「後でテント邪魔だろ」

　本末転倒っぷりをツッコんだら、雨森は苦い顔をした（いまのは見当違いなボケではなくて素すの提案だったらしい。どんだけ天然っすか）。

「そ……そういう意見が無きにしもあらず。えー、つづいて第二問です。ででん！」

　セルフ効果音にあわせて雨森が壁を叩たたいた。勢いで誤魔化す作戦にでてる。

「さて。映画館の定番スナックといえば、ポップコーンですが！　碧木君、デートの際のポップコーンはいくつ買うのが正解でしょうか。お答えください」

「食い物なんてそれぞれ買うンだから、そりゃあアンタ、１個ずつでしょうよ」

「は〜い外れでーす。ぶぶぶぶぶぶーぶぶぶっぶぶうーぶぶぶんぶぶぶんぶー」

　ツッコミの意趣返しとばかりに大ブーイングを食くらった。わー、あんぱんおいしー。

「正解は〜、５個でした！」

　なんかドヤ顔で言ってたけど、絶対こいつが不正解だった。

「解説すると、これは私がいっぱい食べる男のひとが好きだからですね。５個も食べられたらグッと来ます。目指せフードファイターです」

「完全にあんたの好みじゃん」

　雨森式ってそういうことかよ。知らねえよ。クイズとして成り立ってねえんだよ。

「そういえば碧木君は、がっしりした体格の割にあまり量を食べないですね。だめですよー、もっと食べてみましょうか。栄養は大事です、健康に繫つながりますので！」

「パン耳ばっかのパイセンが言うな……ていうか今月、もうアレなんすよ。月末のこと考えたら所持金キビしいの」

　日々の食費アンド放課後の微々たる出費で、もうかつかつな懐ふところ事情だ。

　冷えた関係の両親は、更生の機会である受験の許可こそ出したが、夜の遊び代に化けるバイトの許可は降ろさなかった。ふたりの中での碧木照てるは、不良達とつるんでた中学生の頃のままで止まってる。まともに会話もしてないんだから、当然だ。

「金欠……そうでしたか。…………さあ、気を取り直して次に行きましょう！」

　金銭の話題にともなって一瞬だけ落ちた声。きっと雨森のデリケートな部分。俺は気にしないようにして、クイズの再開を待った。

「えー、さてさて！　映画デートも本番です。映画といえばたくさんのジャンルがありますよね。ドキュメンタリーにラブコメディ、ホラーにバトルにサスペンス。ではここで問題です、初デートの際は、どのジャンルを観みるのが最も効果が見込めるでしょうか？」

「それっぽい出題だなァ」

　ここまでの傾向を見るに、たぶん雨森の感覚を基準にして正解が定められている。

　この、感性のズレた先輩が喜びそうなジャンルとは何だろう？　俺は真剣に頭脳を回転させてみた。

　まあ、一般的に考えりゃあラブコメが正解になるんだろうけど……この先輩に、そんな甘ったるい回答が通用するだろうか？　答えはＮＯだな。

　そこで俺は、ひとつの仮説を立てた。雨森先輩はズレている。ならさ、初デートで観るような映画からズレればズレるだけ、正答に近づくんじゃないか？

「分かった。もう楽勝っスわ。アレでしょう、なんかフランス映画の巨匠の、難解なやつ。メッセージ性が強すぎて逆に客が引いちゃう系の映画だろ」

「……は？　ジャンルじゃないので不正解ですけど……初しょっ端ぱなにそんなの観せられたらデート相手に引きますね。碧木君それ、本気で言ってます？」

「あ？　おもしろジョークに決まってンだろうが」

　そっぽ向いて誤魔化しながら、こんなクイズ分かるわけないもんと思った。

「でェ？　正解は何なわけ」

「ホラーですよ。吊つり橋ばし効果が狙えるので」

「この問題だけマジっぽい答えなのかよ!!」

　しかも俺はホラーが超苦手なので、とくに参考にならなかった。ふざけんな雨森式ドキドキ映画館デートクイズ。てか吊り橋効果ってなんだよ。

「…………。いや……きのうのドキドキは、ノーカンですけど……」

　小声でなんか言ってたけど、意味は汲くみ取れなかった。それは恥ずかしい内容だったのかもしれない、少女はわざとらしく咳払いをたてた。

「こほん！　ま、まあね、私としてはホラー映画って、そんな好きじゃないですが」

「そうなん？　あーパイセンひょっとして……ホラーが怖いんスかぁ〜？」

「いえ怖くはないです。次そのウザさ満点な質問したら中段蹴りをお見舞いしますよ」

　ホラー苦手仲間を発見したと思ったら違った。こいつのどこが平和主義者なんだよ。

「まあ、私は……死者を歪いびつに蘇よみがえらせるっていう発想が嫌いなだけです。ゾンビとか怨おん霊りょうとかの概念、大嫌いです。どうせ死者は生き返らないんだし、フィクションの中でも、安らかに眠ってほしいじゃないですか」

　雨森は栄養ドリンクの蓋をぎゅるっと回して、つまんなそうに言った。

　それは明るい声音ではあったけど、表情にはまた影が差している。

　なんだ、今日の雨森は。明るかったり暗かったりで調子が狂うな。

　昨日の事故を引っ張ってるのかもしれないな。どうせなら、いつもの自信満々なほうがいいに決まってる。

　だから俺は、さりげなく後輩らしく、日常的な雑談へ切り替えることにした。

「まー、そうっすね。そういやパイセンって、普段映画とか観るんすか？　イメージ的に、そういうの詳しそうだけど」

「む。良い質問ですねえ。古いのなら、お父さんが借りてきたものをいっしょに観たりもしましたよ。土日は旧作が安くてお得ですので」

　雨森は会話を切りあげることなく、好きな映画についてだらだら語った。特に『クレイマー・クレイマー』ってのが好きらしい（お店にイタ電しまくるひとの話かな）。

　せっかくおすすめされたから、流れで俺もよく聴く音楽について教えといた。

　そうこう雑談してる内に、すぐチャイムが鳴った。10分後にはもう授業がはじまる。

「……もう昼休み終わりですか？」

　映画音楽の奥深さについて語ってた雨森は、冷や水を浴びせられたように、饒じょう舌ぜつだった口を閉ざした。我に返ったように息をつき、見慣れた無表情を顔に張りつける。

「ですか。では碧木君、また来週。おすすめされた曲は土日のあいだに聴いておきます」

「ああ。俺も機会があったら映画観とくっす。そんじゃ、また次の昼休みな」

「ええ、今回は話が脇へ逸それましたが、次回からまたクラスに馴な染じむための道みち標しるべをあたえていく予定です。《試練》をこなして、一日でも早い屋上前離れをよろしく」

「よろしくされてもなあ……」

　言いながら、一足先に階段を下りていく。こんなに楽しい雑談の時間が毎日あるなら、学校も悪くない。素直にそう思えた。

　──そういえば。

　雨森がスマホやゲームに手をつけない昼休みはこれが初めてだった。




　　　　※　　　※　　　※




　土曜の朝。家に居たってやることはない。結局俺は、ズレた師匠の言ってたとおり、２時間も前には待ち合わせ場所近辺に到着していた。

「…………」

　駅コンコースの壁にもたれかかって通行人を眺めていると、不登校時代のことを思いだす。無為に時間を潰してた日々のことだ（それはいまも同じだけど）。

　自称悪女の学級委員さんは、徘はい徊かい時の失敗体験を、俺の秘密と言ったんだろうか。知られる機会が無いだけで、隠してるワケでもないんだけど。

　手癖でスマホをつけてみた。約束まで残り20分弱。俺はようやく、待ち合わせ場所である駅前広場へと移動をはじめた。……つうか草野、本当に来るのか？　来ないような気もしてきたなァ。

　それからだいたい10分後。

「お、お待たせー……！　はあっ、遅刻してない、よね？　こんにちはっ」

　俺の予想を裏切って、草野はちゃんと来た。すこしだけ息があがってる。

「時間には間に合ってるな。遅刻じゃない」

「そ、そっかー。準備とか移動で、ふぅ、ちょっとだけ手間取っちゃった。あはは、ホントはもっと早く着いてる予定だったのにね」

　休日だから当たり前なんだけど、草野は制服じゃなくて私服だった。

　コーヒー牛乳みたいな色のガーリーなワンピース。胸元にあしらわれたフリルは決して主張しすぎてない。足元を覗のぞいたら、ここには小さな黒リボンが付いていた。

「うっ。なんだかファッションチェックされてる気が……どっ、どうかなぁ？」

　草野は小物入れらしきショルダーバッグの紐ひもをさわさわしながら、スカートの部分をちょんとつまんで上目遣い。狙いすぎてる動作なのに可か愛わいらしさは感じてしまう。

「あー……いやまあ、アレじゃないの、似合ってんじゃないっすかァ、それは……」

　言いながら、途端に自信がなくなってきて広場の床を見おろした。

　そしたら自分の衣服が見えた。ほとんど無地のダボＴと、店員に勧められて買ったチノパン。履きつぶしたスニーカー。家出した兄貴の残していった細いネックレス。気合いの入ってなさが凄すげえ。ファッションセンスの落差も凄え。

「ほんとに？　やった。ふふ、うれしいなぁ。うん、碧木くんの私服もいいね」

「あ、いい、いい……そういう慰めはダイジョブ。社交辞令とか要らないんで」

「ええっ？　ほ、本心だよっ！」

　草野はぱたぱたと手を振って、心外の意を表した。

「それじゃあ、碧木くんが私のこと誉ほめてくれたのも、社交辞令だったのかな」

「そりゃ……まあ、本心で言ったけども」

「だったら私とおんなじだよ。ほんしんほんしん。ねっ、それでいいよね。それに、私、碧木くんがどんな私服着てるのか知れて、うれしいし」

　最後にしっかり微ほほ笑えみかけられた。気恥ずかしい。俺は無言でアゴをしゃくった。なんだコイツ優しいかよ。ふざけんな、えーっと、ふざけんな人間不信。

「ええっと、似合ってるってことで話もまとまったし。行こっか、映画館！　まだ上映時間には余裕あるんだけどね」

「あ、ああ……てか聞いてなかったけど、なんで映画館なんか行く必要あんの？　俺の秘密とやらについて喋しゃべってくれンじゃないんすか」
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「それはあとで話そうよー！　きょう公開の映画、碧木くんといっしょに観たいなあって、前に喋ったときから思ってたんだ」

「前に喋ったとき……」

　何故なぜだろう。とびきり嫌な予感がした。

「うん。私が、体育の授業から抜けだしたときね。きょう観みたいのはホラー映画なんだけど、すっごい緊張感らしくて！　海外のほうではすでに評判らしいんだー。そこできょうは、私ホラー苦手じゃないよっていう証明を──あれ、碧木くんどうしたの。急に汗すごいね」

「ン？　そりゃあ、まあな。もうすぐ夏来るし、いま湿気もハンパじゃないからなあ。そのせいだろ。常識的に考えて」

　涼しい顔でポッケに手を突っ込みながら、やっぱり罠わなじゃんと思った。

　道中話されたあらすじだけで怖かったため、上映中に失禁したらどうしようとも思った。




　　　　※　　　※　　　※




「わぁ。すっごい混んでるね」

　休日の映画館なだけある。老ろう若にゃく男なん女にょ、とにかく人でごった返していた。

　四方八方からの賑にぎやかな喋り声。アクション映画の派手な予告ムービーが、大音量で流れてる。まあ、こういう局所的な賑わいの一部になれるのは、嫌いじゃないほうだ。

「これは、うーん、時間掛かりそうかも……どうしよっか。二手に分かれる？」

「二手っつうと、食いもん買う側と、チケット並ぶ側か」

「だねー。ほんとは、いっしょに並びたかったけど、さすがに混みすぎかなぁって。碧木くんはどっちがいい？」

「どっちでも」

　ノータイムで答えた。

「えー。私もどっちでもよかったのに！」

　こんなどうでもいいやり取りで、草野はくすくす笑ってる。俺は何かしらの防衛本能が働いたので反射的に目を逸らし、チケット売り場の方を見やった。

　そこは長蛇の列だけど、回転率は高いほうだ。最近の映画館はハイテクで、自動券売機がずらっと並んでる。ああいう馴染みのない機械って苦手なんだよなぁ。

「じゃあ草野、チケットのほう頼めるか。俺はポップコーンとか飲みモン買っとく」

「ん、任されました！　その代わり、どれを買うかは碧木くんのセンスに任せるね？」

「いいけども。そんな期待すんなよ」

「えー。しちゃうかも」

「すんなっちゅーに……」

「ふふっ、しないしない。と見せかけてしておくね？　じゃあ、また後で！」

　ばいばいと手を振る草野を最後尾に置いて、俺はフード売り場の方へ向かった。

「…………」

　まあ……楽しいよ。ひとりで居るよりはずっと楽しい（このあと観るのがホラーじゃなければもっと楽しかった）。

　けどいいのかな、こんな風に楽しんでて。気を抜いたら足元がすっぽりと抜け落ちてしまいそうだ。気味の悪い感覚──どういうわけか、心が不安定だった。

　辺りから漂ってくるポップコーンの匂い。屋上前の門番の童顔を思い出した。

　俺は、しばし待機列に並んでから、師匠の教えに背いて人数分のポップコーンとコーラを買った。当たり前だ、５つも買うだけの金なんかねえよ。

　おつかいミッションはこれにて達成。ちゃちゃっと戻ろう──

「やっほー照ちゃん、運命感じるぐらいのグーゼンだねぇ！」

　草野の元へと戻ろうとしたとき、俺の名を呼ぶ明るい声がした。

「は……？」

　鳩田が居た。俺はトレーを片手持ちにしてまでごしごしと目を擦こすったけど、その姿は消えなかった。どうやら、幻聴でも幻覚でもないらしい。

「おま、エエっ？　ガチで神出鬼没じゃねえか、なんでここ居んだよ」

「んぇー、映画館なんだから、何か観に来きた以外にないーくね？　あ、ストーカー行為疑ってんなら違うよ。ちゃうちゃうちゃいますよーんっと」

　カジュアルスタイルの長身女は、うざいエセ関西弁で言ってホットドッグに齧かぶりついた。

　デニムのショーパンから伸びる脚は、通行人の目を奪えるぐらいには長い。腰の位置が常人とは違いすぎる。

「いやっさー。あたし実は、向こうでお姉ちゃん待たせてんだよね〜。照ちゃんって、背ぇ高いから目立つじゃん？　なんか発見できたから、姉ちゃん置いて来ちったー！」

　鳩田が親指をむけた方に注意をやった。またスタイルのいい大学生くらいの美人が、退屈そうにスマホを見てる。身につける物から漂う高級感、どこかのモデルかもしれない。

「来んなよ。つうか親しげに声かけてくんなよ。そっちは姉妹でワイワイやっとけよ」

「[image: う゛]ぇー？　ひどひー。あたしは、雨あめせんぱいだけじゃなくてー、照ちゃんともワイワイやりたいんだけどなあ。ねね、このあと暇ぁ？　なんなら姉ちゃん紹介したげよっか。経済力の無い高校生には塩対応だと思うけどね〜」

「しなくていいわ。なんで自分から塩ン中飛びこまなきゃなんないの……心の血圧上がンでしょう。俺がショックで救急車に運ばれたらどうしてくれんだァ？」

「あっはは凄すごみウケる！　あれだなー、照ちゃんにはチャレンジ精神が足りてないね！」

「るっせーよ、言い当てんな。余計なお世話だよ」

「ま……そっちにもお連れさんは居るっぽいし？　いっしょに遊ぶのは諦めるケド〜」

　トレイに載ったふたり分のスナック菓子から、鳩田は姿のない同行者の存在を言い当てた。

「で・で・で、誰といっしょに来てんの照ちゃん。もしかデートちゅ〜？」

「ちげーよ……たぶん。てか、その、おまえには関係ねえだろ」

「きゃあ冷たい。こわーい。とかゆって、かわい子ぶってた姿を見てからじゃ相乗効果でウケちゃうわははっ」

　雨森のゆるかわキャラ作戦は、しっかりと効果を発揮していたらしい。ダルい。

　俺が軽く舌打ちを連打したら、鳩田がきゃははと追撃で笑った。ダルいダルいダルい。

「はははー。んまあ、照ちゃんが誰と遊んでようが、あたし的にはキホン構わないんだけど〜。きょうの相手、もしかして雨せんぱい？」

「違うけど」

「ありゃりゃ、残念。休日に会えれば、流れで遊びに行けると思ったのになー……」

　落胆された。どうしろと。

「んま、そうだよねえ。雨せんぱいの問題が短期間でどうにかなるなら、あたしもカイチョーさんも苦労しないしなあ」

「はあ？　カイ・チョーさんって誰だよ。どこの外国人……ああ生徒会長のことか」

　言ってすぐ、自分で気がついた。なんだ、頻繁に名前が出てくるな。うちの生徒会長は、あの屋上前の門番さんと、なにか因縁でもあるんだろうか。

　生徒会長と雨森先輩。生徒の模範と広義の不良。イヤな構図が見えた気がした。

「なあ。ぜんぶその会長さんが、裏で糸引いてンだよな。ゲーム機没収させたりとか」

「まー、そうなる？　あのひともあのひとで、雨せんぱいにご執心だしぃ……うわやばっ、姉ちゃんほったらかしでガチギレてる！」

　例のお姉さんが、遠方から凍いてつく視線を飛ばしていた。「は・や・く・し・ろ」の形に開く口。小心者の俺はビビった。美人の眼力は発揮されると超こわい。

「やー、うちの姉ちゃんこないだクズカレに捨てられてさぁ。ここんところマージで不機嫌なんだよね〜。だから、前売り券の消化に付き添わなきゃなんないのー」

「細かい事情説明いらねぇけど……まあ、とりあえず楽しんでくればいンじゃない」

「お、いいこと言うね、全身全霊で楽しんでくる！　そんじゃねー、また今度〜！」

「たまに絡からむぐらいはいいけど、クラスには来んなよ。色々ウザいことになるから」

「うっはは！　ウザくてごめんなさい。ゆるして〜……あ、そうだ」

　殊勝なことを言いながら近づいてくる鳩田。そいつは少しだけ背伸びして、至近距離に顔を近付けてから、内緒話でもするように小声を出した。

「雨せんぱいには今日のこと、チクらないであげる」

「は……？　いやチクるとか言われると、なんか、悪い事してる気分になンだけど？」

「特権性に自覚がないのは悪かもね。それじゃねー、よかったらまたおしゃべりして〜」

　離れた鳩田はぶんぶん手を振って、姉の元へ走り去っていく。俺を取り巻いてた賑やかな空気は一気に薄れた。グーゼン会ったにしちゃ長い立ち話だ。

　ところで、チケット売り場の方はどうなっているだろう。

　目を向けてみたら、草野が近くでぼんやり立ってた。

「うおぉあっ!?　く、草野？　いつからそこ居たんだよ」

　伏し目がちなそいつは──角度の具合だろう──眼球にハイライトが映っていない。上演の前からホラーな演出だ。怖こえェよ。

「さっきから居たけどね……ところでいまの、ダブルブッキングってやつかな。わかるよ。約束を後から入れたのは私だもん。みなまで言うな、みなまで言うなだよね……」

「ち、ちげえっての。おまえヘンに誤解してるよ、鳩田はただの偶然だから、マジで！」

「はははぁ。いいよ、取り繕わなくて。気にしてない、覚悟もしてたから大丈夫……いつだってここからがスタートラインだし……まだ、やり直しは利きくし……」

　草野の言葉は、ところどころ聞きとりにくい。いまスターって言った？　誰が？　俺？　ほ、ほんとに伝わってんのかな……っていうか俺も必死になってんじゃねえよ。

　気まずい空白ができてから数秒後。

「──うん。碧木くん、もうすぐ映画の上映時間になっちゃうね。行こっか？」

　草野は俯うつむいてた顔をばっと上げた。離れる前と変わらない、ぽわっとした雰囲気。

「お、おお……？」

　ずい。そいつは何故かくっつきそうな程に距離を詰めてきたので、俺はカニ歩きで一歩遠ざかった。そしたら草野は、更にずずいと近づいてきた。

「行こっか」

「りょ、了解です」

　勝手にきれいな敬語が出た。




　　　　※　　　※　　　※




　憔しょう悴すいしきった俺は、草野に連れられて街中のファミレスチェーン店に入った。

　草野は当初オシャンティー（死語）なカフェに入ろうとしていたけど、俺が必死になって止めた。ああいう店のコーヒーは、苦いお湯の癖して高たけェことを知ってるからだ。

「んー、と。碧木くんはなに頼む？」

「あー……もう今月余裕ねェしな。サラダで」

「えー？　ちゃんと食べないとだよ。なんなら私が奢おごるから。ねっ？」

「いいって。女の奢りとか、ダサいし」

「だめ。奢るから。ここで食べないほうがダサいよ。このランチメニューの中から選んでね。あ、エビフライの付いたセットなんか良さげじゃない？　どうかな」

「あァ。まあ、うん……」

「これにしよっか。私もそうするね。すいませーんっ」

　呼びとめた店員に対し、てきぱきと注文を頼んでいく草野。俺はこの歳としにしてヒモの気分を味わった。いたたまれねぇよ。小遣い入ったらぜったい返そう。

　てか一緒に居て思うけど、草野こいつ、全体的に強いわ。映画の上映中もまじでビビってる風じゃなかった。俺は途中から寝たフリをこいてたよ（雑ざ魚こ）

「あの映画、期待してたよりずっとよかったね。大成功だよー。碧木くんはどう？」

「それな。よすぎて気絶したわ。人生ン中でも最高クラスでしょうよ」

　強がりながらも、店員が運んできたお冷を一気飲み。

　きょうは朝から緊張しっぱなしで、喉の渇きはなかなか消えてくれない。

「そ、そこまでなんだ？　それは何よりかな。たしかにあの、中盤だっけ？　呪いのツタンカーメンが牢ろう屋や内の便器を壊しながらブレイクダンスしてたのはすごかったね」

　どんな展開だよ。くそッ、怖くてもがんばって観みとけばよかった。これじゃ財布の中身をドブ川に放りなげたようなもんだ。元を取らなきゃやってらんない。

「呪いのラーメンだかカレーだか知らないけど、そろそろ本題に入ってくれないスか」

「え、本題？」

「だからァ、俺の秘密とやらを握ってんでしょ、草野は」

「あ、あー、それかー……うん。そういうことになってる、かな？」

「オイ」

　そいつは本来の目的を忘れてたらしい。水のなみなみ入ったコップを持ち上げてぴたっと静止、それから誤魔化すように笑みを浮かべた。

「そうだね。話そっか。まず私って、碧木くんと同じ中学だったんだけどね？」

「やっぱオナチューだったのかよ」

　俺の記憶力がぽんこつなだけで、やはり草野とは顔見知りだったのかもしれない。いや、それよりも訊きいておきたい事があった。

「そんなら当然、バスケ部での事件も知ってるのかよ」

「まあ、うん。逆にうちの中学で、乱闘騒ぎを知らなかったひとは居ないかなーって。今のクラスでも、常識みたいに話題に挙がるぐらいだしね」

　事件だの乱闘だのと言えば仰々しい響きだけど、実態はダサい内うち輪わ揉もめにすぎない。俺がただ、先輩たちに歯向かっただけ。全治数週間の怪け我がまで負った黒歴史。

「草野はさ、昔の俺を知ってンのに、なんで急に接近してきたの。他の奴やつらみたく触れないままでよかったでしょうよ」

「えっ、あー……その、まあ……話しかけるタイミングを窺うかがってたのもあるんだけど……最近は碧木くんの行動が、色々と……」

　ちらり。コップの内側へと視線を落としてた草野は、どこか暗い色の混ざった眼めをこちらに向けてきた。会話がいったん静止する。草野麻里佳はなにかを語るのを迷っているようだった。

　店内ＢＧＭには、落ちついたテンポのインスト音源が採用されている。それとは真逆に、俺の心臓のＢＰＭは比較的高めで維持されていた。え、なにが語られんのコレ。

　草野はたっぷりと１分ぐらい悩んでから、こう言った。

「あのね？　私ね、碧木くんのこと、他の人よりは知ってるつもりなんだー」

「え、たっぷり溜ためて別の話題かよ。しかも何。どういう意味すか」

「うん。私、むかしは新聞部兼、図書委員だったんだけど──ちなみに、覚えてるかな」

「あァ？　いや覚えてない以前にまず知らないけど」

「そっかー。なんでもない。えぇと、それでね？　新聞部として例の乱闘事件を調べてたら、碧木くんが、バスケ部入りたての下級生を助けてたのが分かったんだ」

「…………助けたんじゃないわ。表現が大おお袈げ裟さだろ」

　俺が乱闘を仕掛けたのは、手段をまちがえた鬱憤ばらしだ。断じて、あのビビってた後輩のために動いたワケじゃない。碧木照は正義の味方でもなんでもない。

「でもね？　聞いて聞いて。私の取材を受けた子が……あ、背がおっきい後輩くんね。その子、『碧木先輩にお礼を言いたい』って涙ぐみながら言ってたよ。私がインタビューしたときには、手芸部の仲間に囲まれて楽しげだったかな」

「それは、まあ、よかったんじゃないの」

　素直にそう思う。あの内気な一年生は、無事に自分の場所を見つけられたんだ。俺がしでかした醜態にも多少ポジティブな面はあったかもしれない。

「だけど、事件をわるく書きたい先輩の意向で、その記事はボツになっちゃった。だからそのあとは、個人的に碧木くんのことを聞きまわったかな」

「ハッ。あーそう。ジャーナリズムの精神に溢あふれてるじゃん。立派っスねえ」

　皮肉めかして言ってしまった。秘密にはしてなかったけど、積極的に探られるのも、なんかちょっと違った。草野がひどく慌てたように胸のまえで手を振った。

「ご、ごめんね……？　でも、うん、気になっちゃったし……いろんな場所で目撃情報あがるから。危ない感じのお店に出入りしてるとか、逆にボランティアしてるところを見たってひとも居て。具体的に何をしてるかは、誰も知らなかったんだけど……だから、高校で同じクラスだったときはすごく驚いたし、すごくうれしかったよ。空想上の生き物が、この世界に降臨したみたいだった。な、なんてね。あはは」

　自分の語彙選択を恥ずかしがったらしい草野は、艶つややかな髪の毛を落ちつきなく弄いじってる。空想上の生き物って……碧木照はペガサスでもドラゴンでもねえけど。

　また悪態をつこうとしたら、草野は意を決した表情で言った。

「その、私はね？　碧木くんがクラスのみんなから悪く思われてるの、やだな……私は、碧木くんの秘密を握ってるから」

「それはもう分かったから。その秘密の核心ってのは、いつになったら明かされンだよ」

「じゃあ今！　怖い顔で睨にらんでくる碧木くんが、実はそこまで怖くないってことかなー」

　小悪魔っぽいイタズラな微ほほ笑えみ。七色に変わるふしぎな笑顔。草野がテーブルの上に右手を差しだした。綺き麗れいに揃そろえられている五本の指、俺は握手を求められていた。

「ねえ碧木くん。私に協力させてくれないかな？」

「あ？　協力……？」

「みんなの誤解を解きたいなぁって。あと、よければ私の仲良くしてるグループにも入ってほしいなあっていう。そーゆー申し出のつもりなんだけど……ど、どうかな」

　その差し伸べられた手を見て思う。

　俺は……草野のことを、信じていいんだろうか。

　いや、良いは良いに決まってるんだ。こいつの所作が胡う散さん臭くさいのは、単にそういう性格っていうだけなんだろう。

　草野の真意はハッキリ見えた。こいつはきっと、善意で提案してくれている。

　なのに俺は……草野の手を取らなかった、取れなかったんだ。

　単に握手が照れくさいのか。それとも、俺にはすでに師匠が居るからなのか──自分でも理由は分からなかった。

「あ、あはは。そっか、だめかぁ……私、要らない子だったかな」

「いや。その……悪い」

　言い訳もできない。その取られなかった手は引っ込んで、テーブルの下へと隠れた。

「あ、謝らなくていいよ……スタートで様子見して出遅れた私も、だめだったから……」

　空気が終わった。帰りたい。っていうか、もう逃げたい。俺は窓の外の曇天に視線をやった。エビフライ代は、あれだなあ、小遣いの前借りで払おう……

「碧木くんが要らないって言っても、私は勝手にサポートさせてもらうから」

「は」

「いい？　よくなくても、私はこれからも喋しゃべりかけるんだけどね！　いいかなぁ！」

　怒ったようにというか、草野はフツーに怒ってた。片側のほっぺたをぷくーっと膨らませ、分かりやすく『怒ってますよアピール』までしていた。

「は、はい、助かるっす……」

　気け圧おされて敬語で頷うなずくと、草野はすぐに怒るのをやめて「それならいいよ」と向日葵ひまわりみたいな笑顔を咲かせてくれた。

　俺の視線はふたたび窓の外に戻されてから固定された。ふざけんな俺。




　その後は食事をしながら、さっきの映画や授業のことなんかをダラダラと喋った。

　用事があると嘯うそぶいた手前、草野とは店を出てすぐに別れる段取りとなった。

「うん。きょうは楽しかったー。また学校でね？　これからは周りのみんなを気にせずに喋りかけちゃうから！」

　草野は最後まで、その笑顔を絶やすことはなかった。

　草野麻里佳は良い奴だ。そして俺は、確実に良い奴ではなかった（飯の会計もぜんぶ払ってもらったしなァ）。

　俺も良くなりたい。無闇に歩き回るんじゃなくて、良い方向に進んでいきたい。

　そう願ったけど、どうすればいいんだろう。

　ゆるかわキャラぶる以外の変化の選択肢を、俺はひとつたりとも知らなかったんだ。







[image: 幕間　ある日の≪試練≫の顚末]

「碧あお木き君は反応が淡白になりがちですよねー」

「…………。あー……このダメ出し、また《試練》が始まるのか……」

「ええ、両方ともお昼は食べ終えましたからね。さて！　碧木君の淡白な反応は、時として相手に悪印象を与えかねません。そこで本日は、対人コミュニケーションにおける師匠とっておきの武器──エクスカリバーを授けます」

「よくもまあ、自分の知識を聖剣に例えられンなぁ。元ネタなんだっけそれ。童話？」

「お黙りなさい！」

「幹部の黙らせ方じゃんもう」

「すーぐ雑談に持ち込もうとするんですから。もっと集中してくださいね。私の与える《試練》を吸収しなければ、クラスには馴な染じめませんよ」

「いくら吸収しても馴染めない気ィするけど……んで、そのコミュ武器って何なんすか」

「それは、感情表現が豊かな人間として、一目置かれることまちがいなしの裏技。その名も〜……。…………。……『オーバー・リアクション』です！」

「溜めた割には大したこと言ってねえなァ」

「お黙りなさいお黙りなさい。百聞は一見に如しかず、師匠が実践すると致しましょう。それでは碧木君、何かしらのアクションをお願いします☆」

「あ？　じゃあ、まあ……なんでやねん」

「ぐわぁぁああああ痛いいぃいい、折れたぁあああ！　審判レッドレッドレッド!!」

「か、軽く手の甲ではたいただけで？　いや日常生活でそれは、やり過ぎだろ、流石さすがに」

「いえ！　オーバーを冠した行動である以上、やり過ぎなくらいが丁度いいのである」

「偉人みたいに言い切ンなよ。ところでさぁ、パイセンって、好きな偉人とか居ンの？」

「えーそうですね。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしですかねー。草履を背中であたためたのを契機にして、貧乏人から成り上がったのは夢が……ん？　いま《試練》から話題を逸そらそうとしましたか」

「まさかだろ。熱心な弟子がんーな不真面目なコトする訳ないでしょう」

「ですか。それでは解説に戻りますね。その後は、教室でリアクション芸の実践を──」

「ところでパイセンって好きな芸人とか居ンの？」

「え、そうですね。私テレビとか観みないので、特には……代わりと言ってはなんですが、ＲＴＡの解説動画とか芸人みたいに面白くて好きですよ。謎の機械音声がすごい技を解説してくれて、コメントも盛り上がるんです。あ、今いっしょに視聴してみますか」

「おー観みたい。初めて観るわアールなんたら。じゃ、残り時間はそれで決まりだな」

「ですね！　個人的には、ＲＴＡ動画の中だとド○キー３が特に面白くて──」







[image: ５章　放課後のバッドコミュニケーション]

　情報室のホワイトボード前。不健康そうな顔色の男性教諭が、これからの時代に必要な技術とやらを熱心に説いていた。

　曰いわく、これからは『自己表現の力が重要になる』んだと。

　だから以前アナウンスした通り、来週の授業からは、持ち時間１分の「自己紹介プレゼン」を２週にわたって行うんだと。前期の成績には、その出で来き栄ばえが反映されるんだと。なお本番では、中学や前期授業で習った『パワポ』とかいうソフトを使えとのこと。

　いや、習ってねーよ。俺は説明を聞き流しつつ、大自然のうつくしい景観が次々表示されるＰＣ画面をぼんやりと眺めてた。

　そもそもプレゼンってなんだ。あれか、プレゼント交換会みたいな？　そんならめっちゃ楽しそうじゃん。使えなくなったモバイルバッテリーとかあげちゃうよ、全然。

　夏にクリスマスがきた気分の俺は人差し指でタイピング。検索エンジンで、例のプレゼンとやらについて調べてみた。そして夏休みの最終日ぐらい絶望した。

　な、なんだよこれ……クラス全員のまえで喋りを強要される上に、資料も自分で作れだと……？　自力でどうにか出来る範囲をゆうに超えている。

　ははは。中学とか授業とか、色々サボってたツケが、ついに回ってきたか？　いやそんなもんとっくに回ってるわ。はははは。俺は内心で現実逃避笑いを炸さく裂れつさせた。

　で。現実問題どうしよう。
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　６月中旬の昼休み。

　俺のなげきを聞きおえたポニテの先輩は、栄養ドリンクをごきゅごきゅ流しこみ、教会の神父さまのような厳かな雰囲気で言った。

「プレゼンでの失敗など、全国のぼっち誰しもが通る道ですよ──汝なんじ、その失敗を受け入れなさい」

　ポニテの先輩は、実のところ頼れない師匠でもあった。

「見捨てんの早ッ。ちょ聞いて。マジで。俺さァ、情報の時間そんなに出席できてないんすよ。だから下手な発表したら、赤点で補習どころか留年までありえるの」

「自じ業ごう自じ得とくですが。理解度のひくい授業には出席した方がいいですよ。私もつまらない授業はサボりがちですけど、最低限、追いつけるように出席しています」

　ごもっともすぎて返す言葉がねーよ。大おお袈げ裟さに歯は嚙がみしつつ地面を転がって全身を擦すり剝むいてやるか迷うレベルだ。

「え。じゃあ、今回はプレゼン資料を作るコツとかって教えてもらえねーの？」

「教え……教えません。私、あなたのプレゼンの師匠ではありませんので」

「たしかにそうだけど」

　普段の雨あま森もりなら、自分を持ち上げつつも《試練》に交えて自己流のコツを伝授してきてたから、その返しは意外だった。

「気を悪くしないでくださいね？　巷ちまたでは万能で知られている私ですが、そのぅ、実を申せば、パソコンは教えられるほど得意じゃなかったり……」

「ああ、そうなんだ」

　納得できた。まあ、誰にだって苦手なコトぐらいあるんだし？　そんな申し訳なさそうな顔はしなくていいけどなぁ。

「さすがの私も無い袖は振れません。と、とにかくそういうワケですごちそうさま」

　急ぐように両手をあわせた雨森は、俺の返事を待つことなく、すぐにゲーム機を取りだした。本日の会話タイムはこれにて終了らしい。

　頼みの綱が途絶えた俺は、だらりと天井を見上げた。

　これからどうしよう。他に信頼できて、自分から頼れそうなヤツって言ったら、草くさ野のぐらいしか居ないんだけど──

　──先日、俺はあいつの申し出を、理由も無しに断ったばかりだ。草野に教えを請こうのは、できることなら避けたかった（なんか気まずいじゃん？）。

「む……しかしこれは、ある意味での成長チャンスなのでは？　ぴこぴこーん！」

　明るい声音のオノマトペ。雨森が、何もない頭上でぱっぱと右手のひらを広げた。存在しない電球が点滅してるらしかった。

「ふふー。超絶天才有能師匠は次なる《試練》をひらめいちゃいましたよ」

「ひらめいちゃったか……」

「禍わざわい転じて福と為なす。ピンチ・いこーる・チャンスです！　此こ度たびのプレゼン学習を、クラスへ馴染むための足がかりと致しましょう」

　雨森は自信に満ちみちたドヤ顔で口くちの端はしを吊つりあげた。喋しゃべりのギアがぎゅいんと上がる音まで聞こえてきそうだ。

「またロクでもないこと思いついてそうだなアンタ。今度はどんな無茶ぶりしてくるつもりっすか」

「無茶ぶりでなく妙案です。此度の《試練》は実戦を交えた、過去最大級の難易度──心して傾聴なさい、我が弟子よ」

　そいつは立ちあがり、すげえ荘そう厳ごんなカンジを出していた。屋上のとびらの窓からは後光が差している。試しにごくりと喉を鳴らしてみたら、雨森は嬉うれしそうな顔をした。無表情キャラぶってる癖して分かりやすい奴やつだった。

「えー、本日の《試練》として、我が弟子に実行してもらうのはー……名付けて！　『アオキくんオタサーの姫ポジション死ぬ気で奪取だいさくせん』です！」

「へえ。なるほどな。どうせ失敗するんだし、もう失敗ってことでいいすか？」

「説明ぐらいは聞きなさいよ」

　ぺしり。やわい豆腐を切るような手刀を脳天に入れられた。

「だってこれ、作戦名からして見え見えの地雷じゃん。なんすかオタサーの姫ポジ。詳細知らねえけど、たぶん俺が狙える位置じゃないでしょソレ」

「いえ。問題ありません。いつものように可か愛わいい子ぶってギャップを狙いましょう」

「オイ言い方。日頃から俺が可愛い子ぶってる的な言い方すんな。人生であの一回だけだわ……その作戦どうせムリあるけど、説明するならしてくれません？」

「とどのつまり、餅は餅屋です。パソコンのことはパソコンの先生に訊ききましょう。そういうの詳しそうな人に『うちパソコン詳しくないの〜。教えてほしいにゅぅ』とアピールすれば即イチコロ！　手取り足取り教えてもらえること間違いなしですね」

「お、俺のクラスでの立場がイチコロだわ！」

「む。そんなはずはありません。碧あお木き君に秘められしギャップ萌もえ力を以もってすればギリいけるかもと、類まれなる私の頭脳により導きだされたのですが？」

「ですがじゃねーわ。二度とその、ＩＱ２００超えでーすみたいなツラすんなよ。言っとッけど、俺を可愛さで評価してんのは地球上でパイセンだけなんすよ、まじで」

「はぁ─────あ。行動もせずにツッコミまがいの文句ばかり……」

「んな溜ため息いきつかれるほどおかしなコト言ってる？　俺言ってるか？　なあ？」

　雨森はやれやれと肩を竦すくめた。なんか、俺の方がズレてるみたいな雰囲気。第三者が居ないから俺は己の正しさを証明できなかった。ここ屋上前では、雨森が基準になる。

「まあ、やるだけやってみましょうよ。きょう中に、クラスの方に教えてもらう約束を取りつけるのを目標にゴーゴーですっ」

「気軽に言ってくれるよな」

「命じるだけタダですからね。放課後に報告に来てくださいな。尚なお、この《試練》はハイパー高難易度と予想されるので、できずとも大丈夫です。挑戦の姿勢が重要です」

「拒否権は」

「……やらないなら破門ですし、屋上前から追放ですけど」

「ですよねェー」

　スパルタ師匠だった。むしろ雨森は、俺の追放のほうを望んでるのかもしれない。

　まあ、雨森の真意がなんにせよ、このままじゃプレゼンで困るのは俺だ。《試練》という形で強制力が発生するのはありがたいかもしれないな。

　俺はおにぎりに齧かぶりつきながら、いちおうの覚悟を決めた。
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　放課後になってすぐ、俺は行動に移すことにした。幸いにして行動力自体はある方だ。結果的に、それが上手うまくいかないことが多いだけでさ。

「なァ、吉よし澤ざわクンさあ。ちょっと停とまって。このあと時間いいかァ？」

　廊下へ出ようとしていた目当ての人物に、俺は何気ない感じで声をかけた。中肉中背のそいつは一瞬だけ体を強こわ張ばらせたが、すぐに落ちついた態度で俺を見上げた。

　吉澤。このまえ脱ぼっち化を果たし、オタクグループへの参入を果たした奴だ。

　長い前髪で両目がほぼ隠れてる。偏見だけどパソコンに詳しそうだ。勝手に親近感を湧かせていた過去もある。プレゼンのことで頼りにするなら、適役だと思った。

「……なにか？」

　おもっくそ警戒されてた。無理もないよな。俺だって、いきなり接触してきた草野に対してはあれだけ用心してたんだ。

　ただ、あんまり不審がられると、教室の出入り口ということもあってヘンに目立つ。できれば早めに移動したい。

「あー悪わりィんだけどぉ、ちょい時間もらえるゥ？　どうしても話したいことあンだわー。ハハッ。ふたりきりで喋りたいことあっからさ、校舎裏あたりで話そうや」

　密談の誘いって、こんなんでいいんだっけ？　小学生の時はもっと上手くやれてたのに、今ではどうも上滑りしている気がする。

　とりあえず少しでもいい印象を与えられるよう、ニッコリと微ほほ笑えんでおいた。

「ひいっ……」

　通りがかりの川かわ橋はし（あの小動物っぽい女だ）が引いていた。おまえ、なんで俺の笑顔見てビビってんだよ。ざァけんな、心温まるコミュニケーションの試みでしょうが。

「……わかった。行こうか」

　笑顔が功を奏したのか、吉澤は急なお誘いにも乗ってきてくれた。

　なんだよ。話しかけてみれば、案外すぐに受け入れてくれるものなんだな。

「おーマジで？　ハッ、吉澤クンは話が早くて助かるなァー」

「……それほどでもないよ。早く行こうか」

　向こうも目立ちたくはないのかもしれない。気も合うみたいだな。

　俺と吉澤は、会話もしないまま連れ立って、ひと気のない校舎裏へと向かった。
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　体育館倉庫を素通りする。そのまま校舎の奥へと赴けば、周囲からの視線がさほど通らない空間があった。ここを告白の場にする生徒も居るって話だから、その秘匿性は信頼できる。メシを食うには適さないけど、ナイショ話にはもってこいの場所だ。

　俺と数歩開いた距離に立ってる吉澤は、肩に掛けてる鞄かばんの中身をごそごそ弄いじっていた。探し物でもしてるのかもしれない。スマホとか、のど飴あめとか。

「それで……話ってなんだろうか。手短に済むならば手短にお願いしたいんだけど」

「ハンッ。とりあえずゥ、落ちつけよ。実はさ、吉澤クンにぃ、ちょっぴし頼みたいことがあンだわぁ」

　乾いた唇を舐なめずって、海外ドラマのキャストのごとく大袈裟に両腕を開く。こっちはオープンですよ〜、っていう友好的なポーズだ。

「ぼくに……頼みたいことね」

「そーそッ！　時間は取らせねえからダイジョーブ。すぐに終わらせッからさァ。いやね、俺さァ、今月わりとピンチなんだわヒヒッ」

　自虐的な笑いが出た。月末の情報のプレゼンの出来によっては、留年して学校を辞めなきゃならなくなるからなぁ。

「だからさァ。ちょっぴし吉澤クンに助けてもらいたくてぇ」

「そんな事だろうと思っていたよ」

　本題に入ろうとしたその時──吉澤の纏まとう空気がすこし変容した。

　やつの鞄が、重力に逆らうことなくどさりと落ちる。先ほどまで中身を漁あさっていた右手には、見慣れない道具が握られていた。

　二本のグリップと、一本の刃やいば。ぷらぷらと振り子状に揺れている。

「……は？　バタフライナイフ……？」

　急所に当てれば殺傷能力もある、教育の場にはそぐわない危険な小道具。

　ちゃちな凶器がやつの手先で躍ってる。洗練されたその技は、どこかの路上パフォーマンスのようだった。くるくる回った刃の切っ先が、最後に俺の腹部へと向けられた。

「言っておくけど、ぼくはどんな脅しにも屈しないよ。碧木さんの財布がどれだけピンチだろうが、カツアゲやパシリの類にはいっさい応じない。力ずくで奪えよ」

「え、ぇえええええぇっ？」

　素っ頓狂な声がでた。腰を落として後じさる吉澤は、なんでか覚悟が決まってる。

「え。違うじゃん。ハハハッ、カツアゲとかおまえ、そんなん誰も言ってないでしょ」

　それでも臨戦態勢を解かない吉澤は、据わった目をじっと俺に向けていた。

「な、なんだよ……そ、そんな風に俺を見るなよ……」

　緊張からか拳が握られている。中指の関節が突きでた、暴力に適した手のカタチ。

　もう、やってしまおうか、と思った。向こうだって俺に敵意を向けてるんだ。ここまで攻撃的な姿勢を取られた挙げ句逃げだしたら、示しがつかねえだろ。

　──示しってなに？　俺はいつまでイキった中坊気分なんだよ。

　膠こう着ちゃく状態。日常的に武器を携帯してる人間なんて、スズメバチと一緒で危ないことには違いない。それが威嚇用のナイフだとは分かってるけど、警戒が解けなかった。

　どちらかが動けば、戦いの火蓋は切られる。取り返しはつかなくなる。しかし受け身でいれば先手を取られる。こちらから仕掛けて、その手の凶器を取り上げるしか──

「──な、なにしてんの!?」

　背後からあがった甲高い声に俺は振りむきそうになった。

　が、そのまま凶器を持ったクラスメイトを注視しつづけた。くそッ、誰かに見つかった。場合によっちゃ指導室行きは免まぬがれない、か……

　俺は前方を警戒しつつも一瞬だけ後ろを振りかえった。

「あ、碧木さんも、吉サワ君も、いさかいはやめなって！　せ、せんせい呼んじゃうかんね。血が出たら、きゅ、救急車も呼んじゃうけどっ!?」

　しかし幸いなことに、そいつは教員じゃなかった。クラスメイトの川橋が、壁からひょこっと顔を出して、怯おびえながら警告してきている。

　先ほど俺と吉澤の会話を聞いた小動物女子は、ひとりで後をつけてきたのかもしれない。

「こ、こーゆー時はなんてゆえばいいんだっけ？　ドラマとかだと……あっ、吉サワ君は武器をすてて投降しなさーい！」

「…………。わかった、投降するよ」

　吉サワ君もとい吉澤は、鞄の中へと素直にナイフを収めた。

　必要以上に怯える川橋のおかげで、空気が弛し緩かんしていく。正直言って、かなり助かった。謎に喧けん嘩かをおっ始めるところだった。

「そ、それで……あ、碧木さんは……なにかしらをやめていただきたーい！」

「勢いで難しい指示してくんな。思いつかないなら言わなくていいでしょうよ」

「ひぃっ。ご、ごごごめんなさいでしたー！」

　ひぃっじゃねーよ、ざァけんな川橋。ていうか出てきてくれてありがとう川橋。俺は重たい曇り空にむかって安あん堵どの息をついた。
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　放課後の情報室。

　代表して職員室からカギを借りてきた吉澤は、着席してすぐ膝に手をつくと、野武士のように頭を下げた。

「先ほどのこと、重ね重ね申し訳ない。ぜんぶぼくの早とちりが原因だ」

「何べんも謝らなくていいって。誤解されるような風貌は自覚してッから」

　傷ついたけど。ゆるかわキャラへの転身を本格的に検討するけど。

「……ぼくの全財産は推し声優のためにあるんだ。カツアゲされて不良の酒代になるぐらいならせめて戦ってやる。そういった気持ちが全面に出すぎていたよ」

　聞けばこの声優オタクは、中坊の時に不良グループから目をつけられ、奴隷のようにコキ使われてたらしい。それで自衛のためにナイフを携帯するようになったんだと。

　ちゃんと事情を説明したら、吉澤は納得して敵対をやめてくれた。お詫わびの意を込めてプレゼンの手伝いをしてくれる事になり、現在に至る。

「けど吉サワ君。さっきのはよくないなあ。護身ようで刃物とか危なすぎだかんね！　当たりどころ悪かったら、血がぶっしゃああああなって、腸さんがズルズルだよ！」

「そうはならないね。そこまでのスプラッタ状態にはならない。それとぼくの名字は吉澤だから、濁音は忘れないでほしい」

「うぞっ、サワじゃなくてザワなの？　まじかあ。ウチの記憶違いだそれは〜」

　俺らの背後の列に座ってる川橋は、両手をあわせてごめんねと謝った。俺に接するときだけ小動物っぽくなるだけで、クラスでは明るい奴やつで通ってるんだよなコイツ。

「で、川橋はどういう目的でここに居るんだよ」

　流れで付いてきてるギャル女の存在が疑問だったので、訊たずねてみた（俺の予想どおり、不穏な空気を察知した川橋は校舎裏まで尾つけていたらしい）。

「い、居ちゃまずいでございますかね……？」

「まずいってこたないけども」

　化粧の乗った顔が、化粧の乗ってない俺の顔色を過剰に窺うかがってた。

「いやだって、川橋さ、ぶっちゃけ俺のこと苦手に思ってんじゃん？　いまもバリバリの敬語じゃねーか。俺の手伝いとか、ぶっちゃけやりたくないでしょ」

「に、苦手と言いますかあ……そのお、草野の言うとおり先入観で避けるのもどうかと思って、この機会に碧木さんのことを知ってみようと思った次第でございますはい」

　川橋は引きつづきバカ丁寧な敬語で言ってきた。

　数日前、草野が空気に背いてまで、俺を川橋らに紹介しようとしたのを思いだす。あいつの親切をすなおに享受できなかった俺は、思わず眉間にシワ寄せた。

「あそう。左様でございますか。それはそれは、ご丁寧にどうもでございますねェ」

「に、にに、にらむのはやめてほしいな〜、でございますけれどもー……」

「は？　睨にらんでねーっすよ、目付きが悪ィの。これがわたくしの素でござんすけど」

「じゃあ素がこわいよぅ！」

「ふぅー……雑談なら、スライド作りながらでも出来るよな。始めてもいいか」

　ＰＣを起動させた吉澤は、キャスター付きの椅子にもたれかかった。左耳に装着した紐ひものないイヤホンから漏れ聞こえるは、アニメ声のポップな音楽。

　ふてぶてしい態度──って表現が適切かは知らねえけど、親しいとは言えない同級生との同席で緊張してる風には見えない。さすが、脱ぼっち化できた勇者なだけあるな。

「…………ぼくは……碧木さんはてっきり、まともに参加しないものだと思っていたよ」

「ん？　プレゼンのことか」

　背もたれに体重をかける吉澤は沈黙をもって肯定とした。川橋も「それな〜」とかって同意してたけど、吉澤は振りむかずに無視した。無敵かこいつ。

「まぁ……今回のプレゼンってさァ、思いっきし成績に絡からんでくンでしょう。んじゃ、本気でやらなきゃ終わるじゃねえか。高校には留年制度があるもんなァ」

「えっ？　くふっ、ふ……情報の授業で留年とか、聞いたことないない、ありえない！　くふっ、あははは！」

　最初は我慢してた川橋だけど、最後には盛大にウケていた。こ、こっちはガチで悩んでんだぞてめえ。もっとプレゼンに真剣になれよ！

「ふふっ、碧木さんってキホン不真面目っぽいのに、訳わからんとこで……真面目キャラでございますわね？」

「う、うるせーわ。そっちこそお嬢キャラみたいになってんじゃん。同級生なんだし、いつもどおり喋しゃべっとけよ」

「えっ。いいんでございますか」

「いいでございますに決まってンでございますだろ。常識的に考えて」

「ぼくは丁寧すぎる敬語の方が、同級生メイドっぽくていいと思うけど」

「や、吉澤君の好みは知らんけどもー」

　声のトーンを若干落とした川橋は、己の左耳をたんたんと二回叩いた。

「あとさー吉澤君。アニメの子の歌、耳からめっちゃ漏れとるよ？」

「アニメの子、という言い方は正確ではないね。衆愚の鼓膜をどろどろに溶かす奇跡のヴォイスの持ち主、人気沸騰中、彼女の名前は叢むら雲くもひびきちゃんだ。ご存じかな」

「まーじで知らんなー。だれ？　こまく溶かしてくる妖怪？」

「いずれ声の良さだけで、一国の女王に任命される予定の声優だ。覚えといて」

　そんな国はすぐ滅ぶだろ。背後で交わされる「まじか暗記しとくー」なんて会話にツッコむこともせず、俺はＰＣにログイン。どこかの国の世界遺産らしい広大な岩壁が、モニタ一面に表示される。

「起動できたけどォ。どうすりゃいいんすか、これ」

　ここから何をどうするか、まるっきり不明だ。地図もないまま異国の街へと放りだされた気分だった。パソコンなんて小学生の情報の時間にしか使ってないし、しかもその記憶は忘却の彼方かなただ。かろうじてローマ字入力は覚えてた程度。

「まあ、何はともあれ、ソフトを立ちあげないと始まらないな」

「あーうん。それはギリ分かんだけどもォ。その例のソフトってどこにあるんだ……？　え待てよ、俺の使ってるパソだけぶっ壊れてるんじゃね？　『パワポ』どころか、片仮名で書かれたアイコンが一個も見つからないわ。まさか不良品つかまされたか」

「……じょ、情弱すぎる。そこらの老人ぐらい酷ひどいぞ……」

　吉澤は脈絡もなく頭痛がしてきたのか、おでこに右手をグリグリ押し当てた。

「碧木さん、席を換わってもらえるかな。雛ひな形がたはぼくが作るよ」

「え、やってくれんの。あざます」

　促されるままに立ちあがった。

「一朝一夕じゃどうにもならなそうだからな。パソコン教室を開設できる時間はないよ」

　座席を交換した吉澤は、驚くべき手て際ぎわのよさでマウスやキーボードをかちゃかちゃ弄いじる。姿だけ見ていたら、漫画で見たやり手のハッカーみたいだ。機械音痴の俺は感心した。

「すげー、レベルたけー。疑問なんだけど、川橋もこんぐらいパソコンって使えんの？」

「うちは苦手かなぁ。周りのともだちに教えてもらってるけど正直ビミョい。え、いまどき全部スマホでよくねーでございませんか？」

「それに関しちゃ全面的に同意するけども。畏かしこまらなくていいんだって」

「あごめん。や、ねー。頭では分かってんだけども、碧木さんって『気軽に触れちゃいけない系』のイメージが消えんな〜」

「どんな系だよ」

「話しかけんなよバリアが、ばり〜って張られてるカンジ？　いつも眠そおだし、中学のコトで良いいうわさ聞かないしさ。草野の言ってたとおりフツーに話せて、逆におどろき」

「わかるな」

　吉澤は独り言のようにして賛同した。

「経験上、徒党を組んでる不良よりも、一いっ匹ぴき狼おおかみを貫いてる方が底知れない。仲間を必要とせず、侮蔑の視線も意に介さずツッパるというのは、それなりに芯が通ってないとできない在り様だからね。ぼくも試しに独りで居てみたけど、やっぱり仲間が居たほうが安心するよ」

「ととう……ぶべつ……？　急にむずかしーこと言うなあ。どゆ意味？」

「近くにあるパソコンって機械で調べたらいいよ」

　普段喋らないであろうそいつらの微妙な会話を、俺は微妙な心境で聞いていた。

　一匹狼……クラスメイトから見た俺は、そのように映っていたらしい。

　けれど一匹狼になれるのは、群れの仲間を必要としない、強い個体だけだった。弱い個体は、孤立したところで飯にありつけず飢えるしかない。当たり前すぎる自然の摂理。

　俺はどちらの側なのか。なんて、考えるまでもなかった。もちろん飢え死に寸前の──

　──ふと思った。屋上前にひとり佇たたずむあのズレた門番は、一体どちらに属するんだろう。

　答えはとっくに出てるけど考えたくなかった。




「タイトルと終わりのスライドはぼくの方で設定したよ。中身にはとりあえず、好きなものと趣味の欄を設定しておいたから、あとは自由に入力してくれればいい。それぐらいなら、よほどの機械音痴でもできるよな」

　数分後。首を鳴らした吉澤は、ひと仕事終えた風の脱力感で椅子に体重を預けた。

「もうできたのかよ？　おお、なんつーか、いろいろ悪かったなァ。窮地になんちゃらをなんちゃらだわ、マジ助かった」

「いいよ。これぐらい、大した作業量でもないからね」

　吉澤は鞄かばんからミント味のガムを取りだして、何粒かを口に含み立ちあがった。椅子を長い机にしまい、イヤホンも外したそいつは、言外に帰りたさを仄ほのめかしてる。

「あれー、吉澤君もう帰っちゃうの。もーちょい居たらいいのに。だって、あんな危ない出会いのあとでこんな場、なくね？　あ、最後に記念撮影とかしちゃう？」

「ネットに投稿しないなら撮ってもいい」

「いいのかよ」

　即答だった。むしろ吉澤、長めの前髪を搔かきあげて乗り気なんだけど。ノリが良いのか悪いのかよく分からん奴。

　すると川橋も立ちあがり、腕を伸ばしてスマホを高くに位置させた。

「いいねえ。じゃあ、ちょっぱやで撮るよお……ああっと碧木さん、そこだと見切れちゃうから、もっと寄って！」

「え、俺も入っていいの」

「当たり前でございますよ。それじゃあ準備よい？　いきまーす！」

　パシャッと白色の光が瞬またたいた。川橋は一瞬の合間に渾こん身しんのキメ顔を作ってポーズ。写真を撮られ慣れてない俺は、渾身の間抜け顔をシャッターの内に収められた。準備よくねーよ、乙女はスピードが命ってほんとだったのかよ。

　隣を見てみたら、吉澤も口を半開きにして、ピースを作りきれてなかった。




　　　　※　　　※　　　※




　好きなもの［パン］。趣味［音楽鑑賞］。

　俺の残り仕事は、たしかに空白に文字を入れるだけだった。

　単純な文字列が、余白の多い画面におおきく表示されている。残ってくれた川橋にはファイル保存のやり方を教えてもらった。期日内の提出は無事完了だ。

　ひと仕事終えた俺と川橋は、職員室のある二階まで移動するあいだ、流行はやりのテレビ番組について話しながら歩いた。聞き手に徹してたら、そこそこ付いていけた。

「じゃあウチ、情報室の鍵かえしときますよ。一緒に入ってくのも、アレだし」

「ああ。頼んじゃってもいいか」

「いいよいいよお。じゃーぁねー」

　くるりと回転する背中。俺はなんとなく、歩いていく川橋を見ながら立ち尽くした。

　露骨に避けられてた川橋と、こんなやり取りができるようになるなんてな。

　すっかり忘れていた。勇気を出して行動すれば、世界はあっさり広がってしまう。

　だからまあ、真に問題なのは──世界が広がった後の事なんだ。色んな場所に馴な染じめずに、逃げだしてきた過去。その総体が、亡霊のようにして俺を睨にらんでた。

「……行くか」

　俺は、今回の《試練》の結果を報告しに、屋上前へ向かうことにした──

「あー、草野だあ。日直当番おつかれー。いま帰り？」

「うん、そうだけど……川橋ちゃん、いま碧木くんと別れてなかった？　え。え？　どういうこと？」

　──職員室前から聞こえてくる、川橋とだれかの会話から、逃げるように。




　　　　※　　　※　　　※




　いつ屋上前に来てみても、雨森は静けさの中に居る。

　そいつはきょうもとびらの横で、ちょこんと足を伸ばし長座していた。ちいさく聞こえてくるのは、卓越した指ゆび捌さばきによってボタンが浮き沈みする音。

　その変わらぬ光景は、どこか安心すら出来る。だが、同時に、四辺形に照らされた雨森のシルエットは──絵になるからだろう──ある種の寂せき寥りょう感と焦燥感も与えてきた。

　この胸に去来する情動は、友だちみんなが帰ったあと、暗い公園でひとり遊んでた時の心細さに似ている……なんつって？　安い感傷に浸りすぎだな。

「パイセーン。言われたとおり《試練》の結果報告に来たんスけど」

　頭上から声をかけてみたが、やつはゲーム画面に集中しっぱなしだった。だが発言の方はしっかりと聞いてたみたいだ。雨森は不動のままに口を開いた。

「はい、お疲れさまでした。その、万馬券を落としたお父さんぐらい絶望した声……結果は失敗のようですね？」

「いやこれ素の声。なう平常心。むしろ安らかな心持ちだわ、ふざけんなクソ探偵」

「ふむ。いつもより強がるような態度……ええ、名探偵かつ名師匠には分かります。結果は大失敗ですね？　分かっていたことですがお疲れさまでした」

「お〜、アンタさては弟子への信頼がねぇな？　グレんぞコラ。盗んだバイクでニッポン縦断して爆走珍道中したるぞテメー」

　しないけどさ。自分で企画したんだから、ちょっとは成功の可能性についても考えとけよ。首筋に手を当ててそっぽ向いたら、視界端の雨森が鼻で笑った。

「そう拗すねないでくださいよ。ええ、私に抜かりはありません。今回の《試練》は最高難易度。もちろん失敗は想定済みです。本日はプレゼン講師を用意しました☆」

「また誰か呼んだんすか」

「ええ。本来なら、口も利ききたくない相手なのですが、碧木君のために呼んだのです。地面にめりこむほどの五体投地をもって感謝するように」

　どうやら雨森は、俺が失敗するのを見越して救済措置を用意していたみたいだ。サプライズのつもりなんだろう、いつも以上のドヤ顔をキメている。

「時間的に、あのひとはもうすぐ来る手て筈はずです。しばし到着のほうを──」

「いや、あのッスねえ、今日の《試練》は失敗してないんだわ」

　ありがたいやら申し訳ないやら。俺は雨森の発言にカットインして結果を告げた。

「……成功……？」

　雨森はようやく、ゲームから顔をあげて目を見開いた。そんなに意外っスかねえ。

「まあ、そうな。普通に手伝ってもらえたわ。ナイフ向けられたし、なんか喧けん嘩か手前まで行ったけど、結果的には成功だった」

「ち、治安が悪い。ああいえ、いまはそんな事どうでもよいのですが……」

「いやアンタ、もっと食いついとけよ。一歩まちがえれば後輩が停学になってたんすよ」

　日常に潜んでいた凶器がそんな事扱いされていた。

「ええ、そんなことより碧木君あなた……クラスのひとに声掛けられたんですか？」

「え？　ああまぁ、こっちも切羽詰まってたしなぁ。勢いでグワっと行ってみた。話しかけるだけなら、元から出来なくもないしさ」

　クラスメイトが、浮いてる俺の頼みを引き受けてくれるか。それが不安だったんだ。

「で、ですか。でも、これは負けイベントのつもりで設定したのに……あ、いえ、その、ひとまず《試練》の達成おめでとうございま……」

　尻すぼみに勢いが落ちてゆくお祝いの言葉。俺は「す」の音を聞き逃した。

　どういう訳だか、雨森はしょぼくれている。むしろ喜ぶ場面じゃねーのかよ。あんたは俺を、逃げた教室へ押し戻そうとしている師匠なんだから。

「あー……じゃあさ。アレしようぜアレ。難易度ハンパないらしいのをクリア出来たんだし、たまには祝勝会でも行かね？」

　色んなことから目を逸そらすようにして言った。

「祝勝会、ですか」

「ちなみにこれ、ナンパとかじゃねえからまた誤解すんなよ。どっかで乾杯でもしないすか。俺、マジで金無いし、コンビニで菓子とジュース買ってふたりで開けるだけなんだけど。街まで出りゃ、それなりに落ち着ける場所もあるし。みたいな」

「…………私は、行きません。ひとりで盛り上がってください」

「えっ、ああそう……」

　俺のお誘いは逡しゅん巡じゅんの様子もなく断られた（これは普通にショックだった）。

　鳩はと田だの言ってた事は本当だった。たとえ何度遊びに誘っても、このカンジは来そうにない。雨森はここから動く気がなさそうだった。

　縮こまるように体育座りになった雨森は、すぐ脇の屋上のとびらを、まぶしそうに見上げてる。会話が止まった気まずい静けさ。遠くから吹奏楽部の演奏が聴こえてきた。

　そして──その音楽を搔き消そうとする強い足音が、遠方から近づいていた。誰かが迫ってきてる。だんっだんっだんっ。音の間隔から察するに、そいつは二段飛ばしで階段を駆けあがってきてた。

　やがて現れたのは、線の細い小柄な男だった。

　早歩きに近い速度のソイツは、踊り場を通過して、この足場まで一気に上がってくる。

「待たせたな……すぅー、はぁっ……遅くなってすまない。会議が、長引いた……」

　息切れしている男。こいつが、雨森の呼んだ……プレゼンの「講師」なんだろうか。整ったベビーフェイスの額から、だらりと汗が流れ落ちた。

　そんな疲れた様子の男子生徒を、ポニテ女は興味なさげに一いち瞥べつして言った。

「もう帰っていいですよ。用済みです。お疲れさまでした」

「なっ……!?」

　雨森は手のひらを階段へ向けた。容赦ねーな。呼びつけといて鬼かこいつ。

　帰宅を促された「プレゼン講師」とやらはさすがに驚いてたけど、すぐ涼しい顔を作り、眼鏡のブリッジを指先で持ちあげた。

「フッ。着いた瞬間から女王さま仕草とは、やるな……だが、おれはその冷たさを受うけ容いれよう。どちらかと言えば、マゾヒストな傾向にあるからだ……」

「知りません。キモいです。きらいです」

　眼鏡の男は、雨森の小学生みたいな罵倒を受けるも、口こう端たんを歪ゆがめ不敵にほほえむ。こんな露骨に拒絶をされてイヤな顔をしないあたり、マジで本物のＭなのかも。

「ひさびさに連絡をくれて、口も利いてくれたかと思えば……そんな強い言葉を使うなよ〝心こころちゃん〟。おれが、悲しい気持ちになっちゃうおそれがある……」

　不敵に笑う眼鏡男は痛みを快楽に変換できなかったようだ。どうやら真性のマゾヒストではないらしいな。いやそれはどうでもいい。そんなことより。

「え、パイセンの下の名前〝心ちゃん〟っていうんすか？」

　思わず、俺は会話に割りこんで訊きいていた。

「マイネームイズ心ちゃんですが。それがなにか」

「いや。名前、初知りだったし……」

「ですか」

　雨森心は無表情で納得したがそれだけだった。いや、絶対わざと隠してただろアンタ。ていうか、３週間近くもいっしょに居て、下の名前すら聞きだせてないのはどうなんだ。

　改めて思う。俺は雨森心のことを、そんなによく知らないんだ。

　たとえば、屋上前を領地と呼んでこだわる理由とか、よく話題に出てくる親おや父じさんについてとか。訊けば軽くあしらわれるだろうし、触れようともしなかった。

　この馴なれ馴れしい眼鏡ヤロウは、その辺りの事情もご存じなんだろうか。だとすれば、なんでだろう。苛いら々いらするな……無遠慮にじろじろ見てたら、男は俺の視線に気づき余裕ぶった笑みを漏らした。

「フッ。最上級生に対し、そのメンチの切り方……きみが、鳩田の話題にあがっていた碧木照てるか」

「鳩田ってことは、もしかして生徒会の関係者か？」

　その男は薄い笑みをもって返事としてきた。

　最近の昼休みに、雨森が『生徒会のメンバー、毎日おんなじぐらいの時間に来て、ゲーム機を強制没収してくるんですよ』との愚痴は漏らしていた。

　放課後に来るなと命じられてる俺は、鳩田を除いてその場面には出くわした事がない。けれど、生徒会が教員たちに代わって、雨森に圧力を掛けてるのは確かだった。

「立ち退のいてもらう前に、いちおう紹介しておきましょうか。こちら邪悪の権ごん化げ、悪の親玉。全校生徒の模範になってほしくない阿あ呆ほうナルシストこと生徒会長です」

　立ちあがった雨森は、本人が答えるよりも早く眼鏡の男を紹介した。紹介された本人は涼しい顔でポケットに手を突っ込み、余裕の笑みを張っつけてる。

「紹介にあずかった、生徒会長の一いちノの瀬せだ……よろしくたのむよ」

「ああ、うん。どーも……」

　この残念っぽい男がうちのガッコの生徒代表なの、まじで？　あの有能でやり手の？　まだ出会って数分だけど、全然そうは見えなかった。

「ってか、すごいなアンタ。歳とし下したにボロカス言われてよく動じねえな。それが生徒会長の貫かん禄ろくってやつなんすか」

「彼女の暴言にはもう慣れきっているのさ……熱いお湯もノドらへんをすぎちゃえば平気、みたいな言葉があるだろう。まさしくそれだ……」

「もう黙ってください。これ以上喋しゃべると、いまよりも残念さが露呈しますよ」

　顔をしかめた雨森は、並び立つ一ノ瀬を心底イヤそうに遠ざけた。

　背格好が近く、整った童顔のふたりは、どこか兄きょう妹だいのような印象さえも受ける。俺の頭には『同族嫌けん悪お』という言葉が浮かんだけど口にはしなかった。

「ほんと、もう大丈夫ですから。後輩への紹介も済みましたし、もうすぐに帰ってください。あなたに頼みたい案件はぽしゃりましたので」

「フッ。そうかい。では、何のために呼び出されたかも知れないまま、おれは失礼しよう。ついでにコレは没収していく……規則は規則、だ」

　緩慢な動作でゲーム機を拾いあげると、一ノ瀬はポケットの中にそれを滑らせた。おもちゃを取りあげられた雨森は、男を恨めしげに睨にらみつける。

「今度こそ、お互いに用は済みましたね？　とっとと私の領地から失うせてください」

「はっ、まだ言ってるのか心ちゃん……ここは学まなび舎やだ。この建物の権利は、名も知らぬ偉い方々が持っている。屋上前は、きみの所有地ではないんだよ……」

　聞き分けのないクソガキを諭すような言い方。挑発とも取れるその注意を聞いた雨森は、みるみるうちに耳まで赤くなった。

「で、出てってください。今すぐ私の領地から出てけ。はやくっ、出てけよぅ！」

「そうしよう……だが、いつまでもその不法占拠、ならびに校則違反が続けられるとは思わないことだ……下校時刻までには家に帰るようにな」

「うっさいですっ。ばかー！」

　握った両手を振りあげて、雨森は分かりやすくキレた。一ノ瀬は余裕ぶった笑みのまま、明け方散歩してるジジイぐらいの速度で退散していく。

　屋上前に静寂が戻ってきた。雨森の怒りは収まってないようで、ふーふーと荒い呼吸。やがて我に返ったそいつは、俺に視線をよこしたが、すぐにまた俯うつむいた。

「あー……生徒会長とはどういう関係なんだ？」

　咄とっ嗟さに質問が出た。空白を埋めるためだけの、あんまり答えを知りたくない質問。

「なんつうか、けっこう険悪なカンジだったけど。昔に何かあったとか、そういうの？」

「私を詮索しないでください」

　雨森はパーカーの袖をぎゅっと握って壁にもたれかかり、ずるずると座りこんだ。

「《試練》は……達成です。それで、今日はもう、おしまいです。さようなら」

　弱々しい声。階段で事故りかけたときと同じぐらい、活力が感じられない。だから、これ以上ここに居てはいけなかった。

「……あー、オッケ……帰っとくわ」

　雨森をひとり置いて、俺も生徒会長の後を追うように階段を下りていく。

「…………」

　出来れば目を背けていたかった。だけど、これ以上は厳しい。もう認めるしかない。

　いつも強気の自称・頼れる師匠は、実のところ屋上前の支配者でもなんでもなくて──そもそも、誰かに教えを授けられるほど、強い奴やつでもなかった。

　暗い空間でひとりうずくまる寂しい先輩だった。







[image: ６章　たたかうコマンドを選ばなきゃ、経験値が入らないように出来ている]

　睡眠負債という言葉は本屋さんの販促ＰＯＰで知った。

　慢性的な寝不足は、たとえ休日に長時間寝ても、根本的に解消されないとかなんとか。毎まいんち街中を歩きまわってる挙げ句入眠も遅い俺は、眠気の負債を相当に積みあげてる。

　家族と顔を合わせたくない──そんな病的な逃げグセのせいで、俺は夜が更ふけるまで家には帰れない。だから、ちっとも眠りの借金が返せない。単純に頭が重たかった。

　ぐあっと欠伸あくびをしながらも、１時間目と２時間目を繫つなぐ10分休みに教室へ入る。

　こうした寝坊がデフォルトだと、もはや俺なんかには誰も注目しちゃいない。

「おはよ、碧あお木きくん」

　──ひとりだけ例外は居るけど。

　大人しめの女子らと話してた草くさ野のが、会話を切りあげ俺の座席までやって来た。

　映画館に行ったあの日以来、こいつは宣言どおり、教室にひとが居るときでも俺へ話しかけるようになっていた。

『草野ぐらい誰とでも喋れるやつだと、碧木と喋ってても不思議じゃない』

　そう判断したらしき周囲の奴らは、俺らの会話を早々に背景の一部として処理したみたいだ。

「はよっす……」

　礼儀として簡略な挨拶を返した。朝から喋ることなんて無いけどなぁ。

「うん、はよっすー。それで、早速なんだけどね。これ、なにかな？」

「あァ？　朝からなんすか……」

　どかっと着席しながら上向いた。

「これだよ」

　草野は指輪の箱でも開けるみたいにスマホの上下を手で固定させ、俺へ差しだす。

　そこに写ってるのは俺・吉よし澤ざわ・川かわ橋はしのスリーショットだった。加工が施され、吉澤と俺の目ン玉が煌きらめいている。殺風景な情報室もハートのフレームで彩いろどられてた。

「この素敵な写真は何なのかなあって」

「あーそれ……え、なんで草野が持ってんだ」

「きのう川橋ちゃんから見せられて自慢されたからだね」

　ふっと外された草野の視線。教室前方で一軍の男女がはしゃいでる。その輪のなかの川橋が、俺たちに気付いて小さく会え釈しゃく。口元がニヤついてやがる。

「話、聞いたよ。碧木くんはプレゼンテーションの準備で困ってたんだよね？　それなのに、どうしてかな。どうして私を頼ってくれなかったのかなー……って」

　スカートの裾を右手で握って、きゅるりんとした瞳を向けてきやがった。机に乗せられた左手首からは、バニラフレーバーの香水がふんわり漂う。久々に胡う散さんくさい、計算された仕草だ。

「ああ……」

　そこで俺は、先日の草野の申し出を断った己の判断に、ようやく合が点てんがいった。

「おまえに頼ってたら、ダメな奴になりそうだったから」

　あの時ファミレスで草野の手を取ってても、いずれは逃げだしていたに違いない。たとえ、草野の力で一時はクラスに馴な染じめても、いつかはボロが出てただろう。

「えっ。だ、ダメなやつにはしないよ！　私、プレゼンとか得意だもん。ふたり手と手を取り合えば、完璧に近い発表になるはずだよ」

「……あ？　ちげえよ。ダメって、そういう意味で言ったんじゃないけど」

　会話がすれ違ってる気ぃしたけど、俺が訂正する間もなく、草野はアップアップなテンポで二の句を継いだ。

「えっでもほんとに得意なんだよ？　中学生のとき、人前に出るのはみっちり練習したんだもん。内気な自分、変えちゃうぞーって」

「はあ。そうなん」

「そうなんそうなん。だから得意だよ？　もうほんとに、手取り足取り教えられちゃうからね。緊張しないコツは聞き手をじゃがいもだと思いこむことだよ！」

「え、それ効果あんの。人間サイズのじゃがいもが転がってたらクソキモくねえ？」

「そんなリアルには想像しないかな。うん。あとはね、スクリーンの横に立って、しっかり前を見て──」

　キンコンカンコン。本鈴が鳴った。

「あ、鳴っちゃった。話の続きは放課後にしよっかー。またね？」

「あァ？　放課後って、おい、草野……」

　返事をする暇も与えず、草野は自席へと戻っていった。




　　　　※　　　※　　　※




　10分休みのあいだ、俺は何度か草野の一方的な約束に断りを入れようとした。

　しかし草野は、クラスの輪の中で綺き麗れいに微笑を振りまいてたから、イマイチ話しかけにくかったんだ。結局、そのまま断りきれず昼休みへ突入してしまった。

　こっちもどうせ、放課後はヒマだから、いいんだけど。何だかなあ。

　もやついた感情のまま、ミニドーナツの袋を片手に、教室から出る。そしたら心がスッと軽くなった。そうだ、これでいい。きょうも屋上前へと避難しよう。

　急ぎ足で階段をあがり、三年生の多い三階廊下を、我が物顔で歩いてく。この数週間ですっかり慣れた道程だ。

　ひと気のない理科室の前を通り、また階段を上ったら、足場の隅っこのとびら前には雨あま森もり先輩が座っていた。

「どーも」

　つまんなそうに挨拶した雨森は、何も食べていなかった。

「うっす。パイセン、飯は」

　普段から食してる栄養ドリンクやパン耳の類が見当たらない。そいつは何台目かも知れない古いゲーム機で遊んでいた。

「ご飯は、ありませんね」

「忘れたの？　ミニドーナツで良かったら半分あげるけど」

「要りません。お心遣いはありがたいですけど、食欲の泉は枯れてますので」

　ぐぅーうぅ。タイミング良く（いや悪く？）主張控えめな空腹音が鳴った。そいつは「あ」と声を漏らして腹をおさえると、照れ隠しのようにゲームを止やめた。

「鳴ってるって。食欲、バリバリあんじゃないすか。遠慮とかいいから、俺のドーナツ貰もらっときなって。な。困った時は助け合いマインドでしょう」

「いえ、あの……ほんとに大丈夫ですから。絶賛ダイエット中なんですってば」

「は？」

　そんな肉付きの少ない体で？　これ以上瘦せたら消えて無くなンじゃねえの。

「ヨユーで見抜ける噓うそつくなよ。ダイエットってなに、マジならやめとけよ。一日三食が健康の秘ひ訣けつだって前テレビでやってたっすよ。アンタ、朝メシ食べてんの？」

「私の食事事情を詮索しないでください」

「…………」

　そう言われちゃ黙るしかねーんだけど。俺は拒絶にめっぽう弱かった。

　でもそれ、分かりやすく不健康じゃん。健康は大事だって、前に自分でも言ってただろ。

「とにかく腹は減ってンでしょ。助けてもらってる恩もあるし、いまならパシリでも何でもやるよ俺。なんか食いたいのあんなら、ダッシュでコンビニとか行きますけど」

「…………」

「ガッツリいきたいなら、学食まで付き合ってもいいよ。なあ、どうすんのパイセン」

「…………」

　返事は待てども来なかった。無視かよ。はン、日本人らしく察しろってか？

　そうも普段との落差を見せられたら、いよいよ訊きかざるを得なくなる。

「元気ねえな。もしかして、所有地がどうとか言われたこと気にしてんすか」

「っ……」

　そいつは図星を突かれたようだった。

『屋上前は、きみの所有地ではないんだよ……』

　きのう、生徒会長が去さり際ぎわに放った言葉。

　第三者の冷静な指摘は、この少女による〝屋上前の支配者〟の如ごときふるまいを、封じこめてしまったんだろう。いまの俯うつむきがちな雨森からは、自信の一片も感じられなかった。

　ソイツはしばらく黙りこんでいたが、やがて諦めたように口を開いた。

「……あんなこと、慕ってくれてる後輩のまえでは、言わないでほしかったのに……」

　雨森はいつもの無表情で──無表情を繕ったかなしげな様子で続けた。

「碧木君も気付いてはいたでしょう。私が偉そうに物を言える立場にはないことに」

「え、まあ……そりゃあ。話していく内に、なんとなくは」

「ですか。ですよね。どれだけ偉そうにしてようと、私ってただのアレな娘こですしね」

　途中で切るような溜ため息いきをついた雨森は、自嘲めいた笑みを浮かべた。

「私がハリボテだって気付かれるまえに、この場から出ていってほしかったのに」

　ハリボテ……本人の言う通り、そうなのかもしれない。

　初見では『気軽に他者をよせつけない自信家で饒じょう舌ぜつな美少女』ぐらいの認識だった。昼休みは、気分で独りで居るだけだと思ってた。

　しかし言葉を交わしていく内に、察しの悪い俺でも、この少女がズレてる事には気づける。遠回しな他者への拒絶として、過剰なまでに偉ぶってたことも。

　要するに雨森は、屋上前での独りを選んだ強者じゃなくて──俺と同じようにここまで追いつめられてきた、手負いの子犬だった。

「そもそも先輩はさ、何で屋上前に執着してんだよ」

「どうして……そんなこと訊くんですか」

「や、あんた前に自分でゆってたじゃん。ひとに喋しゃべったらラクになるかもなんだろ。どうすか、そろそろ理由とか教えてみません？」

「……私の事情を聞きだして、どうするつもりですか」

　質問に対する質問攻め。

　俺は迷ったけど、雰囲気にまかせて恥ずかしい台詞せりふを吐くことにした。

「あーまあ、あんたの力になりたい的な。アレだよアレ。パイセンの《試練》みたいに、俺にもできる事があるかもだし──」

「やめてよ」

　短い拒絶だった。形式的な敬語が外されて、敵意がちりっと混じりこむ。

　すぐに「しまった」と思った。そういう流れだと勘違いして、踏み込みすぎた。経験の少なさは仇あだとなり、あっという間に窮地を作る。

「バランスを、壊さないでくださいよ。私が上で、あなたが下。それでよかったじゃないですか。それで場は回ってたじゃないですか。どうして詮索しようとするんですか？」

「あ。いや、すんません」

　すぐに謝ったけど、焼け石に水だ。眼前の秘密主義者は静かに怒ってる。立ちあがった小柄な女は、触れれば霜焼けしそうな冷たい瞳で俺を見下ろしていた。

「屋上前に執着している理由ですか。ええ、ええ、そんなに知りたいなら教えてあげましょうか？」

「え、言ってくれんの。その……いいんすか」

「いいですよ。反応に困ることまちがいなしですけどね……知りたがったのは、あなたの方ですから。つまらない昔話を開始させたのは碧木君。それだけは留意して聞いてくださいね。では、はじまり、はじまりー」

　雨森はどこか震えた幼い声で、語り部としての開始を宣言した。すぅっと深呼吸して、溜息のように吐きだしてから、少女は訥とつ々とつと語りだす。

「幼い頃から……ギャンブル依存症の父と、ふたりきりで暮らしてきました。お父さんは、賭けに負けると怖くなって、お酒を飲んで、怒ってるようなひとでした。それで、家計は、常に困窮してました。すこしでも節約するように言いつけられていて、テレビはつけられず、冬は寒いし夏は暑くて……朝はパン耳と水道水で空腹を満たしてましたよ。支払いの遅れる給食だけが頼りでした。学校では話題にもついていけず孤立してましたね、流行遅れの安い娯楽しかあたえられなかったから……容姿だけは良いいこともあり、調子こいてる認定されて苛いじめられたこともありましたっけね。そんな環境で育ってきて、高校生の現在はこうですよ。中古ゲームを心の支えに、本来ならだれも来ない行きどまりに居座ってるだけですよ。どこへも行かず、屋上前に居座れば、お金を使わずに済みますし安全ですからね。めでたし、めでたし……どうですか？　私の事情を知れて満足でしたか」

「…………」

　雨森の過去。ハリボテの裏に隠そうとしていた秘密が、堰せきを切ったように流れてくる。

　はっきり言って処理できなかった。俺は経験値の少なさからか、何と返せばいいのか分からなかったんだ。

「……ははっ。こうなるって知ってたから、言いたくなかったんですよね……」

　俺のツラを見た雨森は──自分じゃどういう表情をしてるのか分からなかったけど、呆ぼう然ぜんとしてるんだろう──乾ききった笑いをした。

「いや待って。言っときますけど、引いてたンじゃねえからな、いまの間」

　咄とっ嗟さに出た言葉には何の効力もなかった。雨森はとびらにもたれかかるままズルリと三角座りになる。ハリネズミのような自衛の姿勢。

「師弟関係を結んだあの日……碧木君の事情を聞いたとき、どこか私と状況が似てるなぁと思いましたよ。孤立して帰る場所がないところとかね……それで私は、あなたの力になろうとしました」

　どこか総括めいた話の切りだし方だった。関係を終わらせようとする圧力が感じられて、俺は焦あせった。そのくせ、肝心の喋りの方は回らない。

「師匠とかって見み栄え張って……はは、滑稽でしたね。クラスに馴な染じめないのは、私だって同じなのに。ええ、こんなおままごとはもう続けられませんよ。師匠越え、おめでとうございます。クラスメイトに話しかけられた碧木君は、無事に免許皆伝です」

「……なんすか、免許皆伝って」

「私に教えられる事などもうありません、卒業ですよ。碧木君は『クラスに馴染む足がかりを作る』という最高難易度の《試練》を達成しましたよね？　おめでとうございました。ここから先は自力で頑張ってください、元弟子。さようなら」

「わ、別れの挨拶してんじゃねーよ。あんた、そんな暗い顔してマジで終わらせる気か。一方的に裏ッ側を語っておいて、それはないんじゃないの。なあ。困ったときはお互いさまじゃねえのかよ」

　雨森はゲーム機を取りだして画面に視線を落としてる。何の言葉も届く気がしない。俺はこれ以上、なにを言えばいいか分からなかった。具体的な一手が見つからないんだ。

「あえてまだ偉ぶるなら──ここでは私がルールです。碧木君、もうこんな行きどまりには来ないでくださいね。来たとしても存在しないように扱います。あなたとの昼休みの時間、実はそれなりに楽しかったですよ。では、今度こそ、さようなら」

　心の門もん扉ぴがギギギと閉じてく音がした。

　忘れていた。人間関係の糸なんて切れる時はあっさり切れるんだ。自分で実践してきたことじゃねえか。

　それ以降の雨森は、宣言どおり、俺の語りかけに対して全くの無反応を貫いた。




　　　　※　　　※　　　※




　その日の放課後の俺は、寝不足と吐き気でグロッキー状態だった。

　まあ、元から雨森は俺を歓迎しちゃいなかったし、あの幕引きだって予想はしてた。けど実際に来るなって言われたり無視されたら辛つらい。そして俺は逃げた。

　明日からの昼休み、どうしよう。屋上前に行っても無視されるんだろうな……

「はぁー………………」

「あ〜もったいない。タメ息ついたらしあわせが逃げちゃうよ？　出した分のしあわせ二酸化炭素は吸ってこうよ」

「要らねぇモンだから出したのに、無理して吸わないだろ……」

「あはは。たしかにそうだね」

　俺は草野に、放課後の教室へ居残りさせられてた。プレゼンとか、もうなんか、どうでもいいんだけど……とにかく練習するんだってさ（他人ひと事ごとのように思えてきた）。

「えーと、疲れてるなら甘いものでも取らない？　私ね、昼休みのうちに、購買でお菓子とか買っといたんだ。じゃーん」

　包装されたミルクキャンディや一口サイズのチョコレートが、机の上でころころ躍る。そのうちの一粒が机の端から落ち、もうひとりの同席者の足元へと転がった。

「これ、ぼくも貰もらっていいのかな」

「じゃんじゃん摘つまんでほしいかも。吉澤くんも食べて食べて？」

「ああ……触れるタイミング逃してたけど、なんで吉澤が居るんだよ……」

　俺は脚を組みなおして件くだんの人物をアゴでさした（腕を上げるのもダルかった）。

「え、誘っちゃったから。川橋ちゃんと吉澤くんが参加したプレゼン準備の会に、私だけ参加できなかったんだもん。仲間外れはずるいよー」

「ずるいとかじゃないでしょうよ……」

　正面の机には、後ろ向きに座る草野。左の机にはアニメ声のヴォーカルに浸ってる吉澤。雨天のために蛍光灯のともる教室には、俺らの他に誰もいなかった。この場に川橋がいないのは、クラスの垢あか抜ぬけてるやつらと遊びに行ってるからだろうか。放課後に入ってすぐ、ビリヤードやカラオケといった単語は聞き齧かじった。

　草野もそっち付いてった方が楽しいと思うけどなァ、俺みたいな雑ざ魚こと喋るんじゃなくてさ。顔をあげて前を見たら、泣きぼくろ女は俺の顔を注視していた。

「なあに？」

　アイトゥーアイ。

「なんも……」

　ふいっと逸そらした。いつもの流れ、目を合わせて喋れない病気。そのまま顔ごと左に逸らしたら、吉澤のやつが俺と草野を眼球だけで見比べていた。

　なんだよ……声に出して訊きこうとしたら、そいつはすくっと立ちあがった。

「ぼく。迷惑なら、帰ってもいいけどな」

「……？　急にどしたのおまえ」

　どうしたこの声優オタク。急に帰りたくなるとか俺みたいなやつだな。暴れる馬を鎮しずめるみたく、手のひらでどうどうと制した。

「迷惑じゃないわ。むしろ助かるっての……てかアレ、連日付きあわせて申し訳ねェ気持ちしかないよ。お望みなら感謝の土下座をお見舞いしてやってもいい。ざァけんな吉澤」

　ミルクキャンディを口内へ放りこみながら、八つ当たり気味に言い放った。横目で見たら、吉澤は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔。んな衝撃発言でもねえよこれ。

「そうか……今日はたまたまオフの日だし、積極的に付きあわなくもないけどね」

　どこか満足気に座りなおす吉澤だった。逆にオンの日ってなんだよと思った。

「よぅし。親交も深まったところで！　第二回・碧木くんのプレゼンをお手伝いしちゃお〜の会を始めよっか？」

「へえ。これってそういう趣旨の会だったんだ」

「知らないで来てたのかよおまえ……」

「プレゼン準備のつづきとは思ってなかった。まあ、自己紹介のプレゼンなんて誰も聞いてないから、そんな入念に準備しなくていいと思うよ」

「す、すごいね吉澤くん？　ものの十数秒でこの会を開いた意義を全否定したね」

　草野の笑顔が若干崩れた。吉澤は泣きぼくろ女の顔を一いち瞥べつしながら、チョコの包みを爪で剝がしつつ続けた。ブレないやつ。

「30人以上もの人間が、自己分析したパーソナリティを浅く発表するんだ。気合いを入れて準備しても、大半の人間の印象には残れないよ」

「うぅっ、吉澤くんの言ってることに反論できない……！　うん。それなら、うん。ここは前向きに、記憶にのこる発表を目指していこう。えいえいおー！」

「いや無難でいいんだよ無難で……悪目立ちしたら、アレでしょう」

　そもそも俺は、無難に発表できるかどうかすら怪しいんだ。

　碧木照てる、出席番号は１番。先頭打者だ。注目を集めることは分かっていた。下手な発表を打てば、強烈な悪印象が残ることだろう。

　あーやべぇ、悪い出来事が重なり過ぎて、具合もさらに悪くなっていく（ここ数年、俺は精神的な不調が肉体的不調として出やすい傾向にあった）。

「ううん。無難なプレゼンを目指すのはよくないよ。すぐに準備が終わっちゃうよ？　この準備の会、来週の本番まで毎日やるつもりだったのに」

「ま、毎日？　つまんねえ帯番組かよ。プレゼンをテーマに話すことそんな無ねェよ……」

「えー？　あるよ、あるある。お菓子をつまみながらノートを取って研究とかするんだよ。目指せプレゼン甲子園〜ってね！」

「放送前からの爆死が決定してる日常アニメみたいな企画だ」

「うん。山谷を付けにくそうだから、脚本とシリーズ構成に期待が高まるよねー」

「作画と声優にさえ力が入ってれば、売れると思うけど」

「え？　物語性のほうが重要だよね。運命の出会いがあったら爆売れだよ」

「……は？」

「え、やる気？」

　火花を散らすふたりの会話にピンと来てない俺は、雨のつづく教室の外を眺めた。

　雨と雨森先輩。そんな初級編の連想ゲームをしてしまう始末。あいつは今も薄ぼけた暗闇の中、かちゃかちゃとド○キー３をやってるんだろうか。やってるんだろうなァ。

　だけど、もう……俺は関与できない。

　度胸も根性もない俺は、拒絶に耐えきれず、屋上前から逃げだしたんだ。あの先輩の悲しそうな顔には、なにか、掛けてやれる言葉があったはずなのに。

「まぁ、物語も絵も、どっちもすっごく大事だよね？　バランス、バランス」

「そう結論づけようか──アニメは総合芸術なのだから」

　意識を教室に戻したら、ふたりはすぐに和解していた。なんの争いだったんだよ。

「うん。とりあえず碧木くん、まずは発声練習から始めよっか。コツは腹式呼吸だよ？」

「切り替えがすげえし……つうか無駄に本格派だな……」

　このあとは本当に、ドレミファソラシドからあえいうえおあおまでやらされた。腹から声を出したらゲロるかと思った。

　しかし、まあ。

　こういうクラスメイトとのくだらない時間こそ、夢見てた高校生活の楽しさなんじゃないかな、とも思った。




　　　　※　　　※　　　※




　１週間近くが経過し、ついに情報のプレゼンテーション当日。

　俺は朝から気が気じゃなかった。

「あーやべ。クソッ、やべえ。向いてねェんだよこういうの……向いてない事はやらせんな高等教育……ダリい、眠ねみぃ……うぜえうぜえうぜえうぜえ……」

　ひとの居ない通学路で俺はぼやいた。こちとら緊張で寝つけず、徹夜を経てからの登校だ。陽ひも出てこない内に家を出て、近所の徘はい徊かいで時間を潰した。

　なんだかんだ先週は、草野と吉澤（たまに川橋）にだいぶ手伝ってもらった。毎日だいたい１時間弱。草野主催の放課後のお茶会は、俺の自己表現力を向上させた──

　──が、そのぶん失敗できないというプレッシャーも双そう肩けんにのしかかってきた。

　二重の意味で頭が痛い。頭蓋の内側で、ずきんずきんと不快さが叫んでる。

　もうひとつ頭を悩ませるのは、雨森との仲直りだ。いやまあケンカした訳じゃないけど。無視されつづけたらもう行けねえじゃん。

　上手うまくいってんだか、いってないんだかァ。俺は安物の傘を肩に掛け、信号を待った。ここんところ天気はずっと雨だ。冷えるしジメるしサガるサガる。

「んおー、照ちゃんじゃあん！　おはっぴーでぇす☆　ハッピー？　うぇ〜い！」

　そんな中、朝からアガってる女が居た。水玉傘の高身長、鳩はと田だ未み来らいだ。空いてる方の手を使って、馴な染じみない文化圏のハンドサインを向けてくる。

「朝からうっせえな。頭ン中が遊園地かよ」

「ほう、碧木照か……ボンジュール、だ」

　その横には、以前会った低身長のカッコつけ眼鏡。たしか、一いちノの瀬せだ。一ノ瀬生徒会長。蝙蝠傘こうもりがさの中、ポケットには片手を入れて、肩には鞄かばんを掛けるラフな歩き姿。

「チッ。うちの国の挨拶は、ボンジュールでもおはっぴーでも無いけどなァ……」

　ただでさえ手一杯なのに、生徒会コンビになんて付きあってられるか。

　俺は挨拶を返さないまま、青信号に変わった横断歩道をわたった。

　そしたら歩速を合わせてコンビで付いてきやがった。

「やーねー？　さっきたまたまカイチョーと会って、いま雨あめせんぱいの話してたんすよ。最近ぜんぜん元気ないし、口数も少なめで参っちゃうんだよねえ。なんか知らん？」

「…………」

　原因は俺かもしれない。なんて打ち明けたところで、現状は何も変わらない。

「さあな。知らね。おまえら生徒会が、執しつ拗ようにゲーム取りあげてるからじゃねーの」

「それは、仕方のないことだ……校則違反は校則違反……ド○キーコ○グ３のＲＴＡ練習など、学校ではなく、我が家でやればいいだろう」

「そりゃーまあ。正論だけど」

　正論すぎる。その当たり前が出来ないから雨森はあそこに居座ってんだろ。

　反論せずに黙ってたら、生徒会長はきざったらしい笑みを浮かべながら言った。

「碧木照よ。本来ならば、教師が行うべきゲームの没収行為を……われわれ生徒会が代理で行っているのはなぜだか……わかるか？」

　奥二重の下、格好つけた流し目での出題だ。今そんなクソ問もんに頭まわす余裕ねえって。

「ぴんぽーん！」

　無視しようとしたら、鳩田が存在しないボタンを押して回答権を得ていた。

「カイチョーさんが、甘ちょろちゃんだからっ！」

「そうだ……このおれが、甘ちょろちゃんだからだ……」

「その表現でいいのかアンタ。乗っかるなよ」

　ふざけてる雰囲気のふたりだが、その後の発言内容は、思いの外マジメだった。

「心こころちゃんによるゲーム機の持ちこみは、昨年より教員間で、しばしば問題視されていた……そして怒れる生活指導により、心ちゃんが停学になる一歩手前……生徒会長であるこのおれが、彼女の更生を条件に、屋上前の見回りを受けもったカタチだ」

[image: ]

「噓うそだろ？　あんた、パイセンのこと庇かばってたのかよ」

「そうとも取れるだろうな……」

　一ノ瀬は眼鏡のブリッジをくいと持ち上げた。

「それで、あたしも見回りをやってるんだ。生徒会への推薦を条件にねー。って、ああこれ前にも言ったっけ？　まーとにかく、おもしろい学園生活を送る上で人脈は大事コネ！　コネコネコネコ、コネコネコ！」

　鳩田は存在しない粘土をこねながら「にゃんだばさだー」とか言ってた。日本語ならびに行動の乱れがハンパじゃない。朝から接したいテンションじゃねえな、マジで……

　ただまあ、ようやく真の構図が見えてきた。

　こいつらは善意で、あの門番さんを、屋上前という場所から引き剝がそうとしてたんだ。

　わりと身に覚えのある話。俺はまた、頭が痛くなってきた。

「なあ。そのパイセンの更生って、没収の他にはなんかやってんすか」

　しかし雨森を更生させるには、ただ闇雲にゲーム機を没収するだけじゃ上手くいかないだろう。現にあいつは、何台もサブ機を所持することで、日々の没収に対応してる。

　次の一手が必要なはずだった。

「フッ。そもそもゲーム機の没収など、『やってる感』を出すための隠かくれ蓑みのにすぎないのだが……そうだな、本命の策は、ここで明かす必要のないことだ」

「あーそれオフレコなんすかぁ。えー、でも照ちゃん気になるっしょ？　ねね、照ちゃんにだけ、こっそり教えたげよっか!?　秘密の共有しちゃおっか！」

「いや……べつにいい」

　生徒会長のもったいぶった仕草には引っかかりを覚えるが、俺は詳しくは訊きかなかった。どうせ、俺はもう雨森に関与できないんだ。頭が痛い。なにも考えたくなかった。

　そんな態度がつまらなかったのか、鳩田はふっくらとした唇をツンと尖とがらせた。

「ヴェーっ、もっと関心寄せてよ〜。誰にとってもいい報告になるはずだからさぁ。雨せんぱいにとっても誰にとっても嬉うれしい、笑えるイベントが待ってるから！」

「あっそ。笑えんの……」

「そそそ。笑顔の花、乱れ咲きだよー。人生ウケてなんぼだしー、一回きりだしー、できるだけ笑えるものだけに触れて生きたいよね〜」

　視線をやや斜めに傾ければ、結構近くにシリアスな顔。乱れた喋しゃべり方でごまかされがちだけど、鳩田未来は存外マジメなやつなのかもしれないな。どうでもいいけどなァ。

「ふむ。笑いによってもたらされるポジティブな諸効果は素晴らしいが……鳩田、『笑う』という行いには、時として無自覚な攻撃性が含まれることを忘れるな」

　先輩風をごおごお吹かせながら一ノ瀬は言った。

「とあるフランスの哲学者は、笑いという行為に懲罰的な側面があると指摘している。人間は社会を維持するために、『笑い』をもってして人物の機械的なこわばりを矯正──」

「あ、そういうマジ話いい、要らないっす。わからん祭り開催中なんで、話題ポイで！」

「フッ。了承した、この話題は捨て置こう……」

　先輩風はすぐに吹くのをやめたみたいだ。生徒会長は寂しげな笑みを浮かべていた。

　その後も生徒会コンビは、俺の横でとりとめのない雑談を続けた。参加する気の起きない会話は、まるで内容が入ってこない（単に頭が働いてないってのもあるけどさ）。

「んでねー、その雄ザメって、ち○こが二本生えててー、岩壁にがんがん体押しつけながら子作りすんの。もうハード交尾なんすよ、モラルゼロ！」

「ほう。それでは、ＤＶではないか……家族は大事にするべきだろう……フッ。その種のサメには今度、おれから説教しておく事とする」

　試しに意識して聞いたら、全然朝から聞きたくない会話だった。ざァけんな、この残念美形ども。

　つうか実感湧かないけど、このカッコつけって生徒会長なんだよなあ。

　じゃあ全校規模のイベント時なんかは、全生徒のまえに立ったりするんだ。授業でのプレゼンなんかは余裕でこなせるンだろうなぁ（雨森もその意図があって呼んだはずだ）。そう考えれば、横に並ぶこの残念会長のことも、少しは尊敬したくなった。

「なぁ会長さん。アンタってさ、みんなの前で喋るときとか、緊張したりすんの？」

　俺は掛けあいの間を縫って訊いてみた。

「一切しない。何故なぜならば、おれは、世界の中心に立ってるからだ……」

　意味がわからなかったから尊敬すんのはやめた。




　　　　※　　　※　　　※




　６時間目──情報の授業は体感すぐに訪れた。日中も緊張しっぱなしだった俺は、午睡さえままならず、いまでは目ま蓋ぶたを開けるのもシンドい。

　周りのクラスメイトには、俺ほど緊張してるやつは居ないように見える。めいめいにお喋りを楽しんだり、備品のパソコンを立ち上げて遊んだり。

　俺は、ひたすら手元の紙片に目を落としていた。『立ち位置・声の張り・聞き手の方を向く』。重要なメモだ。これさえ押さえておけば、浮いた発表にはならない。

「碧木くん、もうすぐ本番だけど調子はー……悪そうだね？」

　10分休みを利用して、情報室での俺の座席に草野がやってきた。もう慣れた。

「おまえ俺のメディカルケア担当かよ……むしろ良い、絶好調。元気印の桃太郎さんだわ……」

「えー？　噓ばっかり。顔色で分かるよー」

　俺は顔をそらして壁のほうを見つめた。観察するな。

「まあ、疲れるのも無理ないよね。地獄の特訓に耐え抜いた後だもん。プレゼン甲子園優勝はこれで決まりだね」

「そこまで特訓した覚えねえよ。ほぼ食堂で茶ァしばいてただけだろ……」

　俺のツッコミ未満の返しに、草野はくすくすと笑った。こいつとの１週間は、お菓子をつまみながら海外のプレゼン動画を観みて、冷やかしつつ雑談してるだけだった。

　要するに草野は、俺と放課後を過ごす口実が欲しかっただけのような──それは、まあいい。どうせただの思い違いだ。

「あ、ちなみに、本番で緊張したときは……私の方を見てくれていいからね？」

　草野は自分の唇に人差し指を当てて、悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみかけた。

「し、しねーし見ねェよ。こんなプレゼンごときで緊張とかねえわ。ざけんな草野」

「あはは。まあ、そうだよね。それじゃあ、お互いにがんばろうね？」

　草野は俺から離れると、適当な女子グループの輪の中に入っていった。

　あいつもあいつで、常に色んなやつらと喋らなきゃいけないのは大変そうだ。泳ぎ続けるマグロ。人気者の宿命ってやつだ……いやいい、いまはこっちに集中だ。

　声帯を鳴らさずにメモ内容を呟つぶやいてたら、本鈴が鳴った。ホワイトボード前の男性教諭が開始を告げる。草野が号令をかけた。起立・礼・着席。

　プロジェクターの調整の後、改めて評価基準を説明されたら、あとは本番だ。

　男性教諭は出席簿を手に取ってから、教室内をきょろきょろ見回した。

「そんじゃあ、出席番号１番の……居た。碧木。碧木照さん、前に出てきてもらえる？」

　来た──心臓の鼓動が一段と大きくなる。ドクッという嫌な震えが全身に伝わった。

　俺はゆっくりと立ちあがり、怯おびえを悟られないよう胸を張って歩いていった。

「ファイルのほうは……あー、これね。えー、改めて全体にも説明しておきます。このリモコンの、右のボタンを押せばスライドは進むから覚えておいて。どうぞ」

　俺はリモコンを受けとった。が、力みすぎて奪うようになってしまった。男性教諭は呆あっ気けにとられた表情になったまま脇にはけた。すいません。

　普段騒がしいクラスメイトも、いまだけは沈黙を守り、俺の顔面とスライドに視線を集中させている。視線。視線。視線視線視線。

　視線が刺さる、突き刺さってくる。注目。注目されている。いつから俺はこんなに視線が怖くなってしまったんだろう。失敗への不安が膨れあがって破裂しそうだった。

　俺は吐き気を堪こらえながら、前を見据えてプレゼンを始めようとした──

「……っ。……っ……」

　──困った。声が出ない。声帯が開かない。これじゃ始められないんだけど……？

　戸惑いと不ふ甲が斐いなさは、すぐさまぶつけどころのない怒りへと変容した。ざァけんな。どうしてこうなる……ふざっけんな、何でだよ！　クソ！

　無言で突っ立ったまま前方を睨にらむ俺に対し、一部の生徒がひそひそ話を始めた。「始めないんかな」「何してんの、アレ」どよめきはあっという間に伝でん播ぱしていく。

「……授業妨害じゃん。ありえな」

　最前列で山やま寺でらは言った。足元が、不安定だった。浮くような眩暈めまいがする。逃げろ逃げろと記憶が命令していた。視界が彷徨さまよう。部屋の出口は案外すぐ近くにあった。

「碧木？　もう始めていいんだぞ」

　男性教諭が苛いらつき気味の声を出した。

「るっせえな……」

　悪態だけはすぐに口をついて出た。ふざけた声帯だ。先生の顔がひくついてる。これ以上ここで無言を貫いてたら、べつの問題に発展しそうだ。

　早く、早くしないと。でも、単純に……吐きそうだ。酸すっぱい液体がいちど食道をせり上がり、ごくりと唾で押し返した。

　いま吐いたら、どうなる？　俺に突き刺さる視線は、すぐにでも嘲笑にまみれることだろう。そんなのは御免だった。

　なら、もう……いいや。俺はいつものように、この場から逃げることに決めた。舌打ちでもかまして、情報室のドアをぶち開ければいい。すぐに全員が見捨ててくれるはずだ。

　脱出準備完了。俺は顔ごと、体を出口の方へ向ける──




「じゃがいも、じゃがいもだよっ、碧木くんっ」




　──途中、どよめきに乗じて野菜を小声で叫ぶ謎の女を見つけた。

　じゃがいも。じゃがいもって……カレーに入ってたら美味うまい野菜だ。それがナニ？

　あー、なんか言ってた気がする。緊張しないコツは、聞き手をじゃがいもだと思うことだって。いや、その声掛けじゃ伝わんねえよ。口元がつい緩んだ。

　次に、俺は無意識のうち吉澤を探していた。あいつは腕組みをして、周囲の喧けん騒そうを意に介さずプレゼンに注目していた。そうだ。吉澤にも準備は手伝ってもらったんだ。

『すまない、碧木さん。前に作ったパワポ資料は、速やかに終わらせようと簡単に作りすぎた。せっかくここまで付き合ってるんだし、もっと良いものにしたい。碧木さんの情報を聞かせてくれるかな。改善するから』

　お茶会に参加してくれた吉澤のおかげで、スライド資料の出で来き栄ばえはだいぶ変わった。初日の質素なものと違って、見やすく、派手な出来栄えになっている。

　その準備の会だって、川橋が喧けん嘩かを未然に止めてくれなきゃ成立しない会だった。

　その川橋は、怯えるでもひそひそ話をするでもなく、ただただこっちを見つめてる。不思議と落ち着いた。不快じゃない視線も、クラスの中にはあったんだ。

　それに本を正してみれば──雨森が俺の背中を押してくれなきゃ、なにも始まっていない。あいつが俺を見捨てていたら。師匠ぶってくれていなかったら……今頃俺は、学校には来てなかっただろう。

　色んな奴やつらのおかげで、俺はこの場に立ってる。立ててるんだ。そう考えたら、逃げようとしてた足が止まった。

　手元のメモに目を落とす。草野が作ってくれた三箇条。俺は前を見据えて、軽く頭を下げた。落ち着け……横隔膜を膨らませて、はっきり発声しろ。

「プレゼン、始めます」

　声帯から出たのは普段の通らない声じゃなかった。ざわめきがすこし収まった。

「名前は、碧木照。出身は名古屋。元転勤族でェ、あー、血液型はＢ。好きな食べ物は米とパン、いや噓うそ、コンビニの売り物全般。趣味……は、音楽鑑賞。動画のおすすめン出てきたやつテキトーに聴いてる。……もうスライドないか。イジョ、お疲れっした」

　あっけなかった。

　ぱち……ぱち。数秒遅れでまばらな拍手。俺はリモコンを教卓に置き、自席へと戻った。困惑気味の男性教諭は、何事もなかったみたいに出席番号２番のやつを呼びだしてる。

　終わった……んだよな？

　プレゼンの出来としちゃ、20点も貰もらえれば良い方だ。草野たちと考えた台本はすべて頭から飛んでしまっていた。達成感はそこまで無い。

　それでも逃げずに耐えてみれば──『逃げた』以外の結果は生まれるんだ。小学生でも知ってる当たり前。気づくのに、２年以上もかかってしまった。

　浮いた発表になって、もちろん結果は失敗だけど、やり遂げられてよかった。

　そんな心情を知ってか知らずか。遠くの席の草野が、握りこぶしをギュッとこちらに向けていた。ナイスファイトのメッセージ。

　俺はそれを受けとって、重たすぎる目蓋を閉じた。







[image: ７章　コーラvsカードvsドロップキックvs門番少女と屋上のとびら]

　プレゼンを終えた翌日の朝。

「……あっぢぃなクソっ！」

　覚醒した俺は、すぐに暑苦しい布ふ団とんを撥はねのけた。

　カーテンの隙すき間まから、無駄にあったけえ日光が無許可で入ってきてやがる。

　昨日までは雨続きだったクセに、どういうつもりだよ。

「おいぃぃい……舐なめてんのか朝から。久方ぶりの快眠を邪魔してんじゃねーよ、カスお天てん道と様さまが。雲にでも隠れとけよ！　きょうも元気に露出中か。あァ？」

　太陽とかいう球体に喧嘩ふっかけれるぐらい俺は元気だった。

　きのうは一般的な学生がするように陽ひが落ちてからすぐ帰宅して、そのまま床に就いたんだ。それから十数時間、気絶したように寝ていたら、体調は劇的に改善されていた。

　不快の嵐が吹きすさんでいた頭の中も、今では妙にすっきりしてる。

「頭ン中だけじゃねーな」

　心の方も軽くなっている。

　それは、プレゼンが終わった安あん堵どからかもしれないし、今まで自分に課していた「親が寝静まるまで帰らない」という縛りが解けたからかもしれない。

（俺目線で）とてつもなく厳しかった鬼のプレゼンは、染しみついた逃げ腰をすこし和らげてくれた──そんな気がした。

　そのとき、誰かが家の階段を上る音。両親はまだ出勤してないみたいだ。

　普段の俺なら音を立てず、家族が消えるのを待つところなんだけど──

「…………」

　ま、まあ？　家族なんだし？　おはようぐらい言うのは普通だよなァー。

　そうそう、礼節を重んずる文化的な態度が、いつの時代も社会を回してきたんだよ。だから数年ぶりに息子が挨拶をしてもヘンじゃない。そうだろ。そういう事にした。

　だからまあ、とりあえず、その、挨拶から始めてみようかな。とか思った。

　できた溝はすぐには埋まらない。それでも少しずつなら埋め立てられるはずだ。

　足音が近づいてくる。ドアノブを摑つかんだら、ごくりと勝手に喉が鳴った。

　べ、べつに緊張することじゃない。な？　ガキの頃には挨拶ぐらい、意識しなくても出来てたんだから。そう、普通に行こう！　普通に！

　自分に言い聞かせる俺は、フツーじゃない心臓の動どう悸きを意識しながら、自室のとびらを開けて出た。




　　　　※　　　※　　　※




　昼休み。俺は雨あま森もりと向きあうため、１週間ぶりに屋上前へと向かっていた。

　えっちらおっちら。足取りのほうは割かしヘビィだ。重い重い。

　逃げたい気持ちは、正直まだある。また拒絶されたらどうしようってな。染みついた逃げ腰は、多少和らいだところでそう簡単に消えてくれるもんじゃない。

　ただまあ、逃げたくなっても、根を張るみたいに足腰をふんばれば、耐えられないこともないんじゃないかなぁっていう、そういう前向きな意気込みが、いまの俺にはあった。

　親とだって、久しぶりに、挨拶だけでも交わせたんだ。雨森に無視されても、逃げずに踏ん張りつづければ……そのうち言葉を交わせられるんじゃないか。

　つうかさ、お世話になった雨森と──いや雨森先輩と、あんな別れ方をするのは、なんつうの？　ヤだろ。そう、嫌じゃん。

　自分の行動原理を確認しながらも、のっそりと理科室の前を通りすぎ、俺は戦地へとつづく階段を上る。

　こんなことで怯おびえんなよ俺……普段どおりでいいんだ。１週間前と同じように話しかけりゃいい。たとえ無視されても、返事が来るまで喋しゃべりつづけてやる。

　よし、行くぞ。

「うい〜っす、先輩こんにチワワだワ〜ン。おーし１週間ぶりだな、今日は無視させてやんないぞ〜って、ええ？」

　俺の意気込みは肩透かしに終わった。珍しい。足場の隅っこの方で、雨森が寝てる。

　なんだシエスタ中かよ、ずいぶん優雅だなァ。ていうか昼寝とか珍しいな──

　──いや違う。おそらく、そいつは倒れていた。長いポニテの束をばらけさせて、苦しげに床に伏している。走った後でもないだろうに、雨森の呼吸は荒かった。

「えっ……え？　お、おい、大丈夫か雨森先輩」

「…………」

「む、無視された……んじゃないよな」

　意識のない雨森を抱えおこし、ニキビのないおでこを触った。常人のそれよりも確実に熱い。素人しろうとでも判断できる体調不良だった。

「えええっ？　こんなん想定してねーよ……ま、まずは保健室だよな。え、アンタ歩ける？　って寝てるんだった！」

　俺はわりとパニクってた。どうすればいい、おぶって連れてけばいいか？　待てよ、経験と知識のない素人が、意識のない人間を背負ってもいいものなのか。

　知らない。仮に落としてしまえば、さらなる被害に繫つながるかもしれない。ここは保健室まで行って、人手と担架を借りてくるべきか……

　とかってグルグル考えてたら、雨森は俺の膝枕のうえでうっすら目ま蓋ぶたを開けた。

「あ、よかった。起きたかよ」

「……ん」

「あんたには色々言いたい事あんだけど……まあ、今はいいや。とりあえず立てる？　熱やべえぞ。すぐにでも保健室に──」

「……おとうさん」

「えっ」

「おとうさんだ……おかえり……っ」

　雨森がひしっと俺の腹にしがみついてきた。ほのかに感じる女性的な柔らかさは俺の思考回路を寸刻だけ停止させた。

「ええええちょ待って生んでない生んでない！　こちとらクソ童貞だわふざけんな。あんたアレだ、寝起きと高熱で意識が混濁してる系のアレだよそれ」

　俺はドギマギしながら、寝ぼけた病人をゆっくりと引き剝がした。

「ぇ……おとうさん……じゃ、ないの？」

　泣きだしそうな声だった。なんだろう、この、外見相応に幼い反応は。

　夢見る子どもに対して、サンタがいない現実を突きつけたような罪悪感があった。

「…………。ぁ、よくみたら違う……てゆーか、あおき君じゃないですか……」

「最初からそうなんスけど」

「わー……恥ずかしぬぅ……あ……もう、あおき君としゃべっちゃだめだった……」

　舌っ足らずな喋り方をするその口を、雨森先輩は両手でぎゅっと塞いだ。何歳だよっていう幼稚な振る舞い。そいつはまだ、夢から覚めきってないみたいだった。

「あーうん。いまは喋んなくていいよ。今度でいい。それよりも歩けんの」

　雨森はぽーっと俺の顔を見つめていたが、やがてふるふると首を振った。そしたら頭痛がしたらしく、眉をひそめて側頭部をおさえてる。

「そっすか。んじゃー、おぶって連れてくわ。落ちないようにしがみつけるか」

「…………」

　こくんと頷うなずいて、しゃがみこんだ俺の背に雨森が乗ってきた。

　力が入らないなりに俺の首へと手を回して、ホールドしてくる。背中に当たる柔らかめな感触は気にすんな、ふざけんな俺。

「じゃあ行くぞ」

　足腰に力を入れて立ちあがる。ほぼ脱力してる人体はそれなりの重さだったけど、それでも軽い方なんだろう。相変わらず心配になる細さだった。

　そのまま一段一段と慎重に階段を下りてたら、雨森はささやくようにして言った。

「……ごめんね」

「いや……気にしないでダイジョブ」

　お互い様だから。




　　　　※　　　※　　　※




　すれちがう生徒たちから向けられる視線に耐えつつ（このまま逃げたら誘拐だろ）、なんとか保健室まで辿たどり着ついた。

　勢いよくスライド式のドアを開ける。昼食中だった養護教諭と女生徒は、逃げるように飛び込んできた俺を見てぎょっとした。

「急患っす」

「あら……それじゃ伝わらないかな。どうしたんですか」

　品のよさそうな白衣のおばさんが、落ちついた笑顔で対応してくれた。

　俺は、雨森が屋上前で倒れてたことを説明しながら、空いてるベッドにゆっくりと寝かせる。そいつは移動中にはもう夢の中へと帰っていたらしい。しっかりと手が回されてたから、その寝落ちには気付けなかったんだ。危ねぇよ。

「あらら。すごい熱」

　カーテンの向こうで、ぴぴぴという体温計の音が鳴っていた。

「何度だったんすか」

「38・４℃。これは……早退させたほうがいいかな。先生は一いちノの瀬せさんのご家族に連絡をしてきます」

「あ？　一ノ瀬？　え待ってセンセー、名字まちがってないすか。こいつ、雨森だけど」

　急ぐべき事態なのは分かるけど、深刻な呼び違いが引っかかってしまった。

　一ノ瀬って誰だよ。それはあの、残念な生徒会長の名字だろ。

「あまもり？　一ノ瀬さんですよね。２年４組の一ノ瀬心こころさん」

　先生は訂正することなく「職員室に居ます」の札を掛けていそいそ出ていった。

　なんだか俺の指摘の方が間違ってたらしい雰囲気だ。ナニソレ？　過去最大にナニソレ。

「……あのポニテの子さあ。冬になったらよく来るよ」

「え？　ああ、そうなん」

　混乱する脳内をまとめる前に、先客から話しかけられた。どこか暗い影のある女は、高校での越冬経験済みの上級生らしい。

「あの子、冬はよく熱だして、早退してる印象ある。心因性の発熱ではなさそーかな」

　女は妙に訳知り顔だった。保健室登校なのかもしれない。見れば、左の手首には意味深なピンク包帯が巻かれていた（じゃあ保健室登校じゃねえかよ）。

「あいつのこと詳しいんすか」

「屋上前に座りこんでる娘こでしょ？　あの容姿だし、保健室にもウワサが届いてくるぐらいには有名。話しかけても高確率で無視されるから、一部じゃ亡霊って呼ばれてる」

　情報に疎うとくて知れなかった嫌な呼ばれ方。舌打ちしそうになったけど堪こらえた。

「ちょっと前まで雨ざんざん降りだったし、亡霊ちゃんも、季節の変わり目で体調くずしたんじゃない」

「……そうかもな」

　他に、まともな食事を取ってなかったコトも関係してそうだ。

　１週間前、雨森はダイエットとか宣のたまって、昼食を抜いていた。あの分じゃ朝食も取ってないだろう。栄養不足による免疫の低下も考えられた。

　あのとき俺が、もっと強く、昼飯を取るよう進言しておけば──

　──いや、俺は逃げたんだ。過ぎたことを後悔したって仕方ない。

　これからだ、これから逃げずに変えていこう。俺は決意を新たに右拳を握った。

　その後……養護教諭を待ってるあいだ、俺は手首包帯女と気まずい時間を過ごした。

　そいつは訊きいてもいないのに「私クラスで問題起こしちゃってさ……」とかって継続して喋りかけてきた。どうやら、同年代の話し相手でも求めてたみたいだ。

　どこの世界も厳しいねってカンジ。あーあ、逃げたい逃げたい。




　　　　※　　　※　　　※




「でさ、そしたらそのカップル、わたしのリコーダー舐なめまわして○○に挿入して盛り上がりはじめたの。目の前の私が許可出してないのにだよ。ねぇねぇ、酷ひどいと思わない？」

「あー……そっすね。たしかに酷いんじゃねェの。知らんけど」

「でしょ。それでわたし、こいつらありえない絶交！　って思っちゃったの」

「あー……そっすか。もっと早めに思っとくべきだったんじゃねェの。知らんけど」

　決意を新たにして数分で逃げたみがマックスぶっちぎった。

　養護教諭、はやく帰ってきて。この女が保健室登校に至るまでの話、めっさインモラルな方向に進んでるよ。こんなのいち生徒じゃ対処できねえよ。

「……その一歩引いたようでちゃんと向きあってくれてる姿勢、喋りやすいかも。名前なんていうのキミ。あ、いまスマホ持ってる？　メッセ交換しようよ」

「えっ」

　適当に相あい槌づち打ってただけなのにロックオンされてんだけど。こ、これ以上は俺の手に負えねえよ……だれか助けて！

　そのとき、俺の切なる願いが届いたのか、保健室のドアががらりと開いた。

　養護教諭と連れ立って入ってきたのは、生徒会長の一ノ瀬だった。

「フッ……」

　俺を確認して鼻につく笑み。ムカつくけど、助かった感だけはあるな。

「生徒会長さんも体調不良かよ。つってまあ、違うんだろうけど」

「違うとも。おれは健康優良児だ……園児の頃から皆勤賞は逃していない」

　脳裏に「バカは風邪引かない」という有名な文句が浮かんだけど口にしなかった。

「おれは迎えに来たんだ。そういう碧あお木き照てる……きみは何故なぜここに居る？」

「ああ彼。倒れてた一ノ瀬さんのご家族を、保健室まで運んできてくれたの」

　養護教諭の説明は助かるけど。会長おまえ、俺のフルネーム口にしてんじゃねえよ。向かいに座ってるヤベェやつに名前バレしたじゃねえか。

　そんで向かいの女も「あおきてる、あおきてる……」とか復唱しながらメモ取ってんじゃねえよ。あの、単純に怖いから。

「仮に発見が遅れていれば、昼休み中に心ちゃんを我が家へ届けることは叶かなわなかっただろう……体調もより悪化していたかもしれない……感謝する」

　カッコつけ男は丁寧なおじぎで頭頂部を見せた。情報多めで処理が追っつかない。

「や、何なんだアンタ。実は雨森先輩の家族だったの。つうか一緒に住んでんの？」

「如何いかにもそうだが……やれやれ、心ちゃんはそんな事も伝えてなかったようだな」

　生徒会長は眉間を揉もんでから肩を竦すくめた。言われてみれば背丈だけじゃなく、顔立ちはおろか雰囲気までも似ている。まるで気付けなかったのは、あいつが雨森とかいう偽名を使ってたからだ。

　当の秘密主義者は寝込んでて、名を騙かたった真意は聞き出せない。

「雨森とは、まさしく心ちゃんの旧姓なのだが──」

　そこで生徒会長は、同席してるヤベえ女を一いち瞥べつした。

「この場で心ちゃんの境遇を語るのは少々憚はばかられる……先生、心ちゃんの荷物が送り届けられるまで、しばし外させてもらう」

　やつは断りを入れて保健室から出ていった。迷ったけど、俺もすぐ後を追うことにした。

「またね、碧木。話、聞きに来て。怪け我がしたらわたしがマキロン塗ったげるから」

　俺は今後いっさい怪我をしないように細心の注意を払うことになった。

　一ノ瀬の後を追う。そいつは、すぐ近くの廊下端にまで辿りつくと、くるりと壁に背中を向けた。

「さて碧木照、何から知りたい……おれに答えられる範囲で話してやろう」

「え、いいの。じゃあ、まずはアレだろ。会長って、雨森先輩の何なワケ」

「不明瞭だな」

「関係性。一緒に住んでる家族らしいけど、その辺はどうなってんだよ」

「なるほど。おれは、あの娘の従兄いとこだよ……彼女の父親が亡なくなった後、一ノ瀬家が心ちゃんを引き取った」

　……さくっと言ったな、雨森の父親が死んでるって。薄々感づいてはいたけど、その事実は鳩尾みぞおちだけを狙う拳のように的確で重たかった。

「心ちゃんの父親は、なんというか、生活に難のある人だった。妻を早くに亡くして以来、ギャンブルやアルコールに依存するようになり……数年前、酩めい酊てい状態のまま階段から落ちて命を落とした」

　転落死──先日、雨森が階段から落ちそうになったときの怯おびえた反応を思いだす。あいつの中での父親は、良くも悪くもすげえでかい存在なんじゃないか。

「叔父は、酒代やギャンブル代をせびってきた生前の行いから、一ノ瀬家にひどく煙たがられていた……娘の心ちゃんもまた……」

「煙たがられてるってか」

　生徒会長はシリアスな顔をして頷いた。

「おれだけは別だがね。お兄さまと呼んでほしいと、日夜、星々に願っている……」

　シリアスな顔でその付け足しは要らなかった。

「最初は我が家の両親も、父を亡くした心ちゃんを、快く家族に迎えようとした……が、彼女は心を開かなかった」

「はあ。どういう風に」

「話しかけても口を開くのは極々稀まれ……部屋にも閉じこもりがちな日々。極めつきにはなぜか、日常的に屋上前へと居座り、不良と化する始末……」

「あーそういうこと。やっと雨森先輩の状況が見えてきたわ」

　なんだよ。あのひと、マジで俺と似てるんじゃねえの。

　家にもどこにも居場所を作れなくて、屋上前まで追いつめられてきたんだ。

「フッ。そこでだ碧木照──君を『同盟』の一員と見て、頼みたいことがある」

「あ？　話は聞くけど、その前になんすかそれ。どーめい？」

「決まってるだろう……『ツンツン心ちゃんすきすき、だ〜いすき同盟』のことだ」

「そ、そんな恥ずい名前の同盟に入った覚えないよ。従兄とはいえ、よく真顔で言いきれるなあんた！」

「フン。どうせきみも、心ちゃんの魅力に気づけば加入してしまうだろう……いまのうちに入っておけよ若造」

「う、うるせーよ。どの目線での物言いだよ、ざァけんな」

「尚なお、現在メンバーは鳩はと田だとおれのふたりだ……我々はきみの加入を待っている」

「今後は同盟じゃなくてコンビって名乗っとけよ。入んねえから」

　俺は視線を逃したくて、首筋を触りつつ窓の外を見やった。６月の雨をたっぷり吸いこんだ木々の緑が、陽光に映えている。初夏はもうそこまで来ていた。

「はぁ……もう何でもいいけど。俺に頼みたいことってなんなんスかね。どうせ流れ的に、パイセン関連のコトなんでしょうけど」

　腕組みする生徒会長は、彫刻のように微動だにしないまま重々しく首肯した。

「そうだとも。心ちゃんは……あの発展性のない屋上前にこだわり、動けなくなっている。これは……由々しき事態だと思わないか？」

「まあ、規律守りてぇ生徒会長の目線からだと由々しいんじゃないの」

「それもある。だがな、おれは従兄として、そして『同盟』の一員として……現状を許せずに居る。彼女の青春には、もっと別の可能性があって良いはずだろうに……」

　別の可能性。それが何を指してるか具体的には分からないけど、こいつが雨森の現状を憂いているのは伝わってきた。

「俺にも協力しろって事っすか。鳩田のやつみてえに」

　要はこれ、雨森を屋上前から追いだす協力をしろ、って話だよな。

　俺はどう返事するか悩んだ。俺まであの先輩を追い立てるようなマネして、果たして意味があるんだろうか？　いや逆効果だろ。

「悪わりィけど、ゲーム機の没収とかは協力できねえな。第一、没収行為に効果は──」

「いいや。もはや没収の必要はない……おれが頼みたいのは、その先の出来事だ」

　俺の提言は遮られる。ギラリと光るやつの眼めには、決意の焰ほのおが燃え盛っていた。

「特別に伝えておこう。来月の頭、生徒会の半年以上にわたる活動の成果により──屋上のとびらは開かれる」

「……ハ、屋上開放されんの？」

　まじで？

「そうだとも……近年の運動部の増加につれて、さらなる活動の場を求める声が増えた。その解決が、第一の狙いだ。その副次的効果として……屋上前は公共性を取りもどす」

　ムダに小難しく語りたてる生徒会長は、どこか勝ち誇ったような表情だった。

「あの場は心ちゃんの領土ではなくなり、彼女は屋上前から解き放たれる……」

　屋上前に固執する雨森心、その停滞した現状を変える手はこれしかない。生徒会長はそう言いたげだった。

　本当にそうなのか？　脱皮の準備ができてない蝶ちょうのさなぎをこじ開けたって、グロテスクな中身がぶちまけられるだけじゃねえのか。

「碧木照。きみはおれと違って、彼女とマトモに対話できる希少な人間だ……その後の心ちゃんが真っ当な生活を迎えられるように、サポートを頼んでおく」

　俺が文句をつける前に生徒会長は歩きだしていた。やつは颯さっ爽そうと、保健室へ戻っていく。

　俺はしばし考えて……後を追うことはしなかった。




　　　　※　　　※　　　※




　生徒会長の宣言どおりだった。屋上が開放される、７月初めの全校集会でそう発表された。

　部活動への場所を提供することが目的だが、昼休みには、一般生徒が食事を取ることも可能だそうだ（痛ましい事件の再発を防止するために、教師が見張りでつくらしい）。

　今回の決定には生徒会がおおきく絡からんでる事も発表され、一般生徒たちは壇上の功労者たちに割れんばかりの拍手を送った。

　盛り上がってんじゃねえよ。俺は拍手のなかで、舌打ちをたくさん送った。




　その日の昼休み。俺はルーチンワークみたいに屋上前へ向かおうとする。普段はひと気のない階段が今日はやけに混雑していた。

　この学校でいちばん高い場所へ、我先にと進んでいく、知らない顔の生徒ども。おい、そこ雨森先輩の領土だろ。ずかずか土足で上がってんじゃねえよ、ミーハー共。

「…………」

　いや、まあ……分かってる。

　こないだまでのは雨森が勝手に居座って、勝手に自分の領土にしてただけ。不法な占拠でしかないんだ。校舎の中に、自分だけの居場所なんて作れない。

　だけどさ、この幕引きはあんまりだろ。こんなのは数の暴力、侵略行為じゃねえか。

　案の定、屋上前に座りこむ門番さんの姿は、どこにも見当たらない。いつも来訪者を押し留とどめてるアルミ製のとびらが馬鹿みたいにその口を開けていた。

　引き潮に流されるように、俺は屋上へと辿たどりついた。吹きぬける涼しげな風。視界の上半分には、夏のはじまりの青い空。流れゆくは白い雲。落下防止用フェンスの前に立って見おろす世界は、ムカつくことに開放感があった。

　地べたに座って弁当を食べさせあうカップルが「暑いねー」と媚こびた声音でイチャついてる。だったら教室で食えよと思った。

「あーっ、照ちゃんだ〜。やぽー！　検索エンジンはグーグル派のあたしが来たよ！」

「鳩田か……」

　ささくれだってる心に、そうとは知らない能天気な声がぶつけられた。振りむけば、笑顔の気安い長身女。鳩田未み来らいがカニさんピースをチョキチョキ向けてきてる。

「どおどお？　開放感、楽しんでる？　ウェイウェーイ！　いやぁ、こうもめでたい日には、自然と空の下に出てきたくなるよねーん」

「微み塵じんもめでたくねーよ。オメーの頭のがおめでたいわ……」

「い、いきなし口撃とかヒドくね？　どったん照ちゃん、カルシウム不足ちゅー？」

　鳩田に当たっても仕方ないことだけど、憤いきどおりが強くてつい口に出てた。

「いやコレどうすんの。雨森先輩、屋上前から消えちゃったじゃん」

　そいつは俺の八つ当たりにぱちくり睫まつ毛げをしばたかせたが、すぐにへらへらと笑った。

「雨あめせんぱいなら、まだ風邪っぴきが治ってないんじゃねー？　全快したらまた屋上前に戻ってくるっしょ。むしろ屋上にも出られて、せんぱい歓喜にちがいなし☆」

　様になってるウィンクを飛ばされた。楽観的な奴。鳩田は生徒まみれの屋上を見まわして、満足げに腰へ手を当てた。

「しかし、カイチョーさんも良いいことするよねぇ。ちょろっと屋上を開放するだけで、みんな笑顔、みんなハッピー。うむうむ、これぞあるべき生活の姿だねー」

　たしかに、座りこんでる生徒たちは、どいつもこいつも笑顔だった。よく晴れた青空のもと、仲間と食事を囲める青春のいちページを楽しんでいる。

　屋上の開放は、大多数にとって喜ばしいイベントなんだろう。昼食で行ける場所の選択肢が増えた。そんな刺激が嬉うれしいんだ。苛いら立だってるのは俺ぐらいなもんだった。

「鳩田の言う『みんな』って誰だ。そこに雨森先輩は入ってないのかよ」

「んん。なぜに〜？」

「俺にはあの先輩が、こんな人多めな場所でハッピーになれるとは到底思えねェけど」

　鳩田は最初、俺の言葉の意味が理解できなかったみたいだが、すぐに「あー」と納得したような声を漏らした。

「ネガいねー照ちゃん。当然、雨せんぱいも屋上開放でハッピーになれるっしょ！　勝負はまだまだここからだって〜」

「あァ？　勝負ゥ？」

「そそ。きょうは居ないけど〜、雨せんぱいがいつもみたく屋上前戻ってくれば、いま以上に周知されるじゃーん？　そしたら、おもしろかわゆい名物キャラとして名を馳はせてしまうってワケ！」

　俺にも理解できてしまった。鳩田がなぜ、ここまで楽観的でいられるのかを。

「おまえ……今回の開放で、パイセンの問題が解決されると思ってんのか」

「え、うん。これからは屋上の利用者も増えるから、興味本位で雨せんぱいに声かけるひとも増えるでそー？　そしたら仲良くなれる人も出てきて、連れ出してくれる人も現れて、あんなつまらん場所に居座る必要なくなるよね〜ん」

　その可能性は少なからずあった。でもさ、雨森はたぶん、みんなの見み世せ物ものになるような苦行には耐えられないんじゃないか。

　ピエロの真ま似ね事ごとは、多数の他者から向けられる嘲笑のまなざしに耐えうる人間にしか許されない。一対一で偉ぶるのとは訳が違う。鳩田の語る未来予想図は破綻してる。

「っちゅーわけでぇ、照ちゃんも協力してよ。まずは雨せんぱいに自然に知りあいを紹介する感じでどお？」

「やだよ」

「ありが、ヴェー!?　途中までお礼言っちゃったじゃん！　ど、どーして嫌なん？」

　調整豆乳を飲みながら、鳩田は首をかしげた。否定されるとも断られるとも思ってなかったみたいだ。俺は右手に持った焼きそばパンを揉もみながら言った。

「なんでって、説明ムズいけど。その作戦が上手うまくいくんならさあ──鳩田、そもそもおまえが、既にパイセンと仲良くなれてンじゃねえの」

「……う、うぐあっ！」

　針で急所を突かれたような声だった。ちなみにこの言説は、俺にも刺さるブーメランだった。あー、痛い痛い。

「そ、それは、あたしがウザくて、面白くない後輩だから。たぶん、雨せんぱいはあたしのこと嫌いになって、遊びの誘い断ってんだよっ。その内、もっといいひとが現れて、解決してくれるにちがいない！」

「おまえの作戦って他ひ人と任まかせだよなァ。まだ見ぬ出会いに期待なんかするなよ」

「う、うぐっ……」

「俺が言えた義理じゃないけど、もうちょい考えたほうがいいんじゃね……じゃあな」

　自称ウザくて面白くない女を置いて、俺は騒がしい屋上から立ち去った。

　起こってしまった事はもう覆くつがえしようがない。生徒会長の手によって、屋上のとびらは開かれてしまった。これからどう動くかが重要になる……そんで、何をどうしろと？

　誰かに喧けん嘩かふっかけて解決する問題でも、俺が我慢してどうにかなる話でもなかった。

「…………」

　まあ、うん。とりあえずいいや。雨森も、風邪が治るのを待ってれば、そのうち姿を現すかもしれない。

　こんど雨森先輩と会ったら、逃げずに事情を訊きいてみようと思った。




　　　　※　　　※　　　※




　屋上開放から１週間が経たった。

「パイセン来ねぇんだけど」

　雨になれば屋上の利用者は居なくなる。きっと先輩はその日の昼休みにここへ戻ってくるはず──とか考えてたらこのザマだよ。

「なあ来ねぇんだけど。オイどうしてくれんだ屋上のアホとびら。なにを毎日ぱかぱか開いてンだよ。御開帳か、おまえも露出狂か。通報してやろうか？　この変態ドア野郎」

　苛立ちのままにがんがんと蹴飛ばしてみたが、所詮は無機物だ、何も答えてはくれない。喧やかましい雨音を背景にしてちいさく揺れるだけだった。虚むなしい。

　雨森先輩は現れない。あの日の体調不良が、ここまで長引いてるとも思えなかった。

「不登校か……」

　登校拒否状態。生徒会長に計画を聞いたあの日から、こうなるかもとは思っていた。

　いちど休めばズルズル行く。校内に居場所がない奴やつなら尚なお更さらだ。経験上、長期休暇に入ってしまえば手遅れだろう。復帰は望み薄になる。

　その前にこちらからコンタクトを取りたい。俺にはその手段が一応あった。

　しかし、そこまで深入りしようとして拒絶されれば、激しい痛みを伴うことになる。俺のダサい臆病は完全に抜けきったわけじゃないんだ。

「はァーあああああああぁぁぁ……」

「わわ。今回は特大級のタメ息だね。しあわせ全逃げだ」

　階段下の踊り場に来るはずのない人物が居た。

　クラスメイトの草くさ野の麻ま里り佳かが弁当袋を片手に上がってきている。

「……あれ。なんで草野がここ来てんの。いつも飯食ってる奴らは」

「きょうは別のところ行くねって断り入れたよ。お昼、ご一緒してもいいかな？」

「え？　アー……」

　プレゼンの恩義がある以上、ダメとは言えなかった。むしろ良かった。濁して返事を返したら、草野は最上段に座る俺の横に腰を下ろした。

「近……ていうか草野はさ、なんで俺がここに居るって知ってんだよ」

「クラスの子に聞いちゃった。碧木くん、最近は屋上でご飯食べてるんだよね。きのうは吉よし澤ざわくんと一緒だったんでしょ？」

　そうだ。雨森先輩がいつ来るかも知れないから、俺は屋上から、屋上の前を観察していた。あの声優オタクが付いてきたのは謎だった（ついでに布教活動とやらでＡＳＭＲ耳みみ搔かき音声とやらを聴かせてきたのも謎だった）けど、悪い気はしなかった。

「吉澤くんと食べるのがいいなら、私といっしょに食べるのもいいんだよね。え、いいよね。もちろんいいよね？」

「い、いい。分かった、大丈夫だから落ち着いて。全然いいから、近ちけェって」

　整った顔がぐいと近づいてきたので、ぐいと遠ざかった。相変わらず距離感がバグってるよこの娘こ。俺は顔をそらして、工場製の安いバーガーに喰くいついた。

「あ、ごめんね？　でも、そっか。いいんだ。んー……ならよかった」

　草野はほっと胸を撫なでおろした。演技っぽくはない。たぶん素の反応。

「草野ぐらい誰にでもグイグイ行ける奴が、んな、飯誘うぐらいで緊張してんなよ」

「やー、はは……仰おっしゃるとおりで。なんかさ……こんなところまで付いて来て、迷惑じゃないかなぁって不安だったから」

　草野は上靴の踵かかとを階段にとんとん当てながら、ちらっと視線を寄よ越こしてくる。

「それはマジで今さら……あーまあ、迷惑とかじゃない」

　悪態つこうと思ったけどやめた。べつにもう、無理して草野を避ける必要もなかった。俺は視線を逸そらさずに言った。

「むしろ、俺なんかのコトを気にかけてくれてるのはすげえ分かる。ありがと」

「えっ。え───？」

　すぐ横の草野が戸惑ったような声を出した。

「と、戸惑ってんじゃねえよ」

「あ、ううん違うよ。私、マイナスの意味で戸惑ってないからね？」

「じゃあなんすか。いまの『えー』は」

「ええっと、まさかお礼言われると思ってなかったなぁって。だって私、かなり強引じゃなかった？　鬱陶しくなかったかなって」

「ああ。まあ、ちょいウザめな面はあったかもだけど……救われたカンジではある」

「そ、そっか。知らない内に救っちゃってましたかー」

　恥ずい台詞せりふを吐いた気がする。だけど、草野は笑ってなかった。泣きぼくろの委員長は、箸で摘つまんでたアスパラを弁当箱に戻して、こっちをじっと見つめた。

「そう言ってもらえたら嬉しいな。私、ウザがられてると思ってた。碧木くんが教室に見切りつけようとしてるの、ちょっとだけ邪魔しちゃったしね」

「……は？　マジで。俺って妨害されてたの」

「……これ言わないほうがよかったかも」

　泣きぼくろ女は口元を手で押さえたが、時既に遅し、誤魔化すようにはにかんだ。

「まー、いっかぁ。うーん、いい？」

「本人に訊いても仕方ないだろ。ちゅーか邪魔ってどーゆーこと。これ怒ってなくて、純粋に気になンだけど」

「えー、怒ってない？　説明するの恥ずいなぁ。私が自己チューってバレちゃうし」

「バレてもいいから、経緯をざくっと分かりやすく説明してもらえます。いやマジで怒んないんで。碧木照の顔も二十八度までだから」

「あはは、だいぶ多い。んー、どう説明しようかなぁ」

　たははと笑いを継続しながらも、草野は自分の頭部を指差した。人差し指の腹でリズミカルに叩たたく仕草は、その内側に収まってる大脳を連想させる。

「じゃあ。この中に『麻里佳の高校生活』っていう物語があるとするじゃない？」

「なんか、メルヘンかリアルか分かんねえ前提だな」

「そうかも。それでね、その話の主な舞台は教室なんだけど。そこに、私が中学から一方的に知ってただけの碧木くんが参加したら、物語はもっと素敵になるよね？」

「え。そんなん訊かれても困るけど。俺としちゃ、なるって答えにく──」

「なるんだよ」

　喋しゃべってる途中の「う」の口にタイミングよく何かを放りこまれた。

　吐き出せずに嚙かんだら、酸すっぱい汁が舌の上で広がっていく。加工されてない自然丸出しの味。俺は顔をしかめた。

「な、なんだこれ、ミニトマトじゃんか！　おええっ、すっぱッ。俺が乳児なら泣いてたぞコレ！」

「おー、そっかそっか、碧木くんもトマト苦手なんだね」

「碧木くん〝も〟？　おまえ、トマト食えないから俺に食わせたとかじゃないよな？」

「碧木くんがトマト苦手だって、無理やり私の物語に巻き込んでなきゃ、知ることもできなかった。そう、運命とは、素敵な物語とは、ある程度まで自力で手繰り寄せるものなんだよ…………」

「無駄に詩的なオーラ出してるとこ悪いんだけど、トマト食えないから俺に食わせたとかじゃないよな？」

「あ、ピーマンとアスパラも欲しかったら遠慮なく言ってね。あげるから！」

「ぜんぜん要らない」

　草野が冗談交じりにあーんと箸で差しだそうとしてきたので、しっしと手の甲で追い払った。

　ただ、まあ、こいつの考えに触れてひとつ分かったことがある。

　俺の高校生活には、雨森先輩が居てほしい。相手からの拒絶を怖おそれてちゃ、たぶんソレは不可能だった。逃げない覚悟だけじゃなくて、多少の押せ押せも必要なんだ。

「ふゥー。……なんか、草野と喋ってたらさ、ようやく決心もついてきたわ」

「決心。ってなんのこと？」

「ああ。ちょい疎遠になってた先輩が居るんだけど、今日あたり大事な話してくるわ」

「だいじなはなし」

　草野はぴしっと固まって、美術室に並んでる石せっ膏こう像みたいな険しい顔になった。

「つまり、そのう、それって今までより、もっともっと大事な関係になっちゃうカンジの大事な話……だったり？」

「あーまあ。そうなるんじゃないッすか」

　俺は弟子といった曖昧な関係に甘んじて、雨森から一方的に言い渡される《試練》を待ってるだけだった。それだけじゃ先には進めない。あの曖昧な契約で結ばれた屋上前での関係性では、いつか行き止まりになる運命だったんだ。

「へー。そっかぁ。そうなっちゃうんだー…………そっかぁで流したくないよ！　ここまで来てそんな、そんなにあっさり終わることがあっていいの!?」

「え怖っ。急にどうしたよ、声量すげえ独り言じゃん」

「お腹なかから声出したくもなるよねぇ!!」

　それから数分後。

　謎に顔をむくれさせていた草野は、俺と雨森の「元師弟」という関係を話すにつれて、徐々にまた優しい微笑を見せるようになった（さっきの取り乱しようはなんだったのか）。

「うん。そっか。その元師匠さんのことも、機会があったら紹介してほしいな？」

「機会ね……まあ、そのうち作れるように努力するわ」

　まー実際、相性は悪くねえと思うんだよ。草野と雨森先輩ってさ。

　そうこうしてる内に、昼休みの終わりを告げる鐘は今日もすぐ鳴ってしまった。




　　　　※　　　※　　　※




　放課後。念ねんの為ため、もういちど屋上前へ足を向けてみたが、やはり雨森の姿はなかった。

　となれば、いよいよ踏ん切りをつけるしかない。計画を実行しよう。俺は心の底でアクセルを踏みつつ、歩みを進めた。

「あ……照ちゃんだ！　おういっ」

　どこか切羽詰まった表情の長身女が、階段先の一階で俺を呼ぶ。こないだ屋上で遭遇したときよりは浮かない表情。

「どうしよう、どうする照ちゃん！　雨せんぱいきょうも学校来てないよ。まだ体調悪いんかな、これって千羽鶴折るとかした方が良いい系!?」

「しないほうが良い系だと思うけど。ていうかあの会長は。パイセンの体調どうとか言ってなかったの。一緒に住んでんでしょアイツら」

「や、カイチョーずっと思案顔で、反応もあんま無くて……何かぶつぶつ呟つぶやいてる系？」

「どんな系だソレ。ちょい壊れてる系じゃねえかよ。てかごめん、どいて欲しい系」

　けいけいけいけいうっさくなってきた。俺は立ちはだかってる鳩田の横を素通りした。そしたら追い縋すがられた。

「ヴェー、ひどどっ！　めっさひどくなーい？　あたしら『雨せんぱいと遊びに行きたい同盟』の一員なんだし、鶴５００羽ぐらい折ってくれてもいいじゃあんっ」

「入った覚えないし折らねーよ。あのなあ、折り紙なんざ幾ら贈ったって意味ねーだろ」

　追いかけてきた鳩田と昇降口前で向きあう。言い争う俺たちは、周囲の生徒から注目を集めていた。メンドくさい、ここは手早く説明して納得してもらおう。

「チッ、いいか、よく聞け鳩田。俺はこれから雨森先輩に──」

　ひそひそ耳打ちして、俺がこの１週間で密ひそかに練っていた計画を伝えた。

「──ってわけだから引き下がっとけ。じゃあな。俺、急ぐから」

「え……？　だ、ダーメだって！　そんなん、すぐバレるって！　そーゆー路線で行くなら、照ちゃんの方こそちょい考えようよ！」

　騒ぐ長身女を置き去りに、昇降口で靴を履き替えて、外へ飛びだした。

　走りながら傘を開いて一気に校門を駆け抜ける。こういうのは勢い重視だ。立ち止まればどうせ怖おじ気けづくからな。

　目的地は生徒会長の家。おそらく雨森は、街で時間をつぶすようなタイプではない。自室で籠ろう城じょうしてるに違いなかった。

　住所なら知っている。あの日──雨森が倒れた日。一ノ瀬が車椅子で病人を送り届けるのを、こっそり尾つけてたんだ。ありていに言えばストーカーした。

　屋上が開放されると聞いてから、雨森が不登校になる未来も予測できていた。だから、変態目的の尾行じゃないんだよ。こうなることを警戒したんだよ。マジでマジで。マジだっつってんでしょうが！（俺は脳内仮想敵の撃退に成功した）

　学校の敷地から離れて小走りで６分弱、近隣の住宅街の一角。

「ここだよな……」

　風景に馴な染じんだモダンスタイルな一軒家。表札には小こ洒じゃ落れたイタリック体で『ＩＣＨＩＮＯＳＥ』の文字。

　俺は悩むことなくインターホンを押した。こういうのは悩んだ瞬間に負けなんだ。

　待つことしばし。

『……帰ってください』

　カメラ付きの小型スピーカーから流れてきた不機嫌な幼い声。帰宅を命令されると同時に小さな電子音が走って、通信は切断された。

　俺は考えることなく、ダメ押しで27回くらいインターホンを押しといた。

「リベンジこんチワワァ。犬コロより可か愛わいい後輩チャンが遊びに来ましたよォー。オラ、もてなせやこのアマ」

『う、うっさいですね……迷惑行為で警察呼びますよ！』

「あ、そういうマジすぎる対応は勘弁してほしい。すんませんイキりすぎました」

　公的な権力をちらつかされると、さすがに勝ち目がない。俺はカメラ越しに頭を下げた。

『はぁ……もう。そこで待っててください』

　待つことしばしパート２。

　玄関の二重鍵が解錠されて、制服＋パーカー姿の見慣れた雨森が出てきた。部屋着じゃないのは意外だったけど、気にせずフレンドリーに手を上げた。

「改めて、ようパイセン。１週間ちょいぶりィ。ちゃんと話すのは、無視されてたの含めたらどれぐらいぶりだ？」

「計算いいですから……目立つので入ってください。話なら、中で聞きますから」

　さっさと来いとばかりに手招きされた。俺はお邪魔しますと一礼、びしょ濡ぬれのビニール傘を傘立てに置き、玄関へとあがった。

　雨森は（ほんとは一ノ瀬って呼んだ方がいいんだろうけど）履いてた学校指定のローファーを雑に脱ぎ捨てて、付いてこいと背中で語る。俺も慌てて靴を脱いで、揺れるポニテの後を追った。

　通されたのはリビングだった。白色家具をベースに組みたてられた質素な空間は、どこか潔癖な印象を与えてくる。一ノ瀬の両親は不在らしく、俺たちが立てる以外の物音は一切しない。

「どうぞ。座ってくださいな」

　手のひらで指示された。そこにあるのは三人掛けを想定して作られたカウチソファー。

　俺が足を伸ばすための部分に腰かけたら、雨森はいちばん遠い席──と言っても距離差は微々たるものだけど──に腰かけた。

「お茶は出しません。もちろん茶菓子も出しません。ですが、歓迎はしましょう」

「歓迎はしてくれんだ」

　いつにも増して感情の読めない声だった。テキトーなことを言って、あえて感情を読ませないようにしてるのかもしれない。

「ていうか、私、どこにお茶っ葉があるとか知りませんしね」

　単に家事スキルが死んでるだけだった。

「こ、こほん！　それで碧木君、今日は何の用事があってここまで来たんですか」

「まあ、後輩としての精神的なお見舞い？　あんたさ、体調崩してからさ、ぶっちゃけ不登校中なんでしょ」

「む。調べたんですね」

「いや気付くだろ。校内を練り歩いて、どこにもアンタの姿が無かったらさ」

「……はあ。練り歩くまえに、靴箱の中身をチェックしてほしかったですねー」

　寝転んで、ぽふっとソファーのクッションに顔をうずめる先輩。どこか緊張していた空気が弛し緩かんしていく。

「あれだけ手て酷ひどく拒絶したというのに、家にまで押しかけてくれるとは思っていませんでした。ありがとうございます」

「お、おお。まじかよ。追い返されるかと思ってたのに、意外とウェルカムだな」

「ふふん。こう見えて、私の精神は限界ギリギリなのですよ」

　ドヤ顔で言うことじゃねえだろと思った。

「しかしですね碧木君。登校してこい、という説得なら無意味ですよ。いまの私はちゃーんと学校に行きたくありませんので」

「ちゃんとした登校拒否だなァ」

　制服を着込んでるあたり、行こうとする努力はしたんじゃないか。

　でも、行けなかった。

「ええそうですよ。私だれにも迷惑かけてないのに、ひっそりと屋上前でゲームしてただけなのに、唯一の居場所を奪われたんです。あの憎き生徒会どもにっ」

「いや、奪うのが第一目的じゃなかったッぽいけど……でもさあ先輩、ゲームの持ち込みが校則違反だってのは知ってたンでしょ」

「む、むぅ。それは……はい、そうですけどー」

　バツの悪そうな表情。校則違反を隠す気もなく続けていた状態がずっとは維持できない事ぐらい、雨森だって理解してたはずだ。

「じゃあ、そろそろ教えてくんないっすか。どうして先輩は、目ぇ付けられる非行をしてまで、屋上前でゲームするのにこだわってんの。あんたの非行の原因までは聞いてないよな」

　単刀直入に訊きいた。俺の質問に対し、クッションに顔をうずめる雨森は答えるのを迷っているみたいだった。

「……これも面白い話にはならないですよ。それでもいいんですか？　聞きますか」

「ああ。知りたい。このままアンタが学校に来なくなって、真意も知れないまま縁切れるのは最悪だからな」

　いちど不登校になれば、復帰するのは困難になる。経験したから分かるんだ。学生としてのドロップアウト、それは決して非現実的な話じゃない。

　俺はまあ、別に、それでいいとも思う。雨森が納得したうえで高校へ通わないのなら、それもひとつの選択だろう。

　だけどコイツは制服を着てる。きっと未練があるんだ。なら、俺の望む未来も──学校への復帰だって、まだ希望はあるはずなんだ。

「はーぁー……」

　諦めたような吐息。やがて雨森は、クッションを抱えたまましゃんとした姿勢になり、ぽつりぽつりと語りだした。

「まー、アレですかねー……実は私、お父さんが死んでるんですよ」

「それ知ってる。酔っぱらって階段から落ちたんだろ」

「え、既知ですか？　そっか……住所を知ってるっていうことは、従兄いとこのあのひとから聞いてますよね。色々と」

　雨森は納得したような表情を見せた。俺は無言をもって肯定とした（ストーキングの事実は隠蔽することにした）。

「ええ、知っての通り私は、親戚である一ノ瀬の家に引き取られました……ですが、その、父の死を引きずっていた私は、その急な変化を受け入れられず……あ、いまも受け入れられてないですよ？　知らない人には雨森って名乗っちゃいます。ひどい親でしたが、私には父しか居なかったので、わりと好きだったわけですよ」

「ファザコンか」

「ぶ、ぶぶーっ、そこまでじゃないです！　たぶん……ってな具合でして。まだ雨森心でいたかった私は一ノ瀬家に歓迎されず、部屋に籠る厄介な居い候そうろうと化したのでした」

「あァ？　歓迎されてないだと？　あの生徒会長はどうしたよ」

「あのひとは……兄代わりになろうとしてくれてるのは分かりますが、受け入れられませんね。家でも、関わりません。この仮宿に帰ってくれば部屋からは出ませんので」

「仮宿」

　いちいちワードに毒が効いてる。

「じゃあさ、学校ではどう対応してんの。あの会長、何回かは絡からんでくるだろ」

「それは、他の来訪者と同様、キホン的に絡まれても無視してます。どうせ仲良くなれませんからね。あと、後輩のまえで恥ずかしい言動する辺りがきらいです」

　こないだのプレゼン講師としての呼び出しがレアケースで、普段は無視されてるっぽい。

　対話ができない以上、屋上開放という強硬手段に出るのもムリはないのかもしれないな。

「……で、ようやく本題なんですが」

　勢いづけてソファーから立ちあがる雨森は、庭の見える窓辺へと向かった。荒れてきた天気を確認したいのか、それとも表情を見られたくないのか。おそらく後者だ。

　雨森はたっぷり間を置いて、こう言い放った。

「私が屋上前に居座ってゲームしてた理由は、ふたつです。ええ、大した理由ではないんですが。ひとつ目は家に帰りたくないから。ふたつ目は──愛着が湧いたからです」

　背は向けたまま、感情の読めない声が続いた。

「ずっと居座ってる内に……屋上前が、自分のための場所な気がしました。普段は誰も見向きもしない、あの静かで安全な行き止まりにいれば……私は、昔の私でいられる気がしたんです。なにを失うこともなく、父に買ってもらったゲームで遊んだり、昔みたくパン耳を食べたりして、辛つらく悲しくも楽しかった想おもい出でにだけ浸れました。ええ、現状維持、万歳ですね」

「…………」

　それは現状維持じゃない。ただ現状と向き合ってないだけだろ。

　そう正面切って言えないのは、こびりついた逃げ腰のせいだった。てかそれ、どの口が言えンだよって感じ。

　やっぱり、俺と雨森は似ている。程度の違いこそあれど、どちらも過去に縛られて、諦めて、居場所を作れなくて──身動きが取れなくなってるんだ。

　俺はなにも返せず無言でいた。そしたら雨森は振りかえって、ソファーに座る俺のまえで仁王立ちをした。仮初めの自信と不安が入り混じったような、そんな表情。

「ほら……ね。楽しくないって言ったじゃないですか。また引いてるじゃないですか。ふん。どうせあなたも子どもっぽい心中を聞いて引いたでしょう？」

「いや。今回に限っては誓って引いてないけど」

　なんだろう。

「まァそうなんだってカンジ。今までのアンタの行動に合点がいっただけ」

　誰にだって、ひとつやふたつ重たい過去はあるんだ。俺にもあれば、こいつにもある。

「ですか……それで……真実を聞けて、満足ですか？　このままお帰りになられますか」

「まさか。ここまで来て手土産もなしに帰るわきゃねーだろ」

　そんな捨てられた子犬のような目を向けられて、すごすご尻尾巻いて引くような後輩にはもうなりたくない。

　しかし、どうしたもんだろう。「気持ちは分かるよ」なんて上辺だけの台詞せりふは口が裂けても言いたくなかった。俺は保健室の先生じゃないんだ。

　碧木照は、元不良の下っぱで元不登校の元弟子で──いまは雨森の失礼な後輩だった。

　俺には俺なりのやり方があるはずだ。ひとン家ちのソファーにふんぞり返った俺は、不遜な態度のまま鼻を鳴らし、雨森を見上げた。

「ま……話は分かったよ。あんたさー、要はアレだなァ。寂しいンだろ？　家にもどこにも居場所がないって、悪い方向に思いこんでんだ。ハハハッ」

「えっ……」

　突然の挑発的な物言いにふたつのおおきな瞳が丸くなった。親しい人間に背後から切りつけられた人間は、死の間ま際ぎわにこういう表情をするんじゃないだろうか。

　次の瞬間には、その瞳にいつか見た攻撃的な色を灯ともしていた。

「そっ！　その思いこみの……なにが悪いの？　そんなの、事実じゃないですか！」

　子犬が牙を剝むきだしにして吠ほえる。

「私には、あの誰も寄りつかない屋上前しかなかったのに……もうあそこは安全じゃない、私のための場所じゃないんですよ！　ばかぁっ！」

「うおおぉっ!?」

　体重をかけた飛びこみが俺を襲った。想定してた以上のアクション。俺は受け身に失敗しソファーの上でマウントを取られた。

「ま、待てって。ごめん、待ってください。俺の話はまだ途中で──」

「うるさいですよぅ！」

　馬乗りになっている雨森の顔がほんのり赤い。泣きそうなのか、瞳が潤んでる。やつの両手が、俺の胸部をぺんぺんと叩たたいていた。

「知ったような口くち利きかないでください！　あなたは実は、あっさりと教室に居場所を作れる側の人間じゃないですかっ、なにが弟子ですかばかぁ。あなただけ上手うまくいっててムカつくんですよ！　同一視してた私がいやになる。望みを託そうとして、ハリボテのまま師匠やってた私もばかですばーか！」

「す、すいません。ばかですんません。いや、あの、発破かけた俺も悪いんだけど、アンタ過去一で怒ってない？」

「私の心を乱す為ために来たんですか！　ブッ殺しますよ!?」

「ま、待った怖こえェよ。馬乗りでブッ殺すとか言うなよ、信しん憑ぴょう性がすげえ事なるッスよ」

「なりませんけどっ！　その気になれば私ぐらい、すぐに払いのけられるでしょ……」

　頭が冷えたのかもしれない。勢いをなくした雨森は、呼気を荒らげたまま俺の腹部に乗っかっていた（内臓に体重が掛かって辛かった）。

「私なんて、ほっとけばいいのに。どうして家まで追いかけてきてくれたんですか」

　アンタとまた、昼休みに飯食いながら喋しゃべりたいから。あとは放課後、遊びに行ってみたいから。そう答えようとしたら、やつの細い腕が、俺の首の両脇に置かれた。

「ここまで来たなら──次は碧木君が、私の居場所になってくれるのは、どうですか」

　体重のかかったソファーが沈む。気づけば檻おりが形成されていた。肉の檻と、潤んだ瞳。逃れることはできない。

「いいでしょ、いいじゃないですか。なってくださいよ、私の居場所に。放課後に来てもいいですよ。碧木君だけは、私の部屋に入ってきてもいいです。あれだけ酷ひどく拒絶しても、風邪の私を助けてくれて……ここまで追って来てくれたんですから、あなただけは、安全で、信頼できる。特別に許可しますから。いっしょにゲームをやったり、いっしょに映画を観みて過ごしましょう。毎日、ふたりで、昼休みを延長しましょうよ……」

[image: ]

　じっと目が合う。それこそハリウッド映画なら軽率にキスでもしてる距離。さらりとした長い髪が、肌に当たってこそばゆかった。

　ごまかさずに言えば、その新たな契約関係に惹ひかれる気持ちもあった。しょっぱい水滴で輝きの増す瞳。強まっていく引力。暗く孤独な恒星は、俺を捕らえようとしていた。

　だけど、雨森の語る未来では──依存先が、屋上前から碧木照へ移りかわるだけに過ぎないんだ。それでは、この先輩の抱える問題は、根本的に解決しないままだった。

「無理。見ての通り俺、地面じゃないからさ。アンタの居場所にはなれない」

　くだらない逃げ道を塞ぐべく、平然とした調子で断った。

「…………。そ……ですか……」

　雨森は、すぐ繕って俺の上から離れていった。鼻にかかった声だ。なんか勘違いされてそうだけど、俺はここまで来て、アンタのことを拒絶したい訳じゃないんだ。

「いや……なんかさ、想像以上に怒らせちゃったけど。要するに、俺が言いたかったのはァー、居場所のある無しなんて俺らの勝手な思いこみなんだし、都合のいい方に思いこんどいた方がいいンじゃね？　って事なんだわ」

「……は、はい？」

「とりあえずさあ、俺らが立ってるこの足元を、居場所って思いこめばいいじゃん」

「お、思いこみ……ですか」

「そーそ。アンタそういうの得意そうだしな。自分が強者であるかのように振る舞えた演技力なら、足元を自分の居場所──屋上前って思いこむぐらい、ヨユーでしょう」

　俺はソファーから身を起こして、一ノ瀬家のフローリングを足裏でタップした。

　居場所を探して、歩きまわって、俺がその末に気づいたこと。足腰に力を入れて踏んばれば、どこでも世界は居場所になり得るんじゃねっていう超シンプルな根性論。

「ほら、足元なら誰にも領土は侵されないしな。しかも行ける場所が増えるにつれて、居場所の範囲も広がっていくわけ。どうこれ、どうっすかこの案。空想上の屋上前を、足元にひっつけるの。先輩だって、放課後にいろんな場所行けるようになったら超便利だろ。俺も放課後はけっこう暇だしさあ、こんどゲームショップで、ド○キー３以外のゲームでも見に行きましょうよ。マ○オとかモ○ハンとか、幾らでもあんじゃん？　冷やかしてるだけでも楽しいっすよ、きっと」

　俺の持論を聞く雨森は、呆ほうけたようにぽかりと口を開けていたが、やがて我に返ったように（意外と）豊かな胸を張った。

「ば、ばばば馬鹿にしないでくださいねっ。私、行動範囲が学校と自宅しかないわけじゃありませんから！」

「違うの？」

「コンビニと馴な染じみのパン屋さんには行けますが〜！」

　んな泣きそうな顔で誇ることじゃねえだろと思った。

「まーいいけど。ってなカンジでどうよ。足の裏・屋上前化計画。これにて一件落着ってことにならない？　明日は学校、行けそっスかね」

「いえ、む、無理ですって……屋上前がない学校生活なんて、もう、想像もできません。理屈じゃなくて感情なんです。あそこがないと、私、日常に耐えられない……」

　付け焼き刃の精神論ではどうしようもないらしかった。まあ、そうだよな。すこし前まで弟子に甘んじてた俺の言葉じゃ、雨森の気持ちを動かすほどの説得力はないか。

「ふぅー。そうっすかァ」

　説得は失敗に終わった。つーわけで、１週間前より考えてたＢプランを発動する。

　できることなら避けたい手だった。だけど、またこの変な先輩と学園生活を送っていけるなら、アレをやる価値は十分にある。

「オッケー。分かった。そんじゃあ行きますか」

　俺は腕を伸ばして、逃げられないようにてのひらを握った。翻ひるがえすことはもう物理的に許さない。

「パイセン急ぎましょう。こういうの、俺の勢いが削そがれないうちが重要だから」

「へ？　ええ？　な、なんですかこれ。どこへ行くつもりなんですかっ？」

　この臆病な先輩のために、いまの俺が持ちうる手札で出来ること。数年前にバスケ部でも取った、最善じゃない解決策。

「決まってんだろ。屋上をブッ壊しに行くんだよ」

「は、はいぃ？」




　　　　※　　　※　　　※




　俺は雨森を家から連れだし、歩き慣れてない通学路を逆走していた。小雨で濡ぬれても構わないから、やつが傘を持ってない手を、逃げられないよう繫つないでおいた。

「ちょ、ちょおっ……！　急ぐ必要あるんですかぁ！　コレ！」

「あるよ、ありまくるわ。なあ先輩、こういうのはしゅばばァっと行く勢いが大切なんだよ。このままの勢いでドロップキックぶちかます予定だから期待しとけ」

「け……怪け我がしますっ、腹部を強打しますよぉ、ドロップキックは……！」

「いいんだよ。怪我してなんぼだろ、こういうのは」

「危ないことしないでくださいぃぃ……」

　運動不足なのだろう、俺の早歩きに付いてくるのに必死な雨森は、数分の小走りですら息切れを起こしていた。

　手を繫いで逆走する俺たちは、下校中の生徒の眼にどんな映り方をしているのだろうかとふと頭をよぎったが、いまそんなのは考えるだけ無駄だ。

　あっという間に校舎の昇降口へと辿たどりついた。なんならそのまま土足で突っ走ってやろうと思ったが──

「く、靴はー……はぁ……履きかえ……なきゃ、ダメでしょうが……！　濡れてる、いろいろ濡れてますよー……！　床が茶色になりますよー……！」

　息切れしながら本気で抵抗されたので、律りち儀ぎに上靴へと履きかえることになった。手渡されたハンカチで髪を拭けとも命令された。

「やべ、しまった。先輩これ、いまのキレイキレイタイムで屋上のとびらへの殺意が30パーセント減になっちゃったじゃねーか。どうすンだよ、エェ？」

「知りません……！　か、考え直してください碧木君。私のために問題行為なんて起こさないでください……っ！」

「ああうん。いちおう俺のためでもあるからダイジョブ。個人的にもムカつくからなァ、屋上のとびら。本気で蹴り入れてブッ壊す予定だし、そのあと飛び降り防止フェンスもどうにかして破壊する予定だから。とりま先輩は安心して、屋上がまた立ち入り禁止になるところ見てて」

「安心できる要素がなぁーいー……！」

　頭を抱えてる先輩の手首を握って、俺は階段をあがっていく。何人かの生徒が驚いた様子で見てきた。中にはクラスメイトも居たけど、うわさなら好きに流せばいい。後のことは後で考えよう。

「はあ、はぁ……碧木君……もう、胃液とかパン耳とか胃袋とか吐きそうなんですけど……」

　三階へ続く階段の途中。ついに雨森がぜぇぜぇと息を吐きながら立ちどまった。

「耐えてくれパイセン。せっかく今から屋上のとびら破壊するんだしさァ。吐くならあの、憎たらしい屋上のあんちくしょう目がけて吐こう」

「え、エチケット袋か大便器でいいんですって……おえぷっ」

　口元を押さえている。これはまずい。俺の想定よりも時間は無いかもしれない。雨森先輩が屋上前を吐と瀉しゃ物で汚してしまうまえに、ドロップキックをかまさなければ。

「ところで俺、なんでこんなにドロップキックが好きなんだろう。語感なのかなァー」

「しっ、知らないですよ……今年いちばん知らないですよ！」

「景気づけにフライングクロスチョップでも良いかもな。先輩はどう思います？」

「その二択だと、どのみち全身を強打しますよ！　碧木君、怪我はやめてください！」

　必死な形相で制服を摑つかまれ、がくがくと揺らされて説得された。何故なぜこんなに止められるんだろう。雨森にとっては喜ばしいことなはずだけど。

「そんな必死に止めてくれるなパイセン。これはさあ、必要な儀式でもあンだよ」

「ぎ……儀式？」

「そうほら、あるじゃん？　アフリカだかアマゾンだかの奥地でさー、成人を迎えるにあたって、紐ひもなしバンジーする風習」

「た、たしか紐はあった覚えがありますけど……ええはい、風習ありますね……？」

「つまりそれと同じなんだよ。屋上のとびらを破壊することで、俺たち屋上前族は、晴れて屋上前への執着心を薄れさせられるって寸法」

「ほ、ほんと意味わかりませんから。私、そんなこと望んでませんって！」

「えーでもせっかくだし、ねェ？　あんな行きどまりぶってる薄いだけのとびら、とりまブッ壊した方が精神衛生上よくないすかァ」

「なにが碧木君をそこまで駆りたてるんですか……!?」

　口から出まかせを並べてみたが、これこそが説得が不可能だった場合のプランＢだ。

　物理的に屋上を破壊することで、もういちど屋上前を『誰も来ない雨森の領土』に制定し、状態を以前へと戻す試み。

　雨森が抱える精神的な問題は依然変わらぬ状態のままだけど、それでも、学校に来られずに閉じこもる現状よりはいいと思った。

「チィッ、ここで立ちどまるのはタイムロスだなァ……俺は先に行って、屋上のとびらへのダメージを蓄積させてくる。雨森先輩はあとで応援に駆けつけてくれ！」

「まって……と、とびらは……ソシャゲのレイドボスじゃないんですよ……!?」

　回復しきってない雨森の制止を振りきり、俺は一段飛ばしで階段を駆けあがった。目当ての敵まで一直線だ。

　この勢いのままに、恨みの乗ったドロップキックをかます予定だったが──

「来たか……」

　とびら前で番人のように座りこむ男が居た。片膝をたてて、書類のような紙に目を通していたソイツは、俺の姿を認めてすくっと起立した。

「生徒会長じゃん。なんで居ンのあんた。つーかゲロ邪魔なんすけど。どけよ」

　相変わらず斜めのカッコつけた立ち姿だが、ポケットに手は突っ込まれてない。そいつの構えは、何か襲撃でも警戒しているようだった。

「フッ。鳩田から聞いたよ、屋上を心ちゃんのために破壊するつもりらしいな……しかし校内で行われる器物破損行為など、認められるはずがない」

　俺の不遜な態度をものともせず、男は不敵な笑みを浮かべた。鳩田あいつ、チクりやがったな。やっぱり真面目なやつ。納得させる為ためとはいえ計画は説明しなきゃよかった。

「大事になる前におれが止めてやろう……碧木照、実行すれば停学処分は免まぬがれないぞ」

「いいよ。学校に通わないぐらい慣れっこだから。いいからアンタ、どきなよ」

「どかない……まともな活動場所を得られたバドミントン部が困るだろう」

　生徒会長は人差し指で、とびらの先を差した。それでも、やるしかない。説得が通じなかった以上、屋上のとびらを破壊するしか、もう俺に取れる手段はないんだ。

　まさかの妨害によってしばしの膠こう着ちゃく状態に陥ったとき、渦か中ちゅうの女が遅れて到着した。

「ふぅ、はあっ……碧木君とまってくださ……ええっ、なんで従兄いとこまでここに居るんですか!?」

「これはこれは……我が家の引きこもり姫を学校まで連れてきてくれるとは。ナイスな働きをするじゃないか、碧木照」

「お褒めにあずかり光栄だっつうの。いいからどけって」

「待ちなよ、せっかちさん……心ちゃん、よくぞ我が家から出てきてくれた」

　ゆっくりと近づいてく生徒会長。雨森はそいつの存在を無視できず、腕を盾代わりにして距離をとった。

「な、なんですか。私の領土を奪った悪の親玉が、家族みたいに馴なれ馴れしくしないでくださいよ！」

「それについては……謝りたい。すべてが上手うまくいく、とはいかなかったようだ」

　会長はスローモーションで頭を下げた。綺き麗れいなお辞儀だった。よれてないって言うのかな、制服には乱れがなく、凜りんとした印象すらも与えてきて、ややイラっときた。

「いえあの、そう謝られると、私としても溜りゅう飲いんが下がっちゃうと言いますか……」

「これは、おれが招いた不測の事態でもある。だが、ふたたび学校に来てくれさえすれば、次の一手を打てると言うもの……これを受けとってくれ」

　名刺交換のような姿勢で、雨森にパスポートサイズの紙が手渡された。

「……？　なんですかこれ」

　俺は雨森の背後からその紙を覗のぞいた。手足のついた黒い城のイラスト（下へ手た糞くそ）の下に、汚きたねぇ字で『攻撃力１２００　守備力４０００００００』と書いてある。

「暗黒魔城神ビルドルス二世のカードだよ……」

「すこし喋しゃべらないうちにホントのばかになっちゃいました？」

「フッ。これからは長期戦で行こう……生徒会のない日は、おれも屋上前で過ごしたいと考えている。点滅信号、みんなで渡れば怖くないの精神だな……ド○キー３は校則違反だから、おれが作製したカードゲームで、絆きずなを深めようじゃないか……」

「あなた受験生ですよね。勉強しなさいよ」

　びりびりびり。

「なっ……堅けん牢ろうな守りを誇る暗黒魔城神ビルドルス二世が粉々に!?」

　生徒会長は戦慄の表情を浮かべていた。浮かべんな、その程度で。

「もうお巫ふ山ざ戯けはいいって。どいてくれよ、な。全身を使ったスペシャルな蹴りですぐにブッ壊してみせるから──」

「そうはいかないよ〜照ちゃん！」

「あ？」

　また俺を止める声だ。メンドくさい。階段を上がってくる姿を見ずとも鳩田だと分かる。

「ちょっと静かにしとけ鳩田。話なら後で聞くから」

　生徒会長が謎にショック受けてる今がチャンスなんだ。俺はキックに勢いをつけるべく、踊り場の端っこまで下がったが──

「だめだなー照ちゃん。悪事のいろはをわかってないよねぇ。会長に足止めを頼んどいてよかったよ」

　やつはバカにしたような態度で、ランウェイを歩くみたく優雅に階段を上がってきた。モデルみたいな背格好だから、けっこう様になってた。ざァけんな、きびきび移動しろ。

「照ちゃんの狙いは、計画を聞いてすぐに理解わかったよ。けどさー、器物破損で照ちゃんが停学になるのは、雨せんぱい的にもナシなんじゃなーい？」

「そう、良いことを言いますね！　そうですよ鳩田ちゃん、ナイス援護射撃です！」

「だからさー、そういう校内での悪事は『あ、やっちゃったテヘ☆』って舌ぺろしながらやるのがいいんだよね〜ん」

「へ……？」

　階段を上がってくる鳩田は制服のポッケから、銀色の鍵を２本取りだした。

「これ、ここ来るまえに職員室からうっかり持ってきちゃった屋上の鍵ね。本チャンとスペアのやつ。これさえ消してしまえば、とびらを壊さなくても屋上はしばらく封鎖されるワケだにゃ〜！」

「あ、あなたもそっち側なんですか!?　ワケだにゃ〜じゃない、無断持ち出しがバレたらいたずら猫じゃ済まされないですよ！」

　鳩田は階段を上りながら、わざとらしく小首をかしげた。

「そうかにゃ？　そうかもですねーん。あ、声出したら喉渇いてきちったー」

　そいつは制服のスカートから３５０[image: ミリリットル]ペットボトルのコーラを取りだした。ぷしゅぅううう。未開封だったのか、炭酸の抜けるマヌケな音が響く。

　鳩田はそのボトルの飲み口の上に、ちゃっちい鍵をぶらさげた。

「な、なにしてるの？」

　雨森が敬語も忘れて訊きいた。鳩田が指を開いた瞬間、重力に逆らうことのないまま、鍵は炭酸水に落下してしまうだろう。

「うわ〜、このままじゃ手が滑って、コーラの中に入れちゃうかも。錆さびちゃう〜！」

「んだァ……いきなり現れて、どういうつもりだよ、おまえ」

「んぇー？　照ちゃんがとびら壊したら〜、鍵パクったあげく使用不可にした罪で、あたしも共犯として名乗りあげるからね。いいのかなー、あたし巻きこんでいいのかなー」

「チッ……クソしょうもねえな。鳩田、おまえ、それで脅しのつもりかよ」

　だけど実際、共犯者が増えたらやりづらい。俺だけが罪を被かぶるならまだしも、鳩田までは巻き込みたくなかった。やつはそこを確信をもって突いてきてる。

「いまのは脅しのジャブだよ照ちゃん。あたしはね〜、この鍵をうっかり吞のみこんで、うっかり喉が渇いて、うっかりコーラで流したいとも考えている！」

　鳩田は顎をあげると、あーんと口を開け、指先でぷらぷら鍵を揺らした。仮にいま地震でも発生すれば、やつはそのまま鍵を吞みこむことになるだろう。非常に危険な状態だ。

「おいッ！　マジやめとけって、食道に傷ができたらどうすんだ。最悪あれだぞ、なんか、手術になるぞ。危ないマネはよしとけって！」

「それはこっちの台詞せりふだってー。破壊のほかにも手はあるんだよ。わるい行いは衝動にまかせず、もっと準備してからやるべきだって☆　屋上の封鎖ならあたしに任せてよ」

　鳩田のウィンクを見て、足場の隅で腕組みをしていた生徒会長は笑った。

「フッ。きみの行動も衝動的だろう。鳩田、慣れない企てはするなよ……そもそもおれに聞かれてる以上、そのうっかりは通らないさ」

「な、なにをぅ？　てゆか、カイチョー居たんすねっ！」

「会長に俺の足止め頼んだのオメーだろ」

　不真面目をやりなれていない真面目な女がたじろいだ。ついでにハイなテンションにも疲れてきたのか、開けたコーラをぐびぐび飲んでた。

「いいのか鳩田。事故だろうと故意だろうと……鍵の盗難ならびに紛失などすれば、生徒会への推薦は当然なしになるぞ」

「あはっ、いいんすよ。いまのあたしは自分にとって最大の『面白い』を優先したい。生徒会に入れるよりも、雨せんぱいと放課後あそべるかもなら後者を選びます。いまのあたし、わりと悪事でもできちゃう系っすよぉ〜」

　どんな系だよ。なぜか覚悟のキマってる長身女がへらりと笑う。変な焚たきつけ方をしたかもしれない。面倒くさかった。

「いいからさ。外野がしゃしゃるなって、マジで面倒くさくなるから。俺ひとりのキックで解決する話だろうがよ」

「外野じゃないよ。あたしだって最近ずっと雨せんぱいのこと考えてたし！」

「考えた結果が、盗み働いてバカみてえに口開けて鍵ぶらつかせることかよ。あ？　雨森先輩はそんなん望んでないんじゃねえの」

「ちょ、照ちゃんそれさー、さっきあたしがゆったことのリフレインじゃん──」




「〜〜〜っ、あ────もう！　ブブーブブブブー！　喧けん嘩かまでするとかいい加減にしてくださいよっ！」




　だぁん！　激しい警告音とともに屋上のとびらを蹴っ飛ばす音がした。

　力強いスタッカート。裁判長の打つ木き槌づちがごとき効力に、俺たちは静粛になった。恐る恐る振りかえってみれば、雨森が恐ろしさのある無表情でこちらを見ていた。

「こら。全員その場で正座です」

「え」

「ぴぴーっ。正座しなさいって。早く！」

「あはい」

　架空のホイッスルを鳴らされて、俺は床に座りこんだ。鳩田に至っては言われた瞬間に正座をしていた。順応力の高いやつ。

「……なにをボケっとしてるんですか。あなたもですよ生徒会長」

「おれもだと……？」

　会長は納得いってない感じ丸出しで渋々正座した。

「さっきから黙って聞いてれば、なんですか？　全員ばかなんですか。そんなの望んでないって言ってますよね。どうして争って引かないんですか？　ばか、うつけ、大おばか」

「言われてるぞ鳩田」

「え待って、照ちゃん８割であたしが２割っしょ」

「全員10割です！」

　だぁんッ。また屋上のとびらが蹴られた。不意の物音がして、思わず肩を揺らしてしまう俺と鳩田だった。会長は「全員10割……？」と首を捻ひねっていた。

「だいたいですね……はい、注目！」

　雨森が早歩きで、鳩田の前に転がっていたとびらの鍵へと手をのばした。

　それをドアノブにがちゃがちゃ突っこんで、ばあん、と屋上へと続く出入り口を開放する。俺たちを押し留とどめていた屋上のとびらは何の感慨もなく開いた。細かな粒と共に、横ッ殴りの風が吹いてくる。雨森の長いポニテが右に左にと揺れていた。

「見てください？　仮に屋上のとびらを破壊してたら、私の定位置がものの数秒でびしゃびしゃですよ！　てゆーか今も濡ぬれましたし。碧木君は１０００割増しで反省案件っ！」

「す、すんませんッした。とびらの重要性、理解させていただきました……」

　正座という体勢なだけあって、軽い土下座が自然と出た。どうにかしなきゃという想おもいが先行しすぎて、暴走気味だったかもしれない。

　雨森は濡れた髪を新しいハンカチで拭きながら、とびらを閉めて嘆息する。

「私のために犯罪までして屋上前を取り戻すとか、歪ゆがんだ善意の押しつけですからね。全員ダメダメですよ、もうっ」

「おれも含まれているだと……？」

「てかさ、じゃあさ、どうすりゃ雨森先輩は、また学校に通ってくれんだよ。もう屋上前をアンタの場所として復活させるしか方法がなくね？」

「だよねぇ！　や、あたしも話聞いてそう思った〜ん。雨せんぱいが不登校せんぱいになったらヤバいっしょ、もう二度と外出てきてくンなそうじゃーん？」

　隣に座る鳩田と、顔を見あわせてうなずいた。よくよく考えてみれば、俺とコイツの目的意識は『雨森とまた学校で飯食いたい』『雨森と遊びに行きたい』で一致してるわけだし、実は敵対関係どころか協力関係だったんじゃないだろうか。

　お叱りモードのまま雨森は息をついた。そのまま正座して、地蔵のように一列に並んでる俺らと向かいあう。床が畳でもないのに道場みたいな光景。

「まあ、その……碧木君も鳩田ちゃんも、ありがとうございました。私の登校を待ってくれてる後輩が、少なくともふたりは居るのは……理解できました。心配かけてごめんなさい。それと、生徒会長のあなたも」

　膝に手を乗せたまま、雨森は従兄いとこのほうに体を向けた。まっすぐに視線をぶつけあう血の繫つながったふたり。そこに険悪なムードは感じられない。

「問題児の私のために……裏で働きかけてくれたのは知ってます。ありがとうございました。従兄にではなく、生徒会長へのお礼です」

「フッ。そうかい。ツンデレ妹のデレ部分が遅れてやって来た……そういうことだな」

「わりとキモいですが、お礼の言葉を撤回するつもりはありません。それで──」

　無表情の雨森はなにかを言いかけて、口を開けたまま固まった。油の切れた機械みたいな、突然の停止。動かなくなった雨森は、なにかを堪こらえてるみたいだった。

「──それで……それで、ぷふっ」

　あ？　ぷふ？

「ふ、ふふっ、あはは！　だめ、だめです、もう耐えられません！」

「えっ、なんだよ……」

　呵か々か大たい笑しょう、雨森は腹を押さえて転がりはじめた。な、なんだ？　面白いことなんて、いまひとつも起きていないのに、急にどうしちゃったんだろうこのひと。

「あ……雨せんぱーい？　だ、だいじょぶ？」

「うひひ、だいじょばないっ、くひひっ、あはっ、あはははっ！」

　雨森先輩、突如として大ウケ中。ど、どこら辺に笑える要素があったんだろうか。

　あっ、転がりすぎて濡れてる床で一気に滑ったあげく屋上のとびらに背中ぶつけてる。どんだけ笑ってんだよ。俺たち馬鹿三人衆は、置いてけぼり感マックスで困惑した。

「糞くそウケてんじゃん。えーマジすか。俺らの反省顔ってそこまで面白いのかよ。もしかして自撮りしとくべきっすか」

「くふぅっ、ちがっ！　だ、だってぇ！　ハラハラして事態を見守ってたら、ドロップキックとか、ふふ、鍵を吞むとか、暗黒魔城とか。真面目に緊張してたのがばからしくなりますよぅ」

　雨森は背中の痛みも気にせずに、体をくの字に折り曲げて、くすくす笑ってる。

「はー。ふふっ……はぁ、呼吸があぶなかったー……」

　息も絶え絶えな雨森は、目尻のなみだを雑にぬぐった。ひぃーひぃーと辛つらそうに息をする少女は、スポーツの試合を終えた後のように倒れたまま天井を見上げた。

「はー、こんなに笑ったの久しぶりです。笑い死ぬかと思った……あんなヘンな言い争いを見せられたら、屋上前とかもう、どうでもよくなっちゃいますから……」

「ほう……？　言ったな、心ちゃん。屋上前がどうでもいいと……それは本当か」

　雨森の更生を目的としている生徒会長が確認をとった。そして少女は、我に返ったように、恥ずかしげな顔をして顎から頷うなずいた。

「まあ……はい。私以外のひとが、屋上前を超重要な場所みたいに扱ってるのを見たら、自分の拘こだわりようも、ばからしくなりましたよ……こんな行きどまり、安全でもなければ私だけの場所でもない。ただの寂しい空間だって、本当は気付いてたんです」

　雨森先輩が居住まいを正して俺の方を見た。

　俺の説得は、そいつの纏まとっていた殻に、少しのヒビくらいは入れられたのかもしれない。

「意固地になっていました。独りで居るのにこだわって──碧木君や鳩田ちゃんの誘いも断ってきました。ええ、このさい素直に認めますよ。私もほんとは……あなたたち後輩と放課後、遊びに行きたかったんです」

　少女は頰を搔かきながらバツの悪そうな顔をして照れた。それを聞いた鳩田が感激した様子で雨森にどーん！　と抱きついた。体重の乗ったタックルだった。

「せ、せんぱぁい！　あたしもっす、あたしも行きたいっ。夏休みが来たら、生徒会のみなさんと照ちゃんと、海とか花火とかＢＢＱ行きましょうねー！」

　むぎゅうううという音が聞こえてきそうな抱擁。雨森は薄い胸元に顔面をうずめながら「ギブギブ鳩田ちゃんギブですぐるじぃ」と必死に腕を叩たたいていた。

「なれば、兄としてのおれは遊園地に誘おう。ジェットコースターで絶叫し、コーヒーカップで三半規管を揺らし、観覧車にて素敵な眺望を共有しよう……長年の不和が解消される、良き家族間交流となるだろうな。これは……おもしろくなるぞ？」

「あなたは受験生でしょう。夏期講習に行きなさいよ」

　雨森は鳩田に抱きつかれながらも冷静に告げた。会長は笑みを浮かべつつしょげた。

　まあ、遊園地ではないにしろ、他のイベントぐらいは起きるかもしれないな。雨森の言い方は冷たかったけど、表情は決して怒っちゃいないから。

「じゃあ俺も。昼休みいっしょに飯食う固定のメンツが居なくて困ってんだよなァーってことで、先輩、どう。また学校来れそっスかね」

　俺は首筋を触りながら、なんでもない調子で訊きいた。

　もちろん答えは待つまでもなかった。

　少女の浮かない表情は、いつの間にか、風で飛ばされた雨雲のように消えていたから。

　だから。

　先輩は晴れやかな笑顔で、こう言ってくれたんだ。




「はい。私も碧木君と……またお昼を一緒に食べたいです！」




　なんでもないあの日の続きを再開してくれる、前向きな言葉を。




「あ。でも明日からだと急でしんどいので、来週のテスト前ぐらいから学校に復帰します！」




　そこは明日から来いよと思った。







[image: エピローグ]

　７月のやつが本腰入れて、夏を迎え入れようとしてる今日このごろ。屋上前でのドタバタ騒ぎがあってから次の週の月曜日。

「碧あお木きさん。先日布教した『甘えん坊エルフとのいちゃいちゃラブラブ生活　〜バイノーラル耳かきで癒やされちゃお？〜』は聴いてもらえただろうか」

「まあうん。それ買う用の金、無理やり握らされたし……聴いたけど」

　陽ひの当たる窓辺にて、俺と吉よし澤ざわは立ち話をしていた。なんつーか、朝から耳にしたい作品名じゃねえな。甘えん坊エルフ（以下略）。

「なんかさーあれさあ、ノエルとかいう彼女ヅラした女に、耳ン中めっちゃ搔かれたり息ぶっかけられたわ。ノエル他人だし、癒やされるっていうか疲れた。なんすかアレ」

「布教失敗……？　あれは、ひびきたんのアマ時代作品では頭ひとつ抜けてるのに。次は他のコンテンツを紹介するよ。絶対沼に落とす」

「いや、落とさないでもらえます？　てか吉澤さ、もっと話が合うあの辺の、あのアニメ好き連中のとこ行かなくていいの。リアクション薄い俺じゃ、その、つまんなくないか」

　ポケットから出した親指で、教室の対角を指さした。そこでは男子数名がスマホを囲み、内輪で小さく盛り上がっている。

「構わないよ。ぼく、あいつらとはもう喋しゃべってないから」

「えっ。縁切れてんの」

「切ったんだよ。あいつら、あろうことかぼくの前でひびきたんの悪口祭りを開催したんだ。やれ顔だけ女だの、やれ性格はブスだの、やれ裏では男と遊んでるだの……裏うら垢あかやデート写真が一気に流出したからって、言っていい事とわるい事あるだろ!?」

　それは仕方ないんじゃねェのと思った。

　しかしそうか。吉澤がよく喋りかけてくる理由は、最近あのグループを抜けたからだったんだ。まあ、暇しなくて助かるけど。

「おはよー」

　草くさ野のが挨拶してきた。隣には珍しいことに川かわ橋はしが付いてきてる。

「今日はいい天気だね。うん。ところで何の話してたの？」

「吉澤の好きな声優の話。草野たちは何の用だ、ってかあれだな。川橋とか久々に喋るんじゃねーの」

「そ、そうだと思われるかもしれないでございますな」

　こくこくこく。川橋は高速で頷いた。クラス内での立ち位置上、しばらく喋る機会がなかったらまた怯おびえられてる雰囲気だ。記憶でも失なくしたかこいつ。

「あ、気にしないでね碧木くん。川橋ちゃん、緊張してるだけだから」

　よほど疑問に思う顔をしてたのか、草野がすぐに補足した。

「あ、謝りたくてっ。ウチが前、すごいビビったせいで、山やま寺でらから碧木さんへの悪印象が日に日に増してんだ。最近になって、あの日のこと後悔しまくり。ごめんなさい……申し訳がございませぬ……」

「ああ、あの草野にファミレス誘われた時の……え、俺、そんな本腰入れて謝られるぐらい嫌われてんの？」

　俺を日増しに嫌ってるらしい山寺は、教室中央で女子と喋りながらも気にするように視線をこっちに向けてた。問題が発生したら、すぐに介入してきそうな雰囲気。

「そう。それでね、埋め合わせがしたいなって。きょうの放課後ね、テストに向けて勉強会するんだけど、碧木くんも付き合ってほしいの。クラスのみんなの誤解、ちょっとずつ解いてこう？　山寺ちゃん来るから」

「いやまあ……暇だし、いいんだけど……」

　メンツ的にどうなのそれ。男１・女３ってだけでもアウェーできついし嫌われてるし。せめて俺の側にもだれか同行者がほしい。お願いしようと吉澤の方を見た。とっくに姿を消していた。ふざけんな。

「ひとり連れていきたいやつ居るんだけど、いいか。前に草野に紹介するって言ってた先輩なんだけど」

「え？　あ、あー、あの碧木くんが手て繫つなぎで走ってたポニーテールのひと……かな？」

　どうやら草野には、先週の珍走を見られてたらしい。あの日のことは少なからず噂うわさにはなってるようだった。下校者も多い時間帯だったしな。

「たぶん合ってる。まだ承諾取ってないし、本人か草野らが嫌だっつったら控えるンだけど。どうっすか」

「わ、私はいいよ！　うん。兜かぶとの緒を締めて、その先輩のこと、待ってるから」

　草野は気合いを入れ直すようにして自分のリボンをきゅきゅっと締めた。

「草野ー。カブトムシの雄おはシメちゃあかんよ。かあいそうだよ。ツノ無くなったらみじめだしさあ」

　川橋がよく分からないツッコミをしていた。

　そんな朝のワンシーン。まあ、悪くはなかった。頰は緩んだ。




　　　　※　　　※　　　※




　昼休み。俺はトイレを済ませてから、パンを片手に屋上前へ向かった。

「いつもより２分も遅いですよー碧木君」

　顔を見るや否いなや、むすぅっとした声が飛んでくる。

　とびら横。見慣れた位置に見慣れた少女。分厚いバゲットサンドの袋を脇に、ちょこんと女の子座りしている。

「おー、なんかもう懐なつかしいな。あんたまだそこに居ンのかよ」

「ふん。私とて、好きで一般生徒に変人扱いされてる訳じゃないですよーだ……碧木君の連絡先を知らないから、ここで忠犬ハチ公よろしく待ってたんじゃないですか」

「連絡先コーカンしてないのって不便だよなァ」

　俺は雨あま森もりの横に腰を下ろした。通行人どもは控えめに一いち瞥べつして屋上へと出ていく。

　好奇・嘲笑・迷惑げ、そんな色。よく耐えられたなァこの先輩、俺には無理だ。

「う〜わ居心地悪わりぃー……ダルさの極みだわここ。雨森先輩も、外に出てりゃ良いいじゃんか。きょう天気いいっすよ？」

「お断りです。屋上なんて、屋上前の劣化版ですよ。ここの方が断然マシですね」

「先輩の基準わっかんねー……つうかもう移動しないスか」

「ですね。私もそうしたいと思ってました──ですが、その前に！」

　雨森は人差し指を立てて、その先っちょを下顎に当てた。

「ここでカミングアウト。私もう雨森じゃないのです。戸籍の上では一いちノの瀬せなのです」

「え？　いや知ってるけど、どしたん急に。ああ、一ノ瀬先輩って呼べって事すか」

「それだと従兄いとこと被かぶっちゃうじゃないですか。そ、こ、でー！　碧木君にだけは特別に、『心こころ先輩』と呼べる権利を与えなくもないですよ〜？」

　ドヤ顔と、両目を閉じかけた下手くそウィンク。こう、絶妙にイジワルしたくなるウザさだった。ウザ可か愛わいかった。俺はそいつから目を逸そらさずに言った。

「よし一ノ瀬。今日は中庭にでも行くか」

「あァ？　呼び方が不正解の極みですか。舐なめてンの？　ち○こ毟むしり取り殺しますよ」

「が、ガラ悪ぃー……なんの映画の影響なんすか、その汚い脅し文句は」

「はてさて、誰の影響ですかね」

　心先輩が俺の手を取って、立ちあがるように促した。くいくいと引いてくる柔らかい感触は、ここじゃない何処どこかへ行こうと誘ってる。

「ほらほら、早く立ちましょう碧木君。まだ見ぬ昼食スポットへ出発ですゴーゴー！」

「い、行く。逃げないから。待って、手ぇ繫ぐのは恥ずかしいからやめないスか」

「やーめない。あなたにやられたことをそのままやり返してるだけですからね？」

「マジじゃん」

「なので今日だけ限定です。ありがたく味わいなさい」

　その仕返しに苦笑したら、そいつも楽しげに笑ってた。

　俺は観念しつつ、共に階段を下りていきながら──そういえば訊きかなきゃいけないことがあったのを思い出して立ち止まった。

「あー、そういえばパイセン、今日の放課後って空いてるか？」

「はあ。屋上前亡なきいま全面的にフリーですが……はっ!?　コホン、お誘いですか。ええ、いいですよ。行きましょうとも。私、碧木君とならどこでもたのし──」

「紹介したい女子が居るんすけどォ」

「あなたを痛めつけます」

「な、なんで……!?」

　宣言されてから握ってる手の甲に爪を立てられた（これは流石さすがに痛かった）。

「はぁー。まったく……ええ、そのお話ならゆっくりと、ご飯を食べながら聞きますので……行きましょうか。昼休みの時間は限られてますからねっ」




　とまあ、ここまで概おおむねこんなカンジで。

　俺は少女に引かれるままに、屋上前から離れていった。











あとがき









　寝るまえの妄想が毎日自作のあとがきだった時期もあるほど、これ書くのに憧れてたんですけども。いざ実現したら書きたいこと思いつかないな。何故に？

　とめどなく湧きでた最高のあとがきは、頭のどこへ行っちゃったの？

　…………（この文章↑ちょっと詩的でいいねぇ。としみじみ眺めている）

　それはさておき。はじめまして、新人アイドルの寿す司しサンダーっていいまーす。名前だけでも覚えて帰ってね。それでは一曲お聴きください。ミュージック〜……スタート！

　♪あとがきから読むそこのキミ　こんな締しめ切きりふつか前にでっちあげた　イタい文章ほっといて〜　ＷｏｗＷｏｗ　寿司サンダーが「もうむりラノベやめて萌もえ４コマ漫画家めざす！」と絶叫しつつ　書いてた本編から〜　読むのを推奨するマイウェ〜イ☆（後略）

　以上、新曲の『こんなあとがき読むのマジ後回しでいいよ』でした。また次のライブで会お〜！　………………（初あとがきでアイドルキャラぶるのはぜったい違うな。としみじみ反省している）（が、書き直すのも面倒なので、このままいくマイウェ〜イ☆）

　仕切り直し。本編を読破した前提で質問させてください。ここまでどうだった？　面白かったならうれしいし、微妙だったらゴメンナサイ！　寿司サンダーの今後に期待。

　作者的にはもう良よし悪あしが不明です。けど「やりきったな」という実感だけはあります。我ながらよく最後まで書けたな？　完成もあやしい筆速度かつ、出版の見通しもたたない状況での執筆だったんで。ぶっちゃけ本、出ないだろうなと思ってたんで。だからアナタの手元にこの書籍が渡ってるのが想像できない。え、本出るんだ。すごいな。すご。すごい。語彙失っちゃうくらいすごいことだ。貴重な機会をありがとうございました。本当に。

　すこしも湿っぽくする気なかったのに手が止まらんかったー……タイトルに『雨宿り』とか入れてるのが悪いわ（自己批判）残り行数がやばい。謝辞いきます。

　まずは挿絵を担当してくださった姐そ川がわさま。美麗なイラストをありがとうございました！　プロの方と仕事するってこういう事なのかーと届いたキャラデザ見て唸うなるなどした。雨あま森もりちゃんのパーカーの着方めちゃｋａｗａｉｉ〜。

　次に担当編集さま。こんな新人を育ててくださってありがとうございます！　次の機会があるなら、流行はやりの甘いラブコメをやりたい気持ちはあります（連絡）。あとネット友だちのＪさんとＷさん、リア友のＵとＮと家族とフォロワーの応援にも感謝＆感謝を。

　ついに最後の行だ。お疲れさまでした。いつかまた会える日を夢見て。おやすみなさい。



















門もん番ばん少しょう女じょと雨あま宿やどりの日にち常じょう
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